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特
集
/
道
路
行
政
に
お
け
る
国
際
協
力
の
推
進

＼
雄

邁

行
蹠
に
飜
捗
る
鬮
轢
蘂
流
活
動
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課

我
が
国
の
道
路
整
備
は
、
戦
後
の
約
六
〇
年
間
で
飛
躍

的
に
進
み
、
一
般
道
路
の
延
長
は
約
=

六
万
師
、
高
規

格
道
路
の
延
長
は
約
八
、
0
0
0
騒
に
達
し
て
い
る
。
こ

の
効
率
的
、
効
果
的
な
道
路
施
策
、
道
路
建
設
･
管
理
技

術
は
、
今
や
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
、
国
際
協
力
に
対
し

て
諸
外
国
の
期
待
や
協
力
要
請
は
急
速
に
増
加
し
て
お

り
、
こ
れ
に
い
か
に
応
え
て
い
く
か
が
、
我
が
国
に
と
っ

て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
、
技
術
協
力
、
技

術
移
転
要
請
に
対
し
、
我
が
国
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
J
I
C
A
を
通
じ
た
専
門
家
、
調
査
団
の
現
地
へ

の
派
遣
や
、
日
本
で
開
催
す
る
研
修
に
は
多
く
の
講
師
を

派
遣
、
ま
た
、
現
場
視
察
な
ど
の
協
力
を
行
っ
て
い
る
。

発
展
途
上
の
国
に
お
い
て
は
、
社
会
基
盤
整
備
、
な
か
で

道イテセ 2002.3

日
本
の
道
路
整
備
･
道
路
事
情
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る

と
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
物
流
は
船
舶
に
よ
る
運
搬

が
中
心
で
あ
り
、
ま
た
、
人
は
徒
歩
、
馬
に
よ
る
移
動
が

中
心
で
あ
っ
た
。
明
治
時
代
に
入
る
と
、
大
量
輸
送
の
手

段
と
し
て
鉄
道
が
注
目
さ
れ
、
日
本
の
交
通
政
策
は
鉄
道

が
中
心
と
な
る
。
明
治
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
日
本
で
も

自
動
車
が
登
場
し
、
将
来
の
陸
上
輸
送
の
担
い
手
と
し
て

期
待
さ
れ
、
自
動
車
交
通
に
必
要
な
道
路
の
改
良
計
画
が

唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
に
な
っ
て
や
っ
と
、

具
体
的
な
道
路
の
改
良
計
画
や
高
速
自
動
車
道
路
計
画
の

検
討
が
開
始
さ
れ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
、

道
路
の
本
格
的
な
改
良
、
建
設
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。

敗
戦
に
よ
る
荒
廃
か
ら
立
ち
直
る
た
め
の
経
済
復
興
に

は
産
業
基
盤
の
強
化
が
必
要
と
さ
れ
、
ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
物
資
輸
送
の
増
加
に
伴
い
、
道
路
に
対
し
て
抜
本

的
な
改
善
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
道

路
事
業
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
法
律
が
次
々
と
制

定
さ
れ
、
我
が
国
の
道
路
の
近
代
化
が
一
気
に
進
む
こ
と

と
な
っ
た
。

我
が
国
は
過
去
に
馬
車
交
通
を
経
験
し
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
道
路
整
備
が
著
し
く
遅
れ
て
い

た
。
こ
の
た
め
欧
米
諸
国
の
道
路
技
術
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
道
路
整
備
を
推
進
し
て
き
た
。
そ
の

間
、
我
が
国
に
お
け
る
デ
ー
タ
の
蓄
積
、
技
術
開
発
の
結

果
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
、
施
工
方
法
、
舗
装
な
ど
の
道
路

の
技
術
水
準
は
経
済
の
発
展
と
と
も
に
飛
躍
的
に
向
上
し

た
。
そ
の
結
果
、
諸
外
国
と
の
国
際
交
流
が
活
発
に
展
開

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
技
術
協
力
も
活
性
化
し
た
。



も
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
最
重
要
課
題
と
し
て
お

り
、
我
が
国
の
技
術
協
力
は
、
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し

て
い
る
。

ま
た
、
世
界
銀
行
や
ア
ジ
ア
銀
行
に
も
職
員
を
派
遣
し

て
お
り
、
限
ら
れ
た
地
域
の
み
で
は
な
く
、
世
界
の
交
通

政
策
に
携
わ
っ
て
い
る
。

我
が
国
は
、
道
路
整
備
が
飛
躍
的
に
進
み
、
そ
の
水
準

は
欧
米
諸
国
と
肩
を
並
べ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
一
方

で
、
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
も
ま
た
、
事
実
で

あ
る
。

近
年
、
道
路
行
政
に
は
、
交
通
安
全
対
策
、
環
境
対
策
、

都
市
再
生
、
事
業
評
価
な
ど
、
新
た
な
課
題
が
突
き
つ
け

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
道
路
を
取
り
巻
く
課
題
は
、
世
界

各
国
で
も
重
要
な
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
国
際

機
関

(O
E
C
D
、
P
I
A
R
C
、
I
R
F
、
A
P
E
C
、

R
E
A
A
A
)
へ
の
参
加
、
三
国
間
で
の
道
路
交
流
会
議

(米
国
、
仏
国
、
英
国
、
伊
国
、
中
国
、
韓
国
)
や
人
事

交
流
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
道
路
行
政
を
世
界
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
と
も
に
、
先
進
的
な
道
路
施
策
を
実
施
し
て
い

る
諸
外
国
と
の
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国

の
道
路
行
政
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

I
T
S
は
日
本
、
欧
米
を
中
心
に
研
究
開
発
等
が
積
極

的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
各
国
が
自
国
の
シ
ス
テ
ム
を
国
際

標
準
と
す
べ
く
、
研
究
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
I
T
S

世
界
会
議
を
は
じ
め
と
し
、
I
T
S
に
関
す
る
国
際
的
な

会
議
、
セ
ミ
ナ
ー
、
専
門
家
会
合
が
近
年
増
加
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
参
加
し
、
各
国
の
研
究
開
発
等
の
取
組
み
に
関

す
る
情
報
収
集
･意
見
交
換
を
行
う
こ
と
は
非
常
に
重
要

で
あ
る
。

I
T
S
を
実
現
す
る
に
あ
た
っ
て
、
日
本
の
シ
ス
テ
ム

を
国
際
標
準
と
整
合
の
と
れ
た
も
の
に
す
る
た
め
、
I
T

S
世
界
会
議
、
I
S
O
な
ど
の
国
際
会
議
や
二
国
間
レ
ベ

ル
で
の
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
国
際
的
な
視
野
か
ら
の
取

組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

を
図
っ
て
い
る
。

国
際
交
流
活
動
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
他
に
、
海
外
へ

の
留
学
制
度
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
職
員
の
知
識
、
技
術
の

向
上
、
国
際
的
知
見
の
習
得
を
目
的
と
し
て
い
る
。

主
な
留
学
制
度
は
、
I
R
F

(世
界
道
路
連
盟
)
の
奨

学
制
度
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
等
の
大
学
、
研
究

機
関
へ
の
留
学
や
、
E
N
P
C

(フ
ラ
ン
ス
国
立
土
木
学

院
)
へ
の
留
学
、
J
I
C
A
海
外
長
期
研
修
員
と
し
て
、

J
I
C
A
が
指
定
す
る
教
育

･
研
究
機
関
へ
の
派
遣
、
人

事
院
行
政
官
と
し
て
海
外
の
大
学
等
で
長
期
在
外
研
修
を

行
う
も
の
が
あ
る
。

道
路
局
と
し
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
国
際
交
流
活
動
を

行
う
こ
と
で
、
世
界
の
道
路
行
政
分
野
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
最
新
の
情
報
を
収
集
、
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
で
、
我
が
国
の
道
路
行
政
の
質
の
向
上

道行セ 2002.3 5
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際
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の
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し益

開
発
違
上
圓
に
対
す
る
週
騰
分
野
⑭
鬮
轢
鱗
地
に
つ
い
て

-
ー
,専
門
家
派
遣
、
研
修
生
受
け
入
れ
を
中
心
に
-!
-
-総

合
政
策
局
国
際
建
設
課

長
期
専
門
家
の
技
術
サ
ポ
ー
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
講
演
な
ど
を

行

っ
て
い
る
。

平
成
一
二
年
度
の
専
門
家
派
遣
状
況

(旧
建
設
省
)
を

図
1
、
図
2
に
示
す
。

平
成
一
二
年
度
内
に
派
遣
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
専

門
家
数
は
延
べ
二
九
九
名
で
あ
り
、
道
路
分
野
で
は
二

二
%
に
当
た
る
六
六
名
を
派
遣
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
長

期
専
門
家
は
二
三
カ
国
四
五
名
、
短
期
専
門
家
一
四
カ
国

二
一
名
で
あ
る
。
地
域
別
で
は
ア
ジ
ア
州
が
一
四
ヵ
国
四

五
名
と
圧
倒
的
に
多
く
約
七
割
を
占
め
て
い
る
。

平
成
一
四
年
二
月
一
日
時
点
で
の
道
路
分
野
の
長
期
専

門
家
派
遣
状
況
を
表
1
に
示
す
。途
上
国
政
府
ヘ
ニ
ニ
名
、

国
際
機
関
へ
五
名
、
合
計
二
七
名
の
長
期
専
門
家
を
派
遣

し
て
い
る
。

国
際
機
関
派
遣
専
門
家
の
う
ち
、
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋

6 道イテセ 20023

は
じ
め
に

我
が
国
は
、
開
発
途
上
国
の
幅
広
い
開
発
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
各
種
の
援
助
形
態
を
活
用
し
、
幅
広
い
分
野
に
対
し

て
援
助
を
実
施
し
て
い
る
。
援
助
の
対
象
分
野
は
、
道
路
、

港
湾
、
発
電
所
、
空
港
、
電
気
通
信
等
い
わ
ゆ
る
経
済
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
か
ら
、
保
健
衛
生
、
教
育
等
の
社
会
イ
ン

フ
ラ
、
食
糧
増
産
援
助
等
農
業
分
野
等
広
範
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
、道
路
整
備
等
の
経
済
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
援
助
は
、

開
発
途
上
国
の
経
済
活
動
の
基
盤
を
造
り
、
経
済
の
自
立

発
展
を
促
す
上
で
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ

り
、
我
が
国
二
国
間
政
府
開
発
援
助

(O
D
A
)
の
最
大

シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。

国
土
交
通
省
で
は
経
済
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
多
く
を
担
う

専
門
省
庁
と
し
て
国
際
協
力
を
自
ら
実
施
す
る
ほ
か
、
国

際
協
力
事
業
団
を
通
じ
た
専
門
家
派
遣
、
研
修
員
受
け
入

れ
等
の
技
術
援
助
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
。

-

以
下
、
国
際
協
力
事
業
団
等
を
通
じ
た
道
路
分
野
の
国

際
協
力
の
現
況
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

一

専
門
家
派
遣

専
門
家
派
遣
は
、
開
発
途
上
国
や
国
際
機
関
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
相
手
国
が
必
要
と
す
る
技
術
を
持
つ
日
本
人

専
門
家
を
現
地
へ
派
遣
す
る
も
の
で
あ
る
。
派
遣
期
間
が

一
二
カ
月
以
上
に
亘
る
長
期
専
門
家
と
一
二
カ
月
未
満
の

短
期
専
門
家
に
区
分
さ
れ
る
。
長
期
専
門
家
は
技
術
協
力

の
根
幹
で
あ
り
、
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
技
術
指
導

や
人
材
育
成
に
当
た
る
と
と
も
に
派
遣
先
国
に
お
け
る

数
々
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
優
良
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発

掘
形
成
、
計
画
立
案
に
当
た
っ
て
い
る
。
短
期
専
門
家
は
、



経
済
社
会
委
員
会
へ
は
国
際
協
力
事
業
団
を
通
じ
て
派
遣

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
国
際
機
関
へ
は
国
際
機
関
か
ら
の

要
請
に
基
づ
き
国
土
交
通
省
か
ら
直
接
派
遣
し
て
い
る
。

派
遣
元
は
、
国
土
交
通
省
の
他
、
日
本
道
路
公
団
、
本

l
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7

リ
ー

中

　

州
四
国
連
絡
橋
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
及
び
首
都
高

速
道
路
公
団
の
各
道
路
関
係
公
団
で
あ
り
、
日
本
道
路
公

団
か
ら
の
派
遣
が
一
〇
名
と
最
も
多
い
。
所
掌
分
野
を
み

る
と
、
道
路
･
橋
梁
計
画
か
ら
維
持
管
理
ま
で
含
め
た
広

範
な
道
路
技
術
を
視
野
に
入
れ
た
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的

業
務
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

二

研
修
員
受
け
入
れ

表 1 道路分野の長期専門家派遣状況 (平成14年2月 1日現在)

NO.
派遣先 所掌分野 派遣元

インドネシア 幹線道路 国土交通省

(乙 マレーシア 高速道路交通情報システム 首都高速道路公団

う、J マレーシア 高速道路管理システム 日本道路公団

4- マレーシア 斜張橋設計 本州四国連絡橋公団

で〕 フィリピン 道路行政改善 国土交通省

′○ フィリピン 橋梁技術 本州四国連絡橋公団

7‘ カンボジア 道路 橋梁計画 阪神高速道路公団

00 タイ 大メコン圏幹線道路開発計画 国土交通省

○ノ バングラテ斧シユ 道路橋梁維持管理アドバイザー 本州四国連絡橋公団

ゆ ブータン 橋梁設計 阪神高速道路公団

インド 高速道路計画･維持管理 日本道路公団

乾 ネパール 道路計画、
施工、

維持管理 国土交通省

日 パキスタン 運輸交通政策 日本道路公団

14 スリランカ 画計発開路道 鋼路道本目]

は エジプト 軌説ア設繃禮郊エス 団公橋鑽国四1増-本

修 トルコ 詢修補靴評度全飜駄 鋼橋鰯国四=外本

17 トルコ 全巌線 団公路橦R]
18 エチオピア 姉第…

~
"刊誤衆橋 団喬

円縮轆泗本

診 ガーナ 一四"田…作修協凋縱
…

撚
不

矯
孵 機絡醸四本

20 ジンノミプエ .性纖轢毅洲榊
揉
膊

道 糊絡酵四本

刎 リノチ 鰹纖び酸計廟 畑梛笈 パラグアイ 帆留ア翻酵檜 団公路道本口日
“ アジア開発銀行 絡 酩交土国

24 アジア開発銀行 繊 鑓相
第 世界銀行 逓交路道 酩醗第 世界銀行 繊 翻楯
“

国連アジア太平洋
経済社会委員会

導指術被孫蹴ラフ◇通交域広 鋼機

研
修
員
受
け
入
れ
は
、
外
務
省
、
国
際
協
力
事
業
団
等

を
通
じ
て
、
開
発
途
上
国
か
ら
要
請
に
基
づ
き
、
技
術
者

や
行
政
官
な
ど
を
研
修
員
と
し
て
日
本
へ
招
き
、
各
専
門

7

分
野
の
技
術
や
行
政
事
務
を
習
得
す
る
た
め
に
一
定
期
間

3

研
修
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
土
交
通
省
は
専
門
省
庁
と
し

20

て
研
修
員
を
受
け
入
れ
、研
修
の
実
施
に
協
力
し
て
い
る
。

セ行

日
本
で
行
わ
れ
る
研
修
は
、
途
上
国
が
共
通
に
抱
え
る

道

問
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
複
数
の
研
修
員
が
集
団
で
受
け
る

｢集
団
研
修
｣
と
、
長
期
専
門
家
、
無
償
資
金
協
力
及
び

開
発
調
査
に
お
け
る
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
を
対
象
と
し
た

｢個
別
研
修
｣
が
あ
る
。
集
団
研
修
に
つ
い
て
は
、
異
な

る
国
か
ら
集
ま
っ
た
研
修
員
が
同
時
に
受
け
る

｢分
野
別



集
団
コ
ー
ス
｣
と
、
国
ご
と
ま
た
は
共
通
す
る
課
題
を
抱

え
る
近
隣
地
域
の
研
修
員
を
招
い
て
行
わ
れ
る

｢国
別
･

地
域
別
特
設
コ
ー
ス
｣
が
あ
る
。

平
成
三
一年
度
の
研
修
受
け
入
れ
実
績

(旧
建
設
省
)

を
図
3
、
表
2
に
示
す
。

平
成
三
一年
度
内
に
受
け
入
れ
た
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
研

修
生
は
五
七
八
名
で
あ
り
、
道
路
分
野
で
は
二
九
%
に
当

た
る
一
七
〇
名
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
国
際
協

力
事
業
団
に
よ
る
集
団
研
修
で
は
、
橋
梁
総
合
コ
ー
ス
、

道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
の
二
件
で
二
七
名
、
国
別
･
地
域
別

特
設
研
修
で
は
、イ
ン
ド
道
路
橋
梁
維
持
補
修
セ
ミ
ナ
ー
、

中
央
ア
ジ
ア
･
コ
ー
カ
サ
ス
運
輸
交
通
行
政
の
二
件
で
二

○
名
、
さ
ら
に
個
別
研
修
は
一
三
件
二
四
名
で
あ
る
。
ま

た
、
J
I
C
A
以
外
の
公
的
機
関
か
ら
の
個
別
研
修
受
け

入
れ
は
三
一件
九
九
名
と
な
っ
て
い
る
。

図 3 研修生受入実績 (分野別)

　
　

　

地
名

溝
%

茂
6

　

　
　

　
　

　

　

表2 平成12年度国際協力事業団が実施する
道路分野の研修

コース種別 研 修 名 燃 数日

集団研修
橋梁総合コース 日 の

道路行政セミナー 14 “

国別特設 インド道路橋梁維持補修セミナー ○ノ 34

地域特設 中央アジア･コーカサス運輸交通行政 第

表 3 道路行政セミナー実施概要
研修期間 平成l3年9月4日~10月28日

研修場所 国際協力事業団東京国際センター

員
件

修
搬

研
資

幹線道路の設計
、

建設に係る経験年数2年以上の技師

大学卒業者

35才未満

研修員数 狢

参 加 国

グ
ガ
の

ン
ダ
ト

バ
マ
ン

ス
ス
牝

ジ
ピ
ピ

ボ
オ
ト

ン
チ
ン

カ

エ
セ

爪
ト
圦

タ
カ
チ

ラ
ニ
タ

し
孵
さ

為滋
リ
ィ
ル
国

イ
デ
カ
カ

フ
ラ
ス
物

修
関

研
機

な
施

主
実

国土交通省道路局

平
成
一
三
年
度
に
実
施
し
た
集
団
研
修

｢道
路
行
政
セ

ミ
ナ
ー
｣
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、
ト
ル
コ
、
エ
ジ
プ

ト
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、

チ
リ
、
セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
の
二
万
国
の
行
政
機
関
か

ら
一
四
名

(タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
各
二
名
)
の
若
手
技

術
者
が
参
加
し
、
平
成
一
三
年
九
月
四
日
か
ら
一
〇
月
二

人
日
ま
で
研
修
を
実
施
し
た

(表
3
)。
研
修
参
加
者
は
、

大
学
卒
、
道
路
技
術
に
係
る
経
験
年
数
二
年
以
上
の
中
堅

技
術
者
で
あ
る
。
研
修
内
容
は
、
｢
日
本
の
道
路
行
政
、

各
種
制
度
｣、
｢道
路
計
画
、
道
路
設
計
技
術
｣
等
の
各
講

義
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
、
首
都
高
速
中
央
環
状
線
、

明
石
海
峡
大
橋
な
ど
の
現
地
見
学
、
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー

ト
の
発
表
及
び
道
路
網
計
画
演
習
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア

の
他
、
ア
フ
リ
カ
、
南
米
、
カ
リ
ブ
な
ど
世
界
各
地
か
ら

表 4 開発調査実施状況 (道路分野)

対象国 調査案件名 開始年度

モンコウレ モンゴル東部幹線建設計画 H 1 2

マレーシア 道路防災管理計画調査 H 1 2

モザンビーク マプト市道路開発調査 (M庁、
F/S) H 1 2

ケニア 道路維持管理民間活用促進計画調査 ?
-

ヤーH

フイリピン マニラ首都圏高速道路標準化調査 臼
)

4-H

ラオス ラオス南部地域道路改善計画 3̂惟lH

バングラディシュ パドマ橋建設計画調査 â)
坤IH

ニカラグア 鞭診性弱脆る鮒に害災
査

、
ハ
調循

摘
網
災

路
防

道
路

要
道

主
び

9
)寸IH…

カンボジア プノンペン ~ ネアックルン区間改修計画調査 G
)

寸I,
H

8 道行セ 20023

の
積
極
的
な
参
加
を
得
て
お
り
、
我
が
国
道
路
行
政
へ
の

関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。

三

開
発
調
査

開
発
調
査
は
、
開
発
途
上
国
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
相

手
国
が
必
要
と
す
る
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
妥
当
性
を
検

討
す
る
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

平
成
三
一年
度
、
一
三
年
度
に
調
査
採
択
さ
れ
た
道
路

分
野
の
開
発
調
査
案
件
を
表
4
に
示
す
。



道
路
、
橋
梁
の
建
設
案
件
に
加
え
、
道
路
防
災
、
維
持

管
理
、
道
路
シ
ス
テ
ム
な
ど
調
査
内
容
は
広
範
で
あ
る
。

開
発
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
調
査
団
を
派

遣
し
調
査
の
実
施
細
則

(の
＼
"
…
のo8
の
魚
名
a
言
)
を

取
り
決
め
る
が
、
こ
の
調
査
団
に
は
国
土
交
通
省
か
ら
調

査
団
員
を
派
遣
し
て
い
る
。

ま
た
、
調
査
実
施
段
階
で
は
、
調
査
の
作
業
管
理
と
し

て
作
業
監
理
委
員
を
派
遣
し
技
術
協
力
を
行
っ
て
い
る

(表
5
)。

四

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
技
術
協
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
技
術
協
力
は
、
三
年
か
ら
五
年
の

協
力
期
間
を
設
定
し
、
専
門
家
派
遣
、
研
修
員
受
け
入
れ
、

機
材
供
与
を
組
み
合
わ
せ
て
効
果
的
に
実
施
す
る
技
術
協

力
で
あ
る
。

道
路
分
野
で
は
、
一
九
六
四
年
か
ら
一
九
七
七
年
に
タ

イ
の
道
路
技
術
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
七
年
か
ら
一
九

八
四
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
道
路
交
通
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
一

九
七
九
年
か
ら
一
九
八
五
年
に
ビ
ル
マ
(現
ミ
ャ
ン
マ
ー
)

橋
梁
技
術
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
技
術
協

力
を
実
施
し
て
き
た
。

近
年
で
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム

等
に
お
い
て
道
路
建
設
機
械
訓
練
を
主
体
と
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

五

無
償
資
金
協
力

無
償
資
金
協
力
は
開
発
途
上
国
の
な
か
で
も
国
づ
く
り

が
遅
れ
て
い
る
後
発
開
発
途
上
国
を
対
象
に
基
礎
生
活
分

野
に
つ
い
て
無
償
で
援
助
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

無
償
資
金
協
力
で
は
、
国
際
協
力
事
業
団
が
行
う
基
本

設
計
調
査
に
お
い
て
、
相
手
国
政
府
と
の
協
議
の
た
め
基

表5 開発調査における調査団 作業管理委員派遣状況 (平成12年)

名
【

国 開発調査案件 調査内容 磯費 派遣元

モザンビ-ク マブト市道路開発調査 事前調査(S / W協議) 名 近畿地方建設局

マレーシア 道路災害管理計画調査 事前調査(S / W 協議) 盤
九州地方建設局
日本道路公団

ケニア
道路維持管理民間活用
促進計画調査 矯鱗事 名

【 姻機Rh
モンゴル 東部幹線道路建設整備調査 礒y鱗事 盤 鰯蹴ネハQール

カトマンズ･ナウビゼ道路
建設計画調査(第2年次) 癈作馳 絡 姻機日[

ボスニア･
ヘルツエゴヴイナ

運輸交通マスタープラン調査
(第3年次) 鰡翹 名

術皺ム鬱
財

本
設
計
調
査
団
に
国
土
交
通
省
か
ら
調
査
団
員
を
派
遣
す

る
場
合
が
あ
る
。

平
成
三
一年
度
は
、
ブ
ー
タ
ン
国
架
橋
建
設
計
画
基
本

設
計
調
査
に
お
い
て
、
基
本
設
計
調
査
団
員
を
一
名
派
遣

し
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
国
際
協
力
事
業
団
を
通
じ
た
道
路
分
野
の

国
際
協
力
に
つ
い
て
専
門
家
派
遣
、
研
修
員
受
け
入
れ
を

中
心
に
現
況
を
報
告
し
た
。

平
成
一
四
年
度
の
政
府
開
発
援
助
予
算
は
、
全
体
と
し

て
一
0
%
削
減
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
ま
た
、
今
後
の

専
門
家
派
遣
に
関
し
て
は

｢民
間
企
業
委
託
｣
や

｢海
外

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
｣
を
活
用
す
る
方
向
が
打
ち
出
さ

れ
て
お
り
、
専
門
家
派
遣
数
は
全
体
と
し
て
減
少
す
る
傾

向
に
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
長
期
専
門
家
は
技
術
協
力
の
根
幹
で

あ
り
、
我
が
国
に
よ
る

｢顔
の
見
え
る
援
助
｣
の
実
現
の

た
め
、
ま
た
、
我
が
国
道
路
技
術
者
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上

の
た
め
に
も
、
開
発
途
上
国
の
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
長
期
専
門
家
の
活
躍
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

ま
た
国
際
建
設
課
に
お
い
て
も
専
門
家
と
の
連
絡
体
制
を

強
化
し
、
専
門
家
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
開
発
途

上
国
と
の
情
報
連
絡
窓
口
と
し
て
の
機
能
を
さ
ら
に
強
化

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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毒
/

特
集
/
道
路
行
政
に
鞘
け
る
国
際
協
力
の
推
進

※
笙

.･

　

　　
　　
　
　
　

　

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
飜
捗
る
海
外
稾
麗
⑭
蠣
状

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
J
I
C
A
専
門
家

新

一
真

一

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
道
路
整
備
状
況

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
オ
ラ
ン

ダ
占
領
時
代
に
国
道
、
州
道
の
整
備
が
精
力
的
に
進
め
ら

れ
、
舗
装
道
路
も
か
な
り
整
備
さ
れ
た
た
め
、
戦
前
の
ジ

ャ
ワ
島
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
日
本
よ
り
は
る
か
に
良
い

舗
装
幹
線
道
路
を
賞
賛
し
て
い
る
旅
行
記
も
見
受
け
ら
れ

る
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
と
そ
れ
に
続
く
独
立
戦

争
、
独
立
後
の
ス
カ
ル
ノ
政
権
下
で
は
、
軍
備
増
強
に
限

り
あ
る
予
算
が
配
分
さ
れ
、
道
路
の
維
持
補
修
に
必
要
な

投
資
が
な
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
た
。
そ
の

た
め
、
舗
装
、
橋
梁
等
は
至
る
と
こ
ろ
で
損
傷
し
て
い
る

と
い
う
状
況
と
な
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
ス
ハ
ル

ト
政
権
が
誕
生
し
て
か
ら
は
、
経
済
開
発
が
重
視
さ
れ
一

九
六
八
年
四
月
に
始
ま
っ
た
第
一
次
国
家
開
発
五
ヵ
年
計

画

(第
一
次
長
期
計
画
)
以
降
、
輸
送
力
増
強
の
た
め
に

道
路
へ
の
投
資
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

道
路
整
備
延
長
が
急
速
に
伸
び
、
現
在
、
表
1
の
よ
う
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
着
実
に
進
め
ら
れ
て
き

た
道
路
整
備
も
、
一
九
九
七
年
に
ア
ジ
ア
を
襲
っ
た
経
済

危
機
の
影
響
で
状
況
が
一
変
し
た
。
経
済
の
低
迷
で
税
収

が
大
幅
に
落
ち
込
ん
だ
た
め
、
十
分
な
国
内
予
算
が
確
保

で
き
ず
、
ま
た
、
予
算
配
分
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
や
金
融
再
生
に
重
点
化
し
た
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
関
係
の
予
算
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
。
道

路
予
算
も
例
外
で
は
な
く
、
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
る
の
は
困
難
と
な
り
、
既
存
道
路
の
維
持
補
修
に
予

算
配
分
の
重
点
化
が
シ
フ
ト
し
た
。
し
か
し
、
予
算
の
落

ち
込
み
は
激
し
く
、
維
持
補
修
の
た
め
の
予
算
も
十
分
に

確
保
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
各
地

で
損
傷
し
た
道
路
が
顕
在
化
し
、
補
修
さ
れ
な
い
ま
ま
放

置
さ
れ
る
な
ど
、
産
業
活
動
ば
か
り
で
な
く
地
域
生
活
に

も
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

表 インドネシアの道路延長

醸 (Jalan Nasional) 約 26
,
270k m

隨が (Jalan propinsり 約 38,91okm

蠣 (Jalan Kabupaten) 約 223,32〇km

髓 翁如繃鰤 』浄れ約

槌 ⑲ 婉総有料道路

" 痴約

計 鱸3尹$約

※出典 : ｢STATIST1K JALAN DI INDONEsIA TAHt困 20皿｣

" 道イテセ 20023



都
市
部
に
お
い
て
は
、
急
速
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
に
基
盤
整
備
が
追
い
つ
か
ず
、
渋
滞
、
事
故
、
環

境
な
ど
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
き
て
お
り
、
都
市
交
通
問

題
の
克
服
は
、
居
住
環
境
改
善
の
視
点
か
ら
も
緊
急
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
地
方
部
に
お
い
て
は
、
基
盤
整
備
が

絶
対
的
に
遅
れ
て
お
り
、
地
域
格
差
を
是
正
す
る
と
と
も

に
、
豊
か
な
資
源
を
活
か
し
て
経
済
回
復
、
成
長
を
持
続

的
に
遂
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
基

盤
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
地
方
部
に
は
開
発
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
の
高
い
地
域
が
多
く
、
地
域
の
自
然
･
社
会

･
経
済

環
境
に
調
和
し
た
地
域
開
発
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
道
路

網
整
備
に
よ
る
経
済
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
策
定
が
急
務
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
の
特
に

都
市
部
か
ら
離
れ
た
地
域
で
は
、
地
域
住
民
の
生
活
の
向

上
及
び
沿
道
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
道
路
及
び
橋
梁
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

三

海
外
支
援
の
現
状

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
J
I
C
A
か
ら
、

専
門
家
の
派
遣
に
よ
る
技
術
移
転
、
及
び
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン

(M
/
P
)
の
作
成
や
フ
ィ
ー
ジ
ビ
イ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ

ィ

(F
/
s
)
等
の
開
発
調
査

(D
/
s
)
に
よ
る
支
援

を
受
け
る

一
方
、
J
B
I
C

(旧
O
E
C
F
)
、
A
D
B
、

I
B
R
D
と
い
っ
た
海
外
ロ
ー
ン
を
最
大
限
活
用
し
て
道

路
整
備
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
返
済

の
時
期
を
迎
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
返
済
繰
延
を
要
請

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
以
上
対
外
債

務
を
増
や
し
た
く
な
い
と
い
う
事
情
か
ら
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
新
規
ロ
ー
ン
案
件
は
要
請
し
に
く
い
状
況
に
あ
る
。

一
方
、
無
償
資
金
協
力
に
つ
い
て
は
、
道
路
セ
ク
タ
ー
で

は
、
五
年
前
に
バ
ン
ド
ン
の
道
路
研
究
所
に
研
究
機
材
が

供
与
さ
れ
た
案
件
が
あ
る
も
の
の
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ニ
ー
ズ

(B
H
N
)
等
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
た

め
、
イ
ン
フ
ラ
案
件
は
採
択
さ
れ
に
く
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
最
近
、
動
き
の
あ
る
二

例
の
案
件
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

1

J
I
C
A
開
発
調
査

コ
ジ
ャ
カ
ル
タ
首
都
圏

丑

(L
D
田
0
□
m
『
D
閃
m
六
)
総
合
交
通
調
査
(フ
ェ
ー
ズ
2
)｣

ジ
ャ
カ
ル
タ
首
都
圏
(ジ
ャ
ボ
デ
タ
ベ
ッ
ク
ノ
面
積
六
、

o

五
八
〇
蟷
、
人
口
二
、
一
0
0
万
人
)
を
対
象

(図
1
参

セ一丁

照
)
に
、
こ
れ
ま
で
、
個
別
に
議
論
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
道

盧

写真 I B O Tで頓挫したままのJO R R

路
、
鉄
道
等
を
統
合
し
、
総
合
的
な
交
通
体
系
と
し
て
捉

え
、
理
想
的
な
将
来
像
に
向
け
た
マ
ス
タ
J
プ
ラ
ン
を
作

成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ェ
ー
ズ
1

(二
〇
〇

〇
年
二
月
~
二
〇
〇
一
年
一
月
)
で
は
、
短
期
施
策
の
提

言
と
、
道
路
、
鉄
道
の
柱
と
な
る
J
O
R
R

(ジ
ャ
カ
ル

タ
外
環
状
道
路
)
と
M
R
T

(地
下
鉄
を
含
む
大
量
高
速

図 1 ジャカルタ首都圏



鉄
道
)
の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
の
検
証
が
行
わ
れ
て
い
る
。

J
O
R
R
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
B
O
T
で
失
敗
し
た

経
験
が
あ
り

(写
真
1
参
照
)、
そ
の
後
、
特
別
円
借
款

で
日
本
に
要
請
し
た
経
緯
が
あ
る
。
フ
ェ
ー
ズ
1
で
も
、

そ
の
高
い
経
済
内
部
収
益
率
(E
I
R
R
引
二
八
･
九
%
)

と
低
い
財
務
内
部
収
益
率

(F
I
R
R
=
六
･
六
%
)
ゆ

え
に
、
公
共
事
業
と
し
て
整
備
す
べ
き
と
い
う
提
言
を
行

っ
た
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
民
間
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
を

募
る
方
向
に
進
ん
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
テ
ン
ダ
ー
は
う

ま
く
い
か
ず
、
そ
の
後
の
動
向
が
注
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
個
人
的
に
は
、
本
年
の
七
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

特
別
円
借
款
に
代
わ
る
新
ス
キ
ー
ム

(本
邦
企
業
活
用
金

利
事
業
)
を
活
用
し
、
早
急
に
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る

(特
別
円
借
款
で
は
本
邦
調
達
率

(五

0
%
ポ
ー
シ
ョ
ン
)
が
足
か
せ
に
な
る
)。

スデイルマン ･タムリン通り

(M R T計画路線)

M
R
T
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
現
可
能
性
を
増
大
さ
せ

る
に
は
、
中
央
政
府
が
八
0
%
程
度
の
初
期
投
資
を
負
担

し
、
利
用
促
進
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
と
の
提
言
が
フ

ェ
ー
ズ
1
で
成
さ
れ
て
い
る

(写
真
2
参
照
)。
M
R
T

も
過
去
に
特
別
円
借
款
で
日
本
に
要
請
し
た
経
緯
が
あ
る

が
、
額
が
大
き
す
ぎ
る
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

フ
ェ
ー
ズ
1
の
調
査
結
果
を
受
け
、
二
〇
〇
一
年
=

月
か
ら
フ
ェ
ー
ズ
2
が
ス
タ
ー
ト

(二
〇
〇
四
年
三
月
ま

で
)
し
、
先
般

(二
〇
〇
二
年
二
月
)、
作
業
監
理
委
員

(委
員
長
…
石
田
筑
波
大
教
授
)
が
来
イ
し
て
、
イ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
の
協
議
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
な
の

で
、
以
下
に
フ
ェ
ー
ズ
2
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

フ
ェ
ー
ズ
2
の
目
的
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

①

調
査
対
象
地
域
に
お
い
て
、
総
合
都
市
交
通
に
か

か
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
(目
標
年
次

…
二
〇
二
〇
年
)

及
び
政
策
を
策
定
す
る
。

②

優
先
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ま
た
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
を
実
施
す
る
。

③

調
査
を
通
じ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
に
技
術
移
転
を
行
う
。

都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
目
的
と
し
て
、
①
経
済
成

長
を
支
援
す
る
効
率
的
な
、
②
社
会
の
す
べ
て
の
構
成
員

の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
公
平
な
、
③
自
動
車
公
害
の

最
少
化
に
よ
る
都
市
環
境
の
改
善
を
達
成
す
る
、
④
安
全

性
の
高
い
、
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
の
四
点
を
挙
げ
、
こ

れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
、
①
交
通
渋
滞
を
緩
和
す
る
。
②

公
共
交
通
の
利
用
を
促
進
す
る
。
③
大
気
汚
染
と
騒
音
を

削
減
す
る
。
④
交
通
事
故
の
犠
牲
者
を
減
少
さ
せ
る
。
の

四
つ
の
都
市
交
通
政
策
を
掲
げ
て
い
る
。

フ
ェ
ー
ズ
2
で
は
、
大
規
模
な
交
通
調
査

(パ
ー
ソ
ン

ト
リ
ッ
プ

(P
T
)
調
査
、
O
D
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
等
)

を
実
施
し
、
交
通
需
要
分
析
等
を
通
し
て
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
土

地
利
用
と
交
通
シ
ス
テ
ム
の
統
合
も
検
討
課
題
と
し
て
お

り
、
二
〇
〇
二
年
一
月
の
洪
水
の
教
訓
も
活
か
し
た
総
合

的
な
土
地
利
用
を
誘
導
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
oま

た
、
フ
ェ
ー
ズ
1
で
は
、
①
バ
ス

,
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
･
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
②
鉄
道
東
西
直
通
運
転
及

び
フ
ィ
ー
ダ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
、
③
都
市
間
高
速
道
路

の
H
O
V
レ
ー
ン
、
④
ボ
タ
ベ
ッ
ク
地
域
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
交
差
点
の
交
通
管
理
、
の
四
つ
の
社
会
実
験
が
提
案
さ

れ
て
お
り
、
フ
ェ
ー
ズ
2
で
そ
の
実
効
性
が
検
証
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。

2

J
I
C
A
無
償
資
金
協
力

｢中
央
及
び
北
ス
ラ
ウ
ェ

シ
州
地
域
開
発
橋
梁
改
修
計
画
｣

中
央
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
に
つ
い
て
は
、
ブ
オ
ル
、
バ
ン
ガ

イ
、
モ
ロ
ワ
リ
県
の
三
県
を
選
択

(①
州
都
パ
ル
か
ら
遠

く
離
れ
て
い
る
、
②
数
年
前
に
県
と
し
て
独
立
し
た
と
こ

ろ
で
梃
入
れ
が
必
要
、
③
最
も
開
発
が
遅
れ
て
い
る
地
域

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
バ
ン
ガ
イ
県
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
〇



年
の
地
震
の
傷
跡
が
残
っ
て
お
り
、
早
期
回
復
を
手
助
け

す
る
意
味
も
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
る
)、
当
該
地
域
の

地
域
開
発
の
支
援
を
す
る
た
め
、
小
規
模
橋
梁

(七
九
橋
)

の
建
設
を
要
請
。
併
せ
て
、
二
〇
〇
〇
年
三

月
の
大
雨

で
損
傷
を
受
け
た
北
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
の
橋
梁

(三
橋
)
の

架
け
替
え
を
要
請
し
た
も
の
。

本
要
請
を
受
け
、
現
在

(三
〇
〇
二
年
二
月
~
三
月
)、

事
前
調
査
団
(基
本
設
計
)
が
現
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

中
央
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
に
つ
い
て
は
、
当
初
要
請
は
三
県
だ

っ
た
が
、
ボ
ン
で
宗
教
抗
争
が
あ
っ
た
た
め
、
安
全
上
の

理
由
か
ら
、
調
査
対
象
は
ブ
オ
ル
、
バ
ン
ガ
イ
の
二
県

(四
人
橋
)
と
な
っ
て
い
る
。
ブ
オ
ル
県
に
つ
い
て
は
、

収
穫
物
を
運
搬
等
の
た
め
の
道
路
整
備
等
が
な
お
ざ
り
に

さ
れ
て
お
り
、
小
規
模
橋
梁
は
あ
る
も
の
の
、
老
朽
化
し

て
お
り
、
当
該
地
域
の
農
業
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に

活
か
す
に
は
、
道
路
網
の
梃
入
れ
が
必
要
で
あ
る
。
バ
ン

ガ
イ
県
に
つ
い
て
は
、
地
震
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
の
早

期
回
復
の
た
め
に
も
、道
路
網
の
梃
入
れ
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
最
大
で
も
六
0
m
の
小
規
模
橋
梁
で
あ
り
、

(
一
0
m
~
二
0

m
"
三
六
橋
、
二
0
m
超

“
三

一橋
)、

貧
困
対
策
も
含
め
、
地
域
住
民
の
生
活
の
向
上
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。
北
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
に
つ
い
て
は
、
大
雨
で

損
傷
を
受
け
た
ト
ラ
ン
ス
ス
ラ
ウ
ェ
シ
道
路

(国
道
)
の

三
橋

[ラ
ノ
ヤ
ポ
橋

(
三
一0
m
、
世
銀
の
援
助
で
、
韓

国
の
業
者
が
施
工
)
(写
真
3
参
照
)
、
ラ
ノ
ワ
ン
コ
橋

(五
五
m
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
予
算
で
、
ロ
ー
カ
ル

の
業
者
が
施
工
)
、
ポ
イ
ガ
ー
橋

(
一
三
0
m
、
世
銀
の

援
助
で
、
韓
国
の
業
者
が
施
工
)]
の
架
け
替
え
を
要
請

し
て
い
た
が
、
地
域
住
民
か
ら
の
強
い
早
期
復
旧
要
望
に

耐
え
切
れ
ず

(日
本
の
援
助
を
待
ち
切
れ
ず
)、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
政
府
が
一
部
工
事
に
着
手
し
て
い
る
部
分
が
あ

り
、
今
後
ど
う
対
応
す
る
か
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
側
は
、
メ
ガ
ワ
テ
ィ
橋

(
-
-
o
m
)
(メ
ガ

ワ
テ
ィ
大
統
領
が
七
歳
の
時
に
彼
女
の
名
前
に
ち
な
ん
で

命
名
し
た
も
の
)、
サ
ン
ク
ッ
プ
橋

(
一
二
五
m
)
を
追

加
で
要
望
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
内
の
い
く
つ
か
を
採
択

す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

三

お
わ
り
に

二
〇
〇
一
年
に
地
方
分
権
化
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る

に
伴
い
、
地
方
政
府
は
管
轄
内
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
の
都
市
基
盤
整
備
に
関
し
て
、
今
ま
で
よ
り
も
重
い
責

任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
｢ジ
ャ
カ
ル
タ
首
都
圏
総
合

交
通
調
査
｣
を
通
じ
、
地
方
政
府
の
職
員
の
能
力
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
首
都
圏
全
域
の
都
市
交
通
計
画
及
び
交

通
需
要
管
理
を
扱
う
こ
と
の
で
き
る
組
織
の
設
立
の
き
っ

か
け
と
な
り
、
最
終
的
に
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
計
画
の
具
体
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

ま
た
、
｢中
央
及
び
北
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
地
域
開
発
橋
梁

改
修
計
画
｣
で
感
じ
た
の
は
、
災
害
が
起
き
た
時
に
、
緊

急
無
償
で
医
療
関
係
と
食
料
関
係
は
直
ぐ
に
対
応
で
き
る

が
、
被
災
地
の
早
期
回
復
に
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
の
改
修

は
、
残
念
な
が
ら
現
在
の
ス
キ
ー
ム
で
は
対
応
が
困
難
な

こ
と
で
あ
る
。
一
般
無
償
の
ス
キ
ー
ム
は
申
請
か
ら
着
工

完
成
ま
で
早
く
て
も
二
~
三
年
か
か
り
、
今
回
の
北
ス
ラ

ウ
ェ
シ
の
よ
う
に
被
援
助
国
側
が
待
ち
切
れ
ず
に
手
を
つ

け
て
し
ま
い
、
そ
の
後
の
調
整
が
困
難
に
な
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
。
個
人
的
に
は
、
災
害
時
に

(
一
番
困
っ
て
い
る
時

に
)
即
座
に
イ
ン
フ
ラ
改
修
を
し
て
あ
げ
る
無
償
の
ス
キ

ー
ム
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
地
元
か
ら

は
あ
り
が
た
ら
れ
、
日
本
の
名
前
を
売
る
チ
ャ
ン
ス

(顔

の
見
え
る
援
助
)
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
今
後
と
も
、
本
国
か
ら
の
後
方
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



壤メ

特
集
/
道
路
行
政
に
お
け
る
国
際
協
力
の
推
進

＼盛

　　

　

　

　　
　
　

　

　

　

イ
ン
ド
シ
排
幸
島
の
藁
圏
回
廊
の
稟
蠣
に
向
け
て

タ
イ
王
国
J
I
C
A
専
門
家

曽
根

真
理

ニ
ン
グ
を
通
じ
て
専
門
家
か
ら
途
上
国
の
人
た
ち
へ
技
術

移
転
を
行
う
も
の
で
す
。
私
の
場
合
は
、
大
メ
コ
ン
圏
の

道
路
開
発
が
対
象
で
す
の
で
、
オ
ン
･
ザ
･
ジ
ョ
ブ
･
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
不
可
能
で
す
。
よ
っ
て
、
主
と
し
て
講
演

会
、国
際
会
議
等
を
通
じ
て
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
か
ら
の
有
償
･
無
償
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

に
あ
た
っ
て
、
助
言
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

私
の
具
体
的
な
仕
事
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

一

は
じ
め
に

私
は
大
メ
コ
ン
圏

(後
ほ
ど
説
明
)
の
道
路
開
発
計
画

に
対
し
て
技
術
協
力
を
行
う
た
め
、
タ
イ
の
交
通
通
信
省

道
路
局
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
通
常
、
技
術
協
力
の
専

門
家
は
相
手
政
府
に
対
し
て
の
み
助
言
活
動
を
行
い
ま

す
。
私
の
場
合
に
は
、
対
象
地
域
が
大
メ
コ
ン
圏
と
幅
広

い
地
域
を
担
当
し
て
い
る
た
め
、
国
際
会
議
等
の
場
で
タ

イ
以
外
の
国
に
対
し
て
助
言
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

我
が
国
は
、
大
メ
コ
ン
圏
諸
国
に
対
し
て
、
有
償
･
無
償

資
金
援
助
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
対
す
る
援
助
を
行

い
、
技
術
協
力
に
よ
っ
て
、
技
術
的
な
助
言
活
動
、
人
材

育
成
、制
度
の
確
立
等
に
対
す
る
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

技
術
協
力
に
は
様
々
な
形
態
の
も
の
が
存
在
し
ま
す
。

最
も
一
般
的
な
も
の
は
、
オ
ン
･
ザ
･
ジ
ョ
ブ
･
ト
レ
ー

ニ

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
技
術
に
加
え
て
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
技
術
も

日
本
か
ら
途
上
国
へ
の
二
国
間
O
D
A
に
は
、
大
き
く

無
償
資
金
援
助
、
有
償
資
金
援
助
、
技
術
協
力
の
三
つ
が

あ
り
ま
す
。
無
償
資
金
援
助
は
途
上
国
の
中
で
も
よ
り
貧

困
な
諸
国
に
対
し
て
、
無
償
で
道
路
や
橋
梁
の
イ
ン
フ
ラ

建
設
を
我
が
国
が
行
う
も
の
で
す
。
有
償
資
金
協
力
は
、

途
上
国
の
中
で
あ
る
程
度
経
済
発
展
を
成
し
遂
げ
た
国
に

対
し
て
、
我
が
国
が
有
償
で
資
金
を
提
供
し
、
そ
の
資
金

を
元
に
し
て
途
上
国
政
府
が
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
行
う
も

の
で
す
。
技
術
協
力
は
、
日
本
か
ら
専
門
家
を
派
遣
し
、

そ
の
専
門
家
を
通
じ
て
日
本
の
技
術
を
途
上
国
の
人
た
ち

に
移
転
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
支
援
は
独
立
し
て
行

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
私
の
場
合
の
よ
う
に
、
互
い

に
連
携
を
と
り
な
が
ら
行
わ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

タ
イ
に
対
し
て
我
が
国
は
、
以
前
は
無
償
資
金
援
助
も

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
経
済
発
展
に
伴
い
、
現
在
は
有
償

資
金
援
助
と
技
術
協
力
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン

ド
シ
ナ
半
島
の
国
々
で
は
ラ
オ
ス
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
対
し

て
は
、
無
償
資
金
援
助
と
技
術
協
力
を
中
心
に
行
っ
て
い

ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
に
対
し
て
は
、
有
償
･
無
償
の
資
金
援



助
及
び
技
術
協
力
の
い
ず
れ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
各
国
の

専
門
家
は
こ
う
し
た
事
業
と
密
接
に
か
か
わ
り
な
が
ら
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

三

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
い
っ
た
国
々
が
存
在
し

ま
す
。
こ
れ
ら
国
は
い
ず
れ
も
A
S
E
A
N
に
加
盟
し
て

い
ま
す
が
、
タ
イ
以
外
の
国
は
、
後
か
ら
A
S
E
A
N
に

加
盟
し
ま
し
た
。
A
S
E
A
N
は
一
九
六
〇
年
代
に
成
立

し
ま
し
た
。
A
S
E
A
N
の
元
加
盟
国
は
西
側
諸
国
か
ら

の
経
済
援
助
の
も
と
で
開
発
主
義
を
押
し
進
め
自
覚
し
い

経
済
的
な
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

一
九
五
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
国
際
情
勢

は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
冷
戦
の
真
っ
只

中
で
し
た
。
こ
の
間
に
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
国
々
の
間

で
経
済
発
展
に
大
き
な
差
が
生
ま
れ
ま
し
た
。内
戦
の
後
、

社
会
主
義
国
と
な
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
内
戦
状
態

に
あ
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
現
在
も
独
裁
体
制
下
に
あ
る
ミ

ャ
ン
マ
ー
と
、
資
本
主
義
体
制
の
も
と
で
西
側
諸
国
か
ら

多
く
の
援
助
を
受
け
て
き
た
タ
イ
と
の
間
で
は
大
き
な
経

済
格
差
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、

タ
イ
を
中
心
と
し
て

(表
向
き
は
違
い
ま
す
が
)、
イ
ン

ド
シ
ナ
半
島
の
経
済
的
発
展
を
促
進
し
よ
う
と
い
う
の
が

大
メ
コ
ン
圏
経
済
協
力
計
画
で
す
。

第二メコン橋

四

六
メ
コ
ン
圏
経
済
協
力

大
メ
コ
ン
圏

(G
M
S

益
3
巴
會
区
呉
目
m
のこ甘
諸
ぢ
巳

は
、
メ
コ
ン
川
沿
岸
諸
国
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
雲
南
省
を
含
む
地

域
を
さ
し
ま
す
。
大
メ
コ
ン
圏
諸
国
は
歴
史
的
に
も
つ
な

が
り
が
深
い
地
域
で
す
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
仏
教
国
で
あ

る
な
ど
、
文
化
的
に
も
多
く
の
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

大
メ
コ
ン
圏
経
済
協
力
計
画
は
、
こ
の
地
域
の
経
済
発

展
を
目
的
と
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
の
イ
ニ
シ
ア

G R EATE R M曰く。N G S U B R E G IO N
PR1OR-TY SUBREG IONAL ROAD PROJECTS
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図 1 大メコン圏経済協力計画 (道路計画)



テ
ィ
ヴ
の
も
と
で
作
成
さ
れ
た
援
助
計
画
で
す
。
こ
の
中

に
は
、
道
路
整
備
だ
け
で
な
く
、
鉄
道
、
港
湾
、
空
港
、

発
電
及
び
送
電
、
通
信
、
観
光
、
人
的
開
発
、
貿
易
、
投

資
な
ど
様
々
な
分
野
の
開
発
計
画
を
含
ん
で
い
ま
す
。
私

は
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
道
路
整
備
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
、

特
に
日
本
か
ら
の
援
助
に
つ
い
て
の
助
言
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

五

第
二
メ
コ
ン
橋

第
二
メ
コ
ン
橋
は
タ
イ
と
ラ
オ
ス
の
国
境
と
な
る
メ
コ

ン
川
に
か
か
る
橋
で
す
。
橋
梁
延
長
一
、
六
0
o
m
、
取

り
付
け
都
タ
イ
側
三
五
0
m
、
ラ
オ
ス
側
二
〇
0

m
、
合

計
二
、
0
五
0
m
の
P
C
橋
で
す
。
総
工
事
費
は
八
〇
億

円
、
完
成
予
定
は
二
〇
〇
六
年
二
月

(二
〇
〇
二
年
三
月

時
点
)
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
メ
コ
ン
河
と
い
う
川
は

非
常
に
大
き
な
河
川
で
す
。
ま
た
同
時
に
雨
季
と
乾
季
の

水
位
差
が
激
し
い
た
め
工
事
で
き
る
期
間
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
。

通
常
の
有
償
資
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本
と
受
入
国

の
二
国
間
の
み
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

有
償
資
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
対
象
国
が
タ
イ
、
ラ

オ
ス
と
二
カ
国
に
わ
た
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
円
借

款
と
し
て
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
す
。
こ
の
た
め
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
通
常
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
は
少
し
異
な
っ
た
プ
ロ
セ
ス
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
ド
ナ

ー
国
で
あ
る
日
本
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
大
国
で
あ
る
タ

イ
、
経
済
的
発
展
の
遅
れ
て
い
る
ラ
オ
ス
の
間
で
は
、
多

く
の
調
整
事
項
が
生
じ
て
き
ま
す
。
私
は
、
三
国
間
の
意

見
調
整
に
関
し
て
発
言
を
行
う
な
ど
の
助
言
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

六

東
西
回
廊
と
交
通
促
進
協
定

東
西
回
廊
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
と

ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ナ
ン
港
を
結
ぶ
ル
ー
ト
で
す
。
ミ
ャ
ン
マ

ー
側
は
政
治
的
な
理
由
か
ら
整
備
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん

が
、
東
側
に
つ
い
て
は
日
本
の
無
償
援
助

(ラ
オ
ス
国
内

道
路
)、
日
本
の
有
償
援
助

(第
二
メ
コ
ン
橋
、
タ
イ
国

内
道
路
、
ダ
ナ
ン
港
)、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行

(ラ
オ
ス
国

内
道
路
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
道
路
)
、
世
界
銀
行

(ベ
ト
ナ

ム
国
内
道
路
)
な
ど
に
よ
り
着
実
に
ハ
ー
ド
面
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
を
整
備
し
て
も
、
運
用
が
う
ま
く
い
か
な
け
れ

ば
経
済
的
な
発
展
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
大
メ
コ

ン
圏
道
路
開
発
の
場
合
、
国
境
を
跨
ぐ
交
通
を
促
進
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。
国
境
ま
で
の
道
路
整
備
が
完
了
し
て

も
、
国
境
を
通
過
で
き
な
か
っ
た
り
、
で
き
た
と
し
て
も

多
く
の
時
間
を
要
し
て
し
ま
え
ば
交
通
の
増
加
は
見
込
ま

れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
交
通
を
促
進
す
る
た
め
の
処
置
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

貨
物
車
両
が
、国
境
を
通
過
す
る
た
め
に
は
主
と
し
て
、

①
ド
ラ
イ
バ
ー
の
出
入
国
審
査
、
②
輸
出
入
品
目
に
対
す

る
課
税
及
び
禁
輸
品
目
の
検
査
、
③
車
両
の
入
国
許
可
が

必
要
で
す
。
タ
イ
と
周
辺
諸
国
の
間
で
は
、
麻
薬
取
引
、

不
法
就
労
、
貿
易
不
均
衡
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
た
め
、
こ
れ
ら
の
項
目
を
省
略
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
私
自
身
も
多
く
の
国
境
を
視
察
し
ま
し
た
が
、
様
々

な
不
法
な
取
引
き
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
不
法
取
引
の

防
止
と
国
境
通
過
時
間
の
短
縮
と
い
う
相
反
す
る
課
題
を

解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
ア
ジ
ア
開
発
銀

行
が
中
心
と
な
っ
て
こ
の
地
域
の
国
際
交
通
促
進
の
た
め

の
協
定
作
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
協
定
が

各
国
で
速
や
か
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
J
I
C
A
の
第
三

国
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
則
り
、
G
M
S
諸
国
か
ら
技
術
者

を
タ
イ
に
集
め
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
普
及

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

七

A
s
i
a
ハ
イ
ウ
ェ
イ
と
A
S
E
A
N

ハ
イ
ウ
エ
イ

A
s
i

a
ハ
イ
ウ
ェ
イ
は
日
本
で
も
か
な
り
有
名
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
A

s
i

a
ハ
イ
ウ
ェ
イ
は
国
連
ア
ジ

ア
太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会

(E
S
C
A
P
)
で
作
成
さ

れ
た
計
画
で
す
。
E
S
C
A
P
で
は
、
路
線
指
定
の
ほ
か
、

道
路
の
標
準
幅
員
等
も
定
め
て
い
ま
す
。

A
S
E
A
N
ハ
イ
ウ
ェ
イ
は
、
日
本
の
方
に
は
馴
染
の

薄
い
計
画
か
と
思
い
ま
す
。
A
S
E
A
N
ハ
イ
ウ
ェ
イ
計

画
は
、
A
S
E
A
N
運
輸
大
臣
会
合
で
承
認
さ
れ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
A
S
E
A
N
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
路
線
は
A

s
i

a
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
全
路
線
に
加
え
て
、
A
S
E
A
N

z6 道イテセ 2002.3



地
域
の
経
済
発
展
及
び
交
流
促
進
に
必
要
だ
と
考
え
ら
れ

ウ
ェ
イ
は
整
備
目
標
を
持
っ
て
い
ま
す
。
①
三
〇
〇
四
年

車
線
道
路

(幅
員
三
･
二
五
m
)
と
す
る
こ
と
、
②
二
0

"

る
路
線
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
A
S
E
A
N
ハ
イ

ま
で
に
全
て
の
区
間
で
不
通
区
間
を
無
く
し
、
狭
幅
員
の

二
〇
年
ま
で
に
幹
線
道
路
を
四
車
線
以
上
の
道
路
に
そ
の

が
●

　K

製

　

　

　
　
　

そ
ぎ

艶 IN D IA

,
、

‘

、

第

他
の
道
路
を
広
幅
員
の
二
車
線
道
路

(幅
員
三
,
五
m
)

⑥

に
す
る
こ
と
が
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
A
S
E

セ

A
N
ハ
イ
ウ
エ
イ
計
画
に
は
バ

ー
ド
面
の
整
備
の
ほ
か

擶

国
境
交
通
に
関
す
る
様
々
な
制
度
面
の
整
備
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
私
の
所
属
す
る
タ
イ
の
交
通
通
信
省
道
路
局
は

A
S
E
A
N
ハ
イ
ウ
エ
イ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
部
門
の
事
務

局
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
事
務
局
に
対
し
て
助
言
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

八

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
私
の
業
務
に
関
し
て
大
ま
か
に
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
以
上
に
挙
げ
た
業
務
に
加
え
て
、
大
メ
コ
ン
圏

経
済
協
力
、
A
S
E
A
N
ハ
イ
ウ
エ
イ
計
画
に
つ
い
て
日

本
の
方
々
に
興
味
を
持
っ
て
頂
き
、
日
本
か
ら
様
々
な
形

画

で
構
想
実
現
の
た
め
の
支
援
を
頂
く
こ
と
も
私
の
業
務
の

計イ

一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
し
、
本
計
画
に
ご
興
味
を
持

ェ"

た
れ
、
支
援
を
行
い
た
い
と
い
う
方
は
、
私
に
連
絡
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

N
“

A

電
話
番
号
は
十
六
六
ー
二
-ー
六
四
四
ー
四
四
四
一
、

F
｣

S

F
a

x
番
号
は
十
六
六
ー
ニ
ー
六
四
四
-
-四
四
四
一

A

(宛
先
は
M
r
.
S
O
N
E
、
J
I
C
A
E
X
p
e
r
t
)

nノ｣図

で
す
。



腰

特
集
/
道
路
行
政
に
ぉ
け
る
国
際
協
カ
の
推
進

益

国
際
榊
関
、
二
鬮
間
饒
麺
に
飜
捗
る
活
動道

路
局
企
画
課

一

は
じ
め
に

我
が
国
が
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
て
き
た
、
道
路
に
関
す

る
情
報
、
知
識
、
技
術
を
国
際
的
に
P
R
し
、
活
用
す
る

た
め
、
ま
た
、
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
、
最
新
の
道
路
施

策
の
情
報
を
収
集
す
る
た
め
、
国
際
機
関
へ
の
積
極
的
な

参
加
、
三
国
間
で
の
技
術
協
力
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
い

る
。国

際
機
関
で
の
活
動
で
は
、
加
盟
す
る
多
く
の
国
々
に

対
し
、
情
報
、
技
術
を
提
供
し
、
日
本
の
指
導
的
立
場
を

確
保
し
、
二
国
間
で
の
協
力
体
制
で
は
、
相
互
に
共
通
す

る
課
題
、
施
策
に
つ
い
て
、
合
同
で
研
究
を
進
め
、
技
術
、

施
策
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

二

国
際
機
関
へ
の
参
加

我
が
国
は
、
経
済
協
力
開
発
機
構

(O
E
C
D
)
、
世

界
道
路
協
会

(P
I
A
R
C
/
W
R
C
)、
国
際
道
路
連

盟

(I
R
F
)、
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議

(A
P

E
C
)
、
ア
ジ
ア
･
オ
ー
ス
ト
ラ
レ
イ
シ
ア
道
路
技
術
協

会

(R
E
A
A
A
)
な
ど
の
国
際
機
関
に
お
い
て
活
動
を

実
施
し
て
い
る
。

1

O
E
C
D

O
E
C
D
の
設
立
は
一
九
六
一
年
で
、
パ
リ
に
本
部
を

お
い
て
い
る
。
我
が
国
は
一
九
六
四
年
に
正
式
加
盟
し
、

現
在
の
加
盟
国
は
三
〇
ヵ
国
に
達
し
て
い
る
。
O
E
C
D

の
活
動
は
、
｢経
済
成
長
｣
、
｢発
展
途
上
国
へ
の
援
助
｣
、

｢世
界
貿
易
の
拡
大
｣
を
三
大
目
的
と
し
、
こ
れ
に
加
え
、

環
境
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
農
林
水
産
、
科
学
技
術
、
.教

育
、
高
齢
化
、
年
金
･
健
康
保
険
制
度
と
い
っ
た
経
済

･

社
会
の
広
範
な
分
野
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

我
が
国
が
行
っ
て
い
る
道
路
分
野
で
の
活
動
は
、
O
E

C
D
の
活
動
組
織
で
あ
る
R
T
R

(ヵ
o軋
り
営
拇
oコ
営
Q

封
お
目
Mo
o
巴
に
臭
p鞠
の
ヵ
のお
聟
目

キ
o囎
DB
B
O
"道
路
交

通
･
イ
ン
タ
ー
モ
ー
ダ
ル
連
携
研
究
計
画
)
に
加
盟
し
、

三
ヵ
年
を
単
位
と
し
た
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
担
当
者
を
派

遣
し
て
い
る
。
R
T
R
の
研
究
活
動
は
、
一
九
六
七
年
以

来
、
三
〇
年
以
上
実
施
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
、
第
一
二

次
三
箇
年
計
画

(二
〇
〇
一
年
~
二
〇
〇
三
年
)
に
取
り

2

組
ん
で
い
る
。
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
個
別
に
会
合
を
開
催

2

し
･

研
究
を
進
め
て
お
り
･

日
本
か
ら
の
参
加
者
は
そ
の

微

活
動
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、

道

R
T
R
は
、
一
年
に
二
回
、
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
道

路



①

②
③

D / R T R 第12次三箇年計画研究プログラム〉

⑥
⑦

路
交
通
研
究
･
政
策
の
将
来
の
方
向
性
に
つ
い
て
も
検
討

を
行
っ
て
お
り
、
道
路
施
策
を
議
論
す
る
世
界
的
な
場
に

も
な
っ
て
い
る
。

へR
T
R
の
活
動
内
容
〉

①

道
路
交
通
問
題
に
か
か
る
国
際
的
調
査
研
究
･
戦

略
評
価
及
び
発
展
途
上
国
に
お
け
る
技
術
移
転

国
際
協
力
を
通
じ
て
調
査
研
究
を
実
施
し
、
加
盟

各
国
で
の
施
策
決
定
に
対
し
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
と
と

も
に
、
将
来
の
戦
略
や
施
策
の
優
先
度
に
関
す
る
評

価

･
提
案
を
行
う
。
活
動
は
、
専
門
家
会
議
、
セ
ミ

ナ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
調
査
研
究
の
成
果
は
報
告
書
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
開

発
途
上
国
に
お
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
国
際
会

議
等
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
技
術
交
流

･
技
術

移
転
を
促
進
し
て
い
る
。

②

道
路
に
関
す
る
国
際
的
な
情
報
交
換
の
た
め
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
整
備

道
路
に
関
す
る
研
究
及
び
交
通
事
故
に
関
す
る
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、
広
く
提
供
し
て
い
る
。

2

P
I
A
R
C

P
I
A
R
C
は
、
道
路
及
び
道
路
交
通
政
策
の
策
定
と

新
た
な
道
路
技
術
の
開
発
に
貢
献
し
さ
ら
に
発
展
途
上
国

な
ら
び
に
経
済
移
行
国
の
技
術
の
移
転
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
一
九
〇
九
年
に
設
立
さ
れ
た
約
一
〇
〇
年

の
歴
史
を
有
す
る
国
際
協
力
機
関
で
あ
り
、
道
路
技
術
に

関
す
る
産
官
学
の
国
際
的
な
議
論
の
場
で
あ
る
。
現
在
世

界
中
よ
り
九
七
ヵ
国
が
加
盟
し
一
〇
〇
を
超
え
る
国
や
地

域
か
ら
の
会
員
を
有
す
る
世
界
的
規
模
の
協
会
で
あ
る
。

日
本
は
設
立
当
初
か
ら
加
盟
し
て
い
る
。

P
I
A
R
C
に
お
け
る
最
大
の
活
動
は
、
四
年
に
一
回

開
催
さ
れ
る
世
界
道
路
会
議
で
あ
り
、
現
在
は
、
二
〇
〇

三
年
、
南
ア
フ
リ
カ
･
ダ
ー
バ
ン
で
の
第
二
二
回
世
界
道

路
会
議
に
向
け
た
研
究
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

冬
期
の
道
路
管
理
技
術
に
関
し
て
は
、
こ
れ
と
は
別
に
国

際
冬
期
道
路
会
議
が
四
年
に
一
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
第

一
一
回
国
際
冬
期
道
路
会
議
は
、
本
年
一
月
に
札
幌
で
開

催
さ
れ
た
。

研
究
活
動
は
、
世
界
的
に
課
題
と
な
っ
て
い
る
道
路
分

野
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
五
つ
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ
ク
テ
ー

マ

(の
口
巴
諸
国
攣
る
日
↓

を
基
本
に
、
一
九
の
委
員
会
で

加
盟
各
国
の
道
路
技
術
者
に
よ
る
調
査
研
究
を
協
力
し
て

実
施
し
て
い
る
。
日
本
か
ら
は
、
全
て
の
委
員
会
に
担
当

者
を
派
遣
し
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
成
果
は
出
版

物
と
し
て
発
行
さ
れ
、
各
国
の
道
路
行
政
に
生
か
さ
れ
て

い
る
。

道イテセ 2002.3 Z9

L o w E m ission V ehicles:Im ple m en tation Issues (低公害車両 : 実施問題 )

U sing T echn ology to Im p rove R oad Sa先ty (道路安全を向上させるための技術利用)

B en ch m arkin g of F reigh t T ransp ort: A pplication of A4eth odology to In term oda1 T ran sp ort C orridors

(貨物輸送のベンチマーク :インターモーダル貨物回廊への方法論の応用)

④ W ork shop :In ternational p ricing sy m p osiu m ‐T heory an d P ractice (ワーク ショッ プ : 国際 プライ シ

ング ･シンポジウム - 理論と実践)

⑤ H u m an F actor of T ransp ort T echnology for E 1derly U sers (高齢利用者のための交通技術における

人的要素)

U rban FreightL ogistics (都市内物流)

H igh P erform ance p ave m ents project (高性能舗装)



〈P l A R C ストラテジックテーマ及び各委員〉

① S T l :R oad Technology (道路技術)

･ C 1 : S urface d 1afacteristics (路面性状)

･C 7/8 :R oad Pavem ents (道路舗装)

･ C 12 : E arth w orks,D rainage and Subgrade (土工 ･排水 ･路床)

②S T 2 : R oad T ran sp ort,liv ability and Sustainable D evelopm ent (生活環境と持続可能な開発)

･ C 4 : 1nterurban R oads and Integrated Interurban Transport (都市間道路及び交通)

･ C 10 : U rban R oads and 1ntegrated U rban T ransp ort (都市 内交通 )

･ C 14 : S u stainab le D evelop m entand T ransport (持続可能な開発と道路交通)

･ C 19 : F reigh tT ran sport (物流)

③ S 生 3 : R oad and R oad Transporto perations (道路及び道路交通管理)

･ C 5 : R o ad T unnelo peration (トンネル管理)

･ C L3 : R oad Safety (交通安全)

･ C 16 N etw ork o perations (ネットワーク管理) (IT S)

･C 17 : W inter M aintenance (冬期維持管理)

･C 18 :R isk M anagem entforR oads (リスク管理) (道路防災)

④ S T 4 : M anage m ent and A d m in istration ofthe R oad System (道路システム管理と道路行政)

1C 6 :R oad M anagem ent (道路管理)

･ C 9 : F in anclng and E cono m ic Evaluation (経済評価)

･ C 1 1 : R oad B ridges and other S tructures (橋梁)

･ C 15 : P erform ance ofR oad A dm m istrations (効率的な道路行政)

⑤ S T 5 : A ppropriate L evels of R oad and R oad TransportD evelopm ent (道路交通開発の適切な水準)

･ C 2 : C o m m un ity C onsultation (住民参加)

･ C 3 : T echnolog ica1 E xchanges and D evelopm ent (技術移転)

･ C 20 : A ppropriate D evelopm ent (適切な開発)

I
R
F
は
、
一
九
四
八
年
五
月
に
米
国
の
自
動
車
、
建

設
機
械
、
石
油
、
タ
イ
ヤ
等
の
工
業
界
が
中
心
と
な
っ
て

結
成
さ
れ
た
非
営
利
団
体
で
あ
る
。
政
府
の
み
な
ら
ず
民

間
と
も
協
力
し
、
社
会
、
経
済
の
発
展
に
貢
献
す
る
と
い

う
理
念
の
も
と
に
、
道
路
の
計
画
、
建
設
及
び
維
持
あ
る

い
は
道
路
交
通
の
発
達
を
適
切
な
手
段
で
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
概
ね
四
年
ご
と
に
世
界

会
議
を
開
催
し
、
道
路
に
関
す
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て

討
議
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
六
月
に
は
第
一
四
回
I
R
F

世
界
大
会
が
パ
リ
で
開
催
さ
れ
、
我
が
国
は
、
論
文
発
表

や
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
積
極
的
に
参
加
し

た や 言･ 雲 い っ 日 冲。 説 3
0 展 界 譲 議 目 は 理 と 成 機 I

一 を を 、 漕 念 さ 藏 R

群
痔酵字を コメ

.“
蟻謎,

万謝碆臟薊乃薄…竈

参
画

つ

第14回 - R F世界大会 日本展示ブース 匙装 F ぞ
　　 　　　　　　 　　　　　



4

A
P
E
C

A
P
E
C
は
、
一
九
八
九
年

一
月
に
ホ
ー
ク
豪
首
相

(当
時
)
が
提
唱
し
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
初
の
域
内
各

国
間
の
経
済
協
力
の
た
め
の
政
府
間
公
式
協
議
体
で
あ

り
、
｢開
か
れ
た
地
域
協
力
｣
を
掲
げ
、
人
材
養
成
、
投

資
促
進
、
統
計
整
備
等
の
分
野
で
協
力
を
進
め
て
い
る
。

｢
ア
ジ
ア
太
平
洋
閣
僚
会
議
｣
の
下
に

｢高
級
事
務
レ

ベ
ル
会
合
｣
が
あ
り
、
そ
の
下
に
一
〇
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
あ
る
。
運
輸
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
一

つ
で
あ
り
、
我
が
国
は
道
路
分
野
で
の
協
力
と
し
て
、
交

通
安
全
分
科
会
、
I
T
S
分
科
会
で
中
心
的
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

5

R
E
A
A
A

R
E
A
A
A
は
、
ア
ジ
ア
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
レ
イ
シ
ア

地
域
(オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
及
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
周
辺
)

の
道
路
関
連
技
術
の
推
進
、
会
員
間
･
道
路
関
係
者
間
の

情
報
交
換
の
促
進
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
協
会
で
あ

る
。
本
部
は
、
マ
レ
ー
シ
ア

･
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
置

か
れ
、
三
四
ヵ
国
か
ら
約
一
、
四
〇
〇
名

･
機
関
の
会
員

を
有
し
て
い
る
。

R
E
A
A
A
で
は
、
二
~
四
年
に
一
回
道
路
会
議
を
開

催
し
て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
日
本
で
初
め
て
と
な

る
第
一
〇
回
道
路
会
議
を
東
京
で
開
催
し
た
。
こ
の
東
京

大
会
に
は
、
世
界
三
一
カ
国
か
ら
約
一
、
0
0
0
名
の
参

加
が
あ
り
、
R
E
A
A
A
の
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

三

二
国
間
で
の
協
力
体
制

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
中

国
、
韓
国
な
ど
の
国
々
と
科
学
技
術
協
定
の
枠
組
み
を
活

用
し
て
、
｢道
路
科
学
技
術
に
関
す
る
実
施
取
決
め
｣
を

締
結
し
、
道
路
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
協
力
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
々
と
は
、
毎
年
、
個
別
に
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
、
両
国
の
道
路
に
関
す
る
共
通
の
課
題
、
最

新
の
施
策
、
技
術
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
両
国
か
ら
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

道
路
施
策
や
建
設
･
維
持
管
理
技
術
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
、
現
場
視
察
を
行
い
、
そ
の
後
、
活
発
な
質
疑
応
答
、

意
見
交
換
が
例
年
な
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
度
は
、

既
に
、
韓
国

(六
月
、
ソ
ウ
ル
)
、
フ
ラ
ン
ス

(
一
〇
月
、

パ
リ
)、
中
国

(
三

月
、
東
京
)
と
の
道
路
交
流
会
議

を
実
施
し
て
い
る
。
特
に
、
中
国
と
の
道
路
交
流
会
議
に

は
、
中
国
道
路
局
長
が
来
日
す
る
な
ど
、
非
常
に
重
要
な

国
際
交
流
の
場
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
道
路
庁

(
一
九
九
六
年
以
降
、

六
名
)、
フ
ラ
ン
ス
国
立
土
木
学
院

(
一
九
八
二
年
以
降
、

一
九
名
)、
イ
ギ
リ
ス
道
路
庁

(
一
九
九
九
年
以
降
、
三

名
)
に
、
職
員
を
派
遣
し
、
現
地
で
直
接
、
諸
外
国
の
道

路
施
策
等
に
携
わ
り
、
両
国
の
道
路
施
策
、
道
路
技
術
の

向
上
に
貢
献
し
て
い
る
o

第17回目中道路交流会議



道路科学技術に関する実施取決め内容
相手国 相手機関名称 締結年月 双方の署名者 主な協力テーマ

アメリカ 連邦道路庁 1992.5

再調印
1997.1

日本国建設技監
米国連邦道路庁官

道路交通計画及び環境
道路交通安全
舗装及び道路管理
橋梁などの構造物
地震工学
高度道路交通システム (I T S )

フランス 設備･運輸住宅省 l999,10 日本国建設省道路局長
仏国設備-運輸･住宅省道路局長

都市内及び都市間道路網に関する計画、財源及び環境問題

交通安全
危険物輸送のための技術的研究開発
道路構造物の保全及び管理
道路事業評価
高度道路交通システム (I T S )

イギリス 環境･地域･交通省 1997,12 日本国建設技監
英国環境 ･交通 ･地域省事務次官

道路交通計画及び環境
道路交通安全
トンネル ･橋梁などの構造物
高度道路交通システム (I T S )
道路行政組織と資金調達の仕組み
維持管理技術

イタリア 公共事業省 20012 日本国国土交通省技監
伊国公共事業省副大臣

道路交通計画および環境
道路交通安全
舗装及び道路管理
橋梁、その他の構造物
耐震 ･防災技術
高度道路交通情報システム(I T S )

中国 交通部 2000.12 日本国国土交通省技監
中国交通部副部長

道路交通計画及び環境
道路建設及び管理
トンネル ･橋梁などの構造物 (耐震含む)
道路交通安全
高度道路交通システム (I T S )

韓国 建設交通部 2001.6 日本国国土交通省技監
韓国建設交通部広域交通政策室長

道路交通計画および環境
交通安全
トンネル、橋梁、その他の構造物
高度道路交通システム (I T S )
道路構造設計基準及び道路技術
道路行政組織と資金調達の仕組み
維持管理技術維持管理技術

近年の道路交流会議実施状況

相手国 開催年月 開催場所 主なテーマ

アメリカ 1998年 10月 (第 7回) つくば 舗装
1999年 11月 (第 8回) ワシントン 交通安全
2000年 11月 (第 9回) つくば I T S

フランス 2000年 4月 (第 1回) ナント 錮橋の腐食

2000年 12月 (第 2回) 東京 住民合意
2001年 10月 (第 3回) パリ 道路と景観

イギリス 1998年 12月 (第 1回) つくば I T S、交通安全

1999年 11月 (第 2回) ロンドン 環境、橋梁
2000年 11月 (第 3回) つくば I T S、環境

中国 1999年 11月 (第 15回) 東京 舗装、 I T S

2000年 10月 (第 16回) 北京 道路工事の品質管理、道路の維持管理、舗装

2001年 n 月 (第 17回) 東京 トンネル

韓国 1996年 6月 (第 3回) ソウル 占用工事 (道路維持管理工事について)、 I T S、合意形成

2000年 7月 (第 4回) 東京 I T S、バリアフリー、道路法面の維持管理、橋梁の耐震技術

2001年 6月 (第 5回) ソウル 橋梁の維持管理、道路標識、 I T S

相手国 開 月



冬
期
週
鷺
サ
ー
ビ
ス
へ
◎
新
た
強
襲
軍
◎
囃
譲
り

第
1 1
回
国
際
冬
期
道
路
会
議

(2
o
o
2
P
ー
A
R
C
札
幌
夫
会
)
を
終
え
て

道
路
局
企
画
課
道
路
防
災
対
策
室

平
成

一
四
年

一
月
二
人
日
か
ら
三
一
日
ま
で
の
日
程

で
、
ア
ジ
ア
で
は
じ
め
て
と
な
る
、
第

一
一
回
国
際
冬
期

道
路
会
議

(2
o
o
2

P
I
A
R
C
札
幌
大
会
)
が
札

幌
市
の
札
幌
ド
ー
ム
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、

盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

会
期
中
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
六
四
カ
国
か
ら
約
八
万

人
が
集
い
、
国
際
冬
期
道
路
会
議
と
し
て
は
過
去
最
大
規

模
の
会
議
と
な
っ
た
。

一
会
議
の
目
的
と
開
催
一に
至
る
ま
で
の
経
緯

1

会
議
の
目
的

国
際
冬
期
道
路
会
議
は
、
雪
氷
対
策
な
ど
冬
期
道
路
管

理
を
テ
ー
マ
と
し
た
会
議
で
、
論
文
発
表
、
展
示
等
の
開

催
を
通
じ
、
最
新
技
術
や
情
報
の
交
換
が
行
わ
れ
る
。
一

一
回
目
と
な
る
今
会
議
は

｢
Z
の者
n
常
に
g
m
の
め
す
H

名
目
国
力
o乱
落
さ
8
こ
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

2

会
議
招
致
の
経
緯

今
会
議
が
札
幌
で
開
催
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
日
本
国
政

府
に
よ
る
P
I
A
R
C
総
会
に
お
け
る
招
請
や
日
本
国
政

府
と
P
I
A
R
C
の
間
の
協
定
書
の
調
印
な
ど
様
々
な
取

組
み
が
行
わ
れ
た
。
以
下
に
主
要
な
経
緯
を
紹
介
す
る
。

①

-
九
九
七
年
八
月
二
一
日

二
〇
〇
二
年
第
一
一
回
国
際
冬
期
道
路
会
議
の
札

幌
開
催
を
公
式
に
招
請
。

②

-
九
九
七
年
一
一
月
二
七
日

P
I
A
R
C
会
議

(ジ
ュ
ネ
ー
ブ
)
で
、
第
三

回
国
際
冬
期
道
路
会
議
を
招
請
。
P
I
A
R
C
総
会

で
日
本
の
招
請
を
受
諾
。

③

-
九
九
九
年
二
月
一
七
日

特
集
/
道
路
行
政
に
お
け
る
国
際
協
力
の
推
進

写真 1 2 0 0 0年 2月 2日に行われた仮調印式



表 1 大会一覧

回 開催年 開 催 地 (開催 国)

l l969年 ベルヒスガーデン ドイツ

2 1971年 ノミロワール フランス

3 1973年 ユベスキユラ フィンランド

4 1975年 ザルツブルク オーストリア

5 1978年 ドビアッコ イタリア

6 1982年 ダボス スイス

7 1986年 タンペレ フィンランド

8 1990年 トロムセ ノルウェー

9 1994年 ゼーフェルト オーストリア

10 1998年 ルレオ スウエーデナン

11 2002年 札幌 日本

12 2006年 トリノーセストリエール イタリア

④⑤

二
〇
〇
〇
年
二
月
二
三
日

が 会 i
署 本 二 長 仮 メ P 二 日
名 調 0 が 調 ン I O

日
本
実
行
委
員
会
を
設
立

P
I
A
R
C
実
行
委
員
会

(札
幌
)
で
、
ア
グ
リ

仮
調
印

(日
本
国
建
設
事
務
次
官
と
P
I
A
R
C

本
調
印
式

(中
山
建
設
大
臣
と
P
I
A
R
C
会
長

0 署 印 ト A O
0 名 ( 案 R O
年 辺 日 承 C 年
一 本 認 実 二
自 国 o 行 月

吾 輩 纂日

表 2 大会スケジュール

時間 プログラム
展示

匪内展示 勝･鰯獨示
1月27日 (日) ← プレコングレスツアー

l㈱ am 登鑄開始 (~ 9:0o p.m .まで) ^U

6態)Pm 開会式
B:30 P.m . 展;家開会式

フ卸凧 歓迎レセプション

8:卸鰓~鰤 オープニングセッション
鱒肌~肋肌 1硼颯可動風

1:30p風~8嫌卸.腱 技術研究発表 (口頭発裏)

8加虱~蹴 特別セッション

鱒鰓~加蛔
}畑顔~4勘肌

鰤~2伽即 鰤究獺ポスタ‐競)

2謠閲ローnrL~520p,鵤 技術研究発表 (口頭発表)

7知飢嗽勘p風 コングレスディナー藻

9即肌増狄即pm 猟繊 (□職)
830鰓増加p風 1皿抓~御p用

220恥鼾&即凧 クロージングセッション

4薊鰓“抑蝿 開会式

2月1日偏り

2月2白く±)

3

会
議
準
備
の
体
制

日
本
道
路
協
会
内
に
設
置
さ
れ
た
日
本
実
行
委
員
会
と

P
I
A
R
C
本
部
及
び
国
際
冬
期
道
路
会
議
を
担
当
す
る

P
I
A
R
C
技
術
委
員
会

(C
ワ
、
旧
G
1
)
が
協
力
し

て
会
議
の
準
備
を
進
め
て
き
た
。

ま
た
、
日
本
実
行
委
員
会
と
一
体
と
な
っ
て
、
国
土
交

通
省
、
北
海
道
、
札
幌
市
、
日
本
道
路
公
団
を
は
じ
め
関

一
月
二
八
日
か
ら
三
一
目
の
四
日
間
に
渡
っ
て
開
催
さ

れ
た
本
会
議
は
、
世
界
六
四
カ
国
か
ら
二
、
二
八
五
名
の

参
加
登
録
者
を
迎
え
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

会
議
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
技
術
論
文
発
表
及
び
技
術
展
示

会
議
の
概
要

係
機
関
･
団
体
等
が
開
催
の
準
備
に
あ
た
っ
た
。



会
に
加
え
、
専
門
家
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
オ
ー

参
加
者
は
挙
手
を
す
る
と
い
う
趣
向
を
凝
ら
し
た
こ
と
も

プ
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
各
国
を
代
表
す
る
道
路
管
理
責

あ
っ
て
、
四
、
0
0
0
人
を
下
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
観
客

任
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
ス

席
は
歓
声
に
満
ち
溢
れ
た
。

ベ
シ
ャ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
我
が
国
の
最
新

･
最
前
線
の
技

続
い
て
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
北
海
太
鼓
を
始
め

術
を
視
察
す
る
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
、
各
種
レ
セ
プ
シ
ョ

と
す
る
我
が
国
の
雪
国
を
代
表
す
る
伝
統
芸
能
を
披
露
し

ン
、
同
伴
者
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
々
と
盛
り
だ
く
さ

好
評
を
得
た
。

ん
の
内
容
で
あ
っ
た
。

次
に
、
展
示
会
の
開
会
挨
拶
並
び
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

ま
た
、
技
術
展
示
会
は
広
く
一
般
市
民
に
対
し
、
先
端

行
い
、
引
き
続
き
、
展
示
会
場
を
利
用
し
た
て
ウ
ェ
ル
カ

技
術
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
狙
い
と
し
、
無
料
開
放

ム
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は

と
し
て
い
た
が
、
奏
効
し
多
く
の
来
場
者
を
得
る
こ
と
が

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、と
う
き
び
等
北
海
道
の
名
産
品
を
用
意
し
、

出
来
、
当
初
の
見
込
み
の
五
万
人
を
大
き
く
上
回
り
、
四

皆
さ
ん
の
評
判
を
博
し
た
。

任
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
ス

ペ
シ
ャ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
我
が
国
の
最
新

･
最
前
線
の
技

術
を
視
察
す
る
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
、
各
種
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
、
同
伴
者
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
々
と
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
技
術
展
示
会
は
広
く
一
般
市
民
に
対
し
、
先
端

技
術
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
狙
い
と
し
、
無
料
開
放

と
し
て
い
た
が
、
奏
効
し
多
く
の
来
場
者
を
得
る
こ
と
が

出
来
、
当
初
の
見
込
み
の
五
万
人
を
大
き
く
上
回
り
、
四

日
間
で
七
六
、
七
〇
〇
人
に
上
っ
た
。

三

会
議
プ
□
グ
ラ
ム

1

開
会
式

一
月
二
八
日
一
七

…
○
○
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ
、
会

議
の
幕
が
開
い
た
。
開
会
式
の
会
場
は
札
幌
ド
ー
ム
の
ク

ロ
ー
ズ
ド
ア
リ
ー
ナ
内
に
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
、
ス
タ

ジ
ア
ム
の
観
客
席
を
そ
の
ま
ま
客
席
と
す
る
工
夫
を
試
み

た
。
冒
頭
、
北
海
道
の
気
候
風
土
や
文
化
を
紹
介
す
る
ビ

デ
オ
が
上
映
さ
れ
た
後
、
第
一
一
回
国
際
冬
期
道
路
会
議

議
長
鈴
木
道
雄
氏
の
開
会
宣
言
に
引
き
続
き
、
P
I
A
R

オ
リ
ビ
エ

ミ

シ

ヨ

I

C
会
長
○
蠕
く風
呂
HO
Mせ
′日
)氏
、
来
賓
と
し
て
国
土
交
通

省
技
監
青
山
俊
樹
氏
、
北
海
道
知
事
堀
達
也
氏
、
札
幌
市

長
桂
信
雄
氏
が
挨
拶
を
し
た
。
さ
ら
に
、
大
会
概
要
の
説

明
並
び
に
参
加
国
の
紹
介
を
行
い
、
自
国
を
紹
介
さ
れ
た

写真2 開会宣言

嚢鬮
轢殺

写真 3 挨拶をするミショー氏

写真 4 展示会開会のテープカット
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン

一
月
二
九
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
雪
と
道
路
に
関
連
し
て
三
名
が
基
調
講
演
を
行
っ

た
。、

′

ア
ド
ル
フ
オ
ギ

　

　
　
　
　
　
　　

｢総
O
け
ニ
砕
く
『耳

m
m
の
群
鵯

≦
0
『豆
｣

ス
イ
ス
連
邦
前
大
統
領
、
国
連
事
務
総
長
特
別
顧
問

(開
発
及
び
平
和
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
担
当
)
の
>
Q
o
露

O
Q
-氏
は
、
一
九
七
二
年
の
第
一
一
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
札
幌
大
会
に
ス
イ
ス
選
手
団
団
長
と
し
て
来
札
し
た
経

験
を
持
ち
、
今
大
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
大
き
な
喜
び
を

表
さ
れ
た
。
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
市
民
の
冬
期
間
の
生
活
を
支
え
る
札

幌
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
評
価
し
、
雪
国
に
お

け
る
安
全
な
生
活
や
地
域
間
の
交
流
を
支
え
る
た
め
に
道

路
整
備
、
特
に
冬
期
間
の
道
路
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
、
さ

ら
に
は
、
雪
国
の
発
展
に
資
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
効
果
の
大

き
さ
を
述
べ
ら
れ
た
。

な
お
、
◇
Qo時
O
Q
[氏
は
本
会
議
開
催
に
先
立
ち
、
一

月
二
五
日

(金
)
に
国
土
交
通
省
を
訪
れ
、
扇
千
景
国
土

交
通
大
臣
を
表
敬
し
、
本
会
議
の
成
功
を
祈
念
す
る
と
と

も
に
、
道
路
行
政
や
交
通
･
観
光
と
い
っ
た
幅
広
い
分
野

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

②
大
石
久
和
氏

｢冬
期
道
路
交
通
政
策
と
新
た
な
挑
戦
｣

国
土
交
通
省
道
路
局
長
、
P
I
A
R
C
日
本
国
第
一
代

表
の
大
石
久
和
氏
が

｢冬
期
道
路
交
通
政
策
と
新
た
な
挑

ビ
ス
レ
ベ
ル
の
向
上
に
向
け
た
新
た
な
冬
期
道
路
交
通
政

策
の
方
向
性
を
提
案
し
た
。

③
赤
祖
父
俊
一氏

｢オ
ー
ロ
ラ
と
北
極
圏
｣

ア
ラ
ス
カ
大
学
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
校
国
際
北
極
圏
研
究

セ
ン
タ
ー
赤
祖
父
俊

一
所
長
が

｢オ
ー
ロ
ラ
と
北
極
圏
｣

と
題
し
て
、
北
極
圏
の
生
活
や
自
然
、
オ
ー
ロ
ラ
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
説
、
そ
の
観
測
か
ら
得
ら
れ
る
地
球
規
模
の

環
境
の
変
化
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。

特
に
オ
ー
ロ
ラ
は
、
地
球
両
極
の
地
場
を
荷
電
粒
子
が

移
動
す
る
こ
と
で
機
能
す
る
、
発
電
装
置
と
見
な
せ
る
と

し
、
地
上
だ
け
で
な
く
、
人
工
衛
星
か
ら
撮
影
し
た
幻
想

的
な
動
画
を
含
む
映
像
で
参
加
者
を
魅
了
し
た
。

3

技
術
論
文
発
表

の

技
術
論
文
発
表
の
概
要

技
術
論
文
は
、
｢Z
のそ
食
鈍寿
品
霧
封
[
名
目
国

力
opo

の
のき
8
こ

の
大
会
テ
ー
マ
の
も
と
、
六
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

に
対
し
募
集
を
行
い
、
査
読
審
査
を
経
た
、
二
六
カ
国
、

一
六
九
編
が
C
D
-R
O
M
で
出
版
さ
れ
た
。
当
日
は
口

頭
発
表
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
合
わ
せ
て
、
二
五
ヵ
国
、
一
六

二
編
が
発
表
さ
れ
た
。
今
回
は
日
本
に
お
け
る
開
催
と
い

う
こ
と
で
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
加
え
、
日
本
語
も
公

式
言
語
と
位
置
付
け
ら
れ
、
同
時
通
訳
も
三
カ
国
語
に
対

応
し
て
行
わ
れ
た
。

戦
｣
と
題
し
て
、
過
去
の
豪
雪
災
害
や
吹
雪
に
よ
る
冬
期

通
行
障
害
な
ど
国
土
構
造
上
、
我
が
国
の
雪
国
の
抱
え
る

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
や
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
の
冬
期
道

路
交
通
政
策
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
、
日
本
全
体
に
お
け

る
雪
国
の
位
置
付
け
の
重
要
性
を
紹
介
し
、
交
流
や
国
際

化
が
一
層
発
展
す
る
雪
国
の
時
代
の
新
し
い
要
請
に
対
す

る
今
後
の
取
組
み
と
し
て
、
I
T
S
を
活
用
し
た
新
技
術

や
高
度
情
報
化
へ
の
対
応
等
、
道
路
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
サ
ー

写真 6 大石氏基調講演



@

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
取
り
ま
と
め

ま
ず
、
前
回
の
ル
レ
オ
大
会
の
事
務
局
を
務
め
た
ケ
ン

ト
グ
ス
タ
フ
ソ
ン
氏

(ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
)
か
ら
、
今
大
会

が
論
文
数
、
登
録
者
数
な
ど
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
前
体
会

を
凌
ぐ
規
模
と
内
容
に
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
次

に
、
六
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
わ
た
る
論
文
の
発
表
や
議
論

を
踏
ま
え
、
田
崎
忠
行
C
17
委
員
長
及
び
各
ト
ピ
ッ
ク
ス

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
、
｢環
境
と
整
合
し
た
安
全

表3 技術論文のトピックス
トピックス サフのトピックス

T▲ 冬期道路管理政策及び戦略 理
画

管
計

路
路

道
道

期
期
織

冬
冬
組

①
②
③

□ 雪ラKマネジメントとコスト ザー脾
減

道

ム
削

と

テ
ト

ル

ス
ス

ベ

シ
コ

し

葉
と

ス
任
作
果

ピ
賣
と
効

一
の
法
済

サ
一
手
経

①

②
③

m 都市部における冬期道路間
題と交通安全 聰繊鯛%観窃鉈釀市

交
①
②

W 環境とエネルギ--

中ル
境
ネ

環
エ

①
②

V l青聾支通信技術 術
術

技
技

集
僕

収
提

報
報

情
情

等
び

面
及

路
信驫気情①

②
切 雪氷対策技術の開発

諦新最
発
の甥術

の
剤

技
策
止

等
対
防

械
氷
結

機
雷
凍

①
②
③

4 技術プログラムスケジュール (1 F 口頭発表会場)

Room 2

開会式 (屋内展示会場B2)

オープニングセッション (屋内展示会場日2)

特別セッション (屋内展示会場日2)

ポスターセッション (口頭発表会場前ロビー 1F) / 昼食

内
‐
場

朧
薹
讓
シ

握閉会式 (屋内展示会場B2)

クロージングセッション (屋内展示会場 B2)

鵞月28日 (月) 5:0OP.m.~9:0OP.m.

1月29日 (火)

一日[

日

　

　

【月

一月“

　　

　　

向
上
が
、
技
術
に
支
え
ら
れ
た
社
会
的
連
携
強
化
の
も
と

で
達
成
さ
れ
る
｣
と
い
う
会
議
の
総
括
が
な
さ
れ
た
。
終

わ
り
に
、
次
回
、
イ
タ
リ
ア
の
ト
リ
ノ
･
セ
ス
ト
リ
エ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
る
国
際
冬
期
道
路
会
議
が
、
｢持
続
可
能

な
冬
期
道
路
管
理
の
充
実
へ
向
け
た
努
力
の
成
果
を
分
か

ち
合
う
場
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
｣
と
し
て
締
め
く

く
ら
れ
た
。

4

特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン

一
月
三
〇
日

(水
)
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
、
ド

ー
ム
内
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、
将
来
の
冬
期
道
路
サ

ー
ビ
ス
に
関
す
る
最
新
の
情
報
の
提
供
と
、
知
識
の
共
有

を
目
的
と
し
て
、
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン

｢
21
世
紀
に
お
け
る

冬
期
道
路
サ
ー
ビ
ス
｣
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
三
谷
浩
P
I
A
R
C
前

会
長
を
議
長
に
、
ジ
ニ
ー
･
ク
ラ
ー
ク
P
I
A
R
C
S
T

3
道
路
及
び
道
路
管
理
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
ラ
ポ
ー
タ

ー
に
迎
え
、
積
雪
寒
冷
地
域
の
生
活
と
道
路
交
通
、
特
に

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
現
況
と
冬
期
道
路
維
持
管
理
に
つ

い
て
、
主
催
国
の
桂
信
雄
札
幌
市
長
を
含
む
八
ヵ
国
か
ら

の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。
こ
れ
に
引
き
続
き
、
0
冬
期
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
冬
期

道
路
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
、
の
安
全
と
環
境
、
め
官
民
の

責
任
分
担
、
の
新
技
術
･
そ
の
他
の
四
項
目
に
つ
い
て
冬

期
道
路
の
維
持
管
理
に
お
け
る
将
来
の
方
向
性
を
さ
ぐ
る

議
論
が
行
わ
れ
た
。

*
S
T
3
…
P
I
A
R
C
の
二
〇
の
技
術
委
員
会
を
統
括
す
る
五
つ

の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ
ク
･
テ
ー
マ

(S
T
)
の
う
ち
、
三
番
目
の
テ
ー

マ
と
し
て

｢道
路
及
び
道
路
交
通
管
理
｣
を
担
当
す
る
も
の

特
に

｢官
民
の
責
任
分
担
｣
の
項
目
に
お
い
て
は
、
今

後
道
路
管
理
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
し
て
、
よ
り
道
路

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
そ
れ
に
応
え
る
冬
期
道
路
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
べ
き
な
ど
の
議
論
が
あ
っ
た
。



5

テ
ク
ニ
カ
ル
ビ
ジ
ッ
ト

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
一
月
二
九
日
か
ら

三
一
日
ま
で
の
三
日
間
、
札
幌
市
内
及
び
そ
の
周
辺
に
お

け
る
冬
期
道
路
管
理
に
係
る
諸
施
設
を
視
察
す
る
テ
ク
ニ

カ
ル
ビ
ジ
ッ
ト
が
実
施
さ
れ
た
。

現
地
機
関
で
あ
る
北
海
道
開
発
局
、
北
海
道
、
札
幌
市
、

北
海
道
開
発
土
木
研
究
所
、
J
H
北
海
道
支
社
の
間
で
綿

も密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
札
幌
ド
ー
ム
内
の
ツ
ア
ー
を

含
め
て
七
種
類
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
た
。

表 5 特別セッション参加者

議
醐蹴謎鞠琳廉

′-、
(C)

池縁略
図

ラポーター
研騨鯰断鰹“帆氏

内
ク

斗
チ
誠

ク
に

ご
胎
脹

ジ
P

究

パ

国

骸

助

パ

パ

諸

一

〆

ト

ツ

ツ

岸

ヨ

カ

ア

ス

ロ

ロ

沿

東

り

央

U

一

一

ト

･

メ

中

ア

国

ネ

ヨ

ヨ

ル

央

ア

･

ジ

催

バ
北

西

バ

中

北

南

ア

主

カ=
/

)

〆

)

)

ア

ア

リ

界

二

(

チ

ラン

)
侮

I巍
颯

戴
署

鯛
礬
線

嵐
靜鰯羸
鰯醗
癬の
広

概
鞆
繃総
脅
縦
州購
贓

霧
聯
耿議
諺
皺
轢

各
コ
ー
ス
の
訪
問
施
設
と
当
日
の
参
加
者
数
は
表
6
の

と
お
り
で
あ
る
。
期
間
中
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
外
国
人
を
含
む
延
べ
約
九
〇
〇
名
も
の
方
々
の
参
加

の
も
と
、
全
て
の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
予
定
通
り
に
連
行
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

表6 テクニカルビジットの各コースと参加者数

讃 コース名 訪問施設 加
数

参
者

T - 1 札幌総合情報センターと厚

別融雪糟
札幌総合情報センター、

厚別融雪槽 132

T - 2 道路情報館と藻岩下流雪溝 道路情報館
、

藻岩下流雪溝 154

T - 3 交通管制センターと除雪車

自動運転
交
道

に

H

海
幌

J

北

札

･

、

、

多
対
多

ン

一
ン

セ

か

セ

制

れ

術

管
づ
技

通

い

･

交
(
災
)

警
室
防
C

道
制
局
T

海
管
発
E

北
通
開
(

舅

T - 4 北大低温科学研究所と石狩

吹雪実験場 繖繃北
鰯

蜥
骸

研
吹

学
狩

科

石
温
所

低
究炊

楴
54

T - 5 発寒融雪糟と周遊見学コー
ス (A)

ウ棚
ム

、
ア

溝

ジ
雪

一

流

ュ

寒

ミ

発
ツ

、
-

槽

ポ

雪

ス

融

一

寒
タ

発

ン

142

T - 6 高速道路除雪ステーション
と周遊見学コース (B )

護
朧

醐
頬

ス
道

ヨ
)
間

シ

C

に

一
T

沢

袴
@
親

雪
に
~

除
幌

に

島
札
幌

広

、
札

北
槽
道

147

T - 7 札幌ドーム ム一ド
ー躁米作 181

6

展
示
会

札
幌
ド
ー
ム
の
屋
内
外
に
お
い
て
、
一
般
展
示
会
と
除

雪
機
械
展
示
･
実
演
会
が
行
わ
れ
た
。
一
般
展
示
会
に
は
、

国
内
外
一
五
ヵ
国
か
ら
二
〇
八
企
業

･
団
体
、
一
七
人
ブ

ー
ス
、
五
七
六
コ
マ
の
出
展
が
あ
っ
た
。
展
示
内
容
も
、

除
雪
や
建
設
技
術
は
も
と
よ
り
、
情
報
通
信

･
I
T
S
、

環
境

･
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自
動
車

･
機
械
、
交
通
安
全
等

幅
広
い
分
野
か
ら
技
術
の
紹
介
が
な
さ
れ
、
大
変
充
実
し

第　

た
内
容
と
な
っ
た
。
札
幌
ド
ー
ム
で
の
開
催
と
い
う
ユ
ニ

2

1
ク
さ
と
工
夫
さ
れ
た
展
示
内
容
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
か

訛

ら
、
七
六
、
七
〇
〇
人
と
大
変
多
く
の
入
場
者
を
集
め
た

道

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
除
雪
機
械
展
示

･
実
演
会
に
は
、
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二
四
社
が
出
品
し
、
最
新
の
除
雪
機
械
の
展
示
、
実
演
が

行
わ
れ
、
入
場
者
も
三
一、
0
0
0
人
を
超
え
る
盛
況
で

あ

っ
た
。

7

そ
の
他

先
に
述
べ
た
会
議
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
に
、
各
国
か
ら

参
加
の
大
臣
級
会
議
、
道
路
局
長
会
議
、
北
海
道
知
事

･

札
幌
市
長
招
宴
、
コ
ン
グ
レ
ス
デ
ィ
ナ
ー
等
様
々
な
情
報

交
換
、
意
見
交
換
の
場
を
設
け
た
。
ま
た
、
本
会
議
の
開

会
式
に
先
立
ち
、
二
八
日
午
後
、
｢持
続
可
能
な
道
路
維

持
管
理
｣
を
テ
ー
マ
に
P
I
A
R
C
本
部
主
催
の
テ
ク
ニ

カ
ル
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
札
幌
市
内
で
行
わ
れ
た
。

写真 6 札幌ドーム内の展示会

写真7 各大臣級会議の冒頭で挨拶する青山技監

三
一
日
の
閉
会
式
で
は
、
二
〇
〇
六
年
に
予
定
さ
れ
て

い
る
次
期
国
際
冬
期
道
路
会
議
の
開
催
地
で
あ
る
イ
タ
リ

ア
の
ト
リ
ノ
･
セ
ス
ト
リ
エ
ー
ル
市
を
は
じ
め
、
次
期
世

界
道
路
会
議
の
開
催
地
で
あ
る
南
ア
フ
リ
カ
の
ダ
ー
バ

ン
、
次
期
I
R
F
世
界
大
会
の
開
催
地
で
あ
る
タ
イ
の
バ

ン
コ
ク
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
国
際
冬
期
道
路
会
議
の
引
継
ぎ
と
し
て
、
札
幌

市
か
ら
ト
リ
ノ
･
セ
ス
ト
リ
エ
ー
ル
市
へ
｢風
雪
人
磨
｣

の
書
を
記
し
た
掛
け
軸
が
贈
ら
れ
た
。

こ
の
後
、
鈴
木
道
雄
議
長
の
閉
会
宣
言
が
な
さ
れ
、
会

議
は
成
功
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

四

ま
と
め

｢
考
増
暮
巴
言
語
のの
雷

名
目
お
H
力
o
m二
の
①a
oこ

の
テ

ー
マ
の
も
と
、
六
四
カ
国
か
ら
二
、
二
人
五
名
の
参
加
登

録
、
一
六
九
編
の
論
文
発
表
、
約
八
万
人
の
来
場
者
と
い

ず
れ
も
当
初
の
見
込
み
を
大
き
く
上
回
る
国
際
冬
期
道
路

会
議
と
し
て
は
大
変
な
盛
会
で
あ
り
、
会
議
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
様
々
な
形
態

･
切
り
口
の
情
報
交
換
、
意
見
交
換
を
可

能
に
す
る
充
実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
極
め
て
有

意
義
な
会
議
と
な
っ
た
。
本
会
議
を
出
発
点
と
し
て
、
今

後
の
冬
期
道
路
サ
ー
ビ
ス
へ
の
新
た
な
挑
戦
が
萌
芽
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
際
冬
期
道
路
会
議
と
し
て
は
初
め
て
開
催
国

道
路
行
政
担
当
大
臣
と
P
I
A
R
C
会
長
の
間
で
協
定
書

を
締
結
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
開
催
し
た
は
じ
め
て
の
会

議
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
開
催
国
と
P
I
A
R
C
本
部
の
連

携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
の
会
議
の
試
金
石
と
な
る

も
の
で
あ
る
。

一
方
、
札
幌
ド
ー
ム
と
い
う
大
き
な
施
設
を
活
用
し
て

会
議
と
展
示
会
を
同
時
に
開
催
す
る
と
い
う
初
め
て
の
取

組
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
し
て
将
来
に
範
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
札
幌
市
を
訪
れ

た
こ
と
か
ら
、
北
海
道

･
札
幌
市
の
知
名
度
の
向
上
や
経

済

･
観
光
振
興
等
大
き
く
貢
献
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。最

後
に
、
会
議
の
準
備

･
運
営
に
尽
力
頂
い
た
関
係
機

関
及
び
ご
支
援

･
ご
協
力
い
た
だ
い
た
企
業
の
皆
様
に
こ

の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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受

特
集
/
遵
略
行
政
に
ぉ
け
る
国
際
協
カ
の
推
進

益

I
T
S
に
榊
捗
る
鬮
轢
醐
愈
嚢
組
み
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
I
T
S
推
進
室

一

は
じ
め
に

I
T
S

(甘
8
編
騙
己
炉
貰
逍
oコ
ぞ
の8
B
の
二
局
度
道
路

交
通
シ
ス
テ
ム
)
は
、
交
通
事
故
、
渋
滞
な
ど
と
い
っ
た

道
路
交
通
問
題
の
解
決
を
目
的
と
し
て
、
最
先
端
の
情
報

通
信
技
術
を
用
い
て
人
と
道
路
と
車
両
と
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
構
築
す
る
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム

で
す
。

世
界
に
は
国
境
を
ま
た
い
で
自
動
車
で
移
動
す
る
こ
と

が
一
般
的
な
国
々
も
多
く
、
自
動
車
と
道
路
イ
ン
フ
ラ
と

が
上
手
に
協
調
し
て
動
く
仕
組
み
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
対
象
と
な
る
分
野
が
幅
広
く
、
数
多
く
の
I
T
S
関

連
技
術

･
製
品
の
開
発
や
実
用
化
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

国
際
的
な
観
点
か
ら
シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
互
換
性
を
確
保

す
る
こ
と
で
、
市
場
の
拡
大
や
コ
ス
ト
削
減
を
進
め
る
こ

と
も
重
要
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
各
国
の
国
際
的

な
連
携
の
も
と
世
界
各
国
が
協
調
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

絶
対
条
件
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

現
在
、世
界
各
国
で
I
T
S
関
連
技
術
の
研
究
･
開
発
、

実
用
化
及
び
普
及
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
我
が
国

は
A
H
S
の
研
究
開
発
･
実
用
化
で
世
界
の
最
先
端
を
い

く

一
方
、
二
〇
〇
一
年
に
は
マ
ル
チ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
対
応
可
能
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
方
式
の
D
S
R
C
を
用
い
た

E
T
C
を
世
界
で
初
め
て
導
入
し
た
ほ
か
、
V
I
C
S

(道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
対
応
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
の
出
荷
台
数
が
四
〇
〇
万
台

(二
〇
〇
一
年
三
一

月
現
在
)
を
超
え
る
な
ど
、
I
T
S
の
実
用
化
分
野
で
も

世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
我
が
国
の
I
T
S
施
策
に
関
連
す
る
国
際

的
な
取
組
み
と
し
て
、官
民
が
連
携
し
た
国
際
交
流
活
動
、

　　　　　　　　　　　　　　　
･ITS世界会議
･アジア太平洋地域fTSフオーラム

ク
ク

　　　
　
各国との父臨･連携活動
柾TSワークショップ
･スマートクルーズ2f

図
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政
府
の
国
際
交
流
活
動
、
国
際
標
準
化
活
動
の
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
こ
れ

に
加
え
て
、
道
路
局
と
し
て
の
国
際
的
な
取
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

二

官
民
が
連
携
し
た
国
際
交
流
活
動

I
T
S

J
a
p
a

n
は
I
T
S
に
関
す
る
研
究
開

発

･
実
用
化
の
推
進
活
動
と
国
際
協
力
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
に
一
九
九
四
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
(二
〇
〇
一
年
、

｢道
路

･
交
通

･
車
両
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
推
進
協
議

会

(V
E
R
T
I
S
)｣
よ
り
呼
称
変
更
)
。
道
路

･
交

通
･
車
両
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
に
関
わ
る
各
種
関
係

団
体
･
企
業
と
学
識
経
験
者
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
産
学
共

同
の
民
間
組
織
で
、
I
T
S
世
界
会
議
や
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
I
T
S
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
事
務
局
業
務
や
国
際
標
準
化

の
支
援
活
動
な
ど
国
際
連
携
活
動
の
窓
口
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

Q

ー
T
S
世
界
会
議

I
T
S
世
界
会
議
は
世
界
の
I
T
S
関
係
者
が
一
堂
に

会
す
、
I
T
S
に
関
す
る
世
界
最
大
規
模
の
総
合
会
議
･

展
示
会
で
す
。
一
九
九
四
年
、
パ
リ
で
第
一
回
大
会
が
開

催
さ
れ
た
後
、
欧
州
、
ア
ジ
ア
･
太
平
洋
、
北
米
の
各
地

域
に
て
毎
年
順
番
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
第
一
回

よ
り
毎
回
参
加
し
て
お
り
、
二
〇
〇
四
年
に
は
名
古
屋
市

に
て
第
一
一
回
I
T
S
世
界
会
議
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で

ゆ
る
分
野
を
包
括
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
各
国
か

ら
大
臣
級
の
政
府
関
係
者
が
参
加
し
た
り
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
や
部
品
メ
ー
カ
ー
、
電
機
メ
ー
カ
ー
な
ど
I
T
S
に

関
連
す
る
民
間
企
業
の
ほ
と
ん
ど
が
出
展
し
て
い
る
な

ど
、
ま
さ
に
I
T
S
を
代
表
す
る
会
議
の
一
つ
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。

道行セ 2002,3 3 Z

②
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
ー
T
S
フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
特
有
の
問
題
に
焦
点
を

あ
て
た
議
論
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
一
九
九
六
年
九
月

｢ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
I
T
S
セ
ミ
ナ
ー
｣
と
し
て
東
京

で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
I
T
S
世
界
会

す
。
日
本
か
ら
は
毎
回
多
数

(第
八
回
シ
ド
ニ
ー
大
会
で

は
会
議
参
加
者
数
二
、
一
〇
〇
名
余
り
の
う
ち
約
六
〇
0

名
)
の
参
加
者
を
出
す
な
ど
、
会
議
の
開
催
･
運
営
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

会
議
の
場
で
は
主
に
国
や
地
方
自
治
体
等
行
政
機
関
で

政
策
立
案
に
携
わ
る
関
係
者
、
大
学
や
研
究
機
関
な
ど
の

研
究
者
、
I
T
S
関
連
企
業
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
な
ど
が
参
加
し
て
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
論
文
発
表
、

講
演
、
技
術
展
示
等
が
行
わ
れ
ま
す
。
各
国
の
I
T
S
専

門
家
ら
に
よ
る
I
T
S
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
発
表
や
標
準

化
動
向
、
技
術
的
な
発
表
な
ど
、
I
T
S
に
関
す
る
あ
ら

写真 1 I T S 世界会議

写真2 アジア太平洋地域 l T S フォーラム



議
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
開
催
さ
れ
る
年
を
除
き
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
二
年
七
月
に
ソ
ウ
ル
で

開
催
さ
れ
る
予
定
の
第
五
回
大
会
か
ら
は

｢ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
I
T
S
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣と
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
I
T
S
セ
ミ
ナ
ー
は
I
T
S
に
関

す
る
こ
の
地
域
最
大
の
総
合
会
議
で
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と

し
て
I
T
S
に
関
す
る
情
報
交
換
や
議
論
が
幅
広
く
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
I
T
S
関
連
技
術
、
商
品
、
シ
ス

テ
ム
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
紹
介
な
ど
を
行
う
展
示
会
も
あ

わ
せ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
議
で
は
、
産
官
学
の
首
脳
ク
ラ
ス
が
I
T
S
に
関
す

る
発
表
や
討
議
を
行
う
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

･
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
責
任
者
ク
ラ
ス
が
集
う
ス
ペ
シ

ャ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
投
稿
論
文
に
つ
い
て
発
表
、
討
議
を

行
う
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
I
T
S
関
連
の
製
品
･
技
術
を
紹
介
す
る
シ
ョ
ー
ケ

ー
ス

･
セ
ッ
シ
ョ
ン
等
も
あ
り
ま
す
。

三

国
際
標
準
化
活
動

I
S
O
は
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
国
際
交
流
を
容
易
に
す

る
た
め
の
国
際
的
な
標
準
化
を
図
る
国
際
機
関
と
し
て
一

九
四
七
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
I
S
O
で
は
知
的
活
動
や

技
術
開
発
、
経
済
活
動
等
の
各
分
野
で
の
世
界
各
国
の
相

互
協
力
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
国
際
的
な
標
準
化
や
規
格

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

T
C
204
は
I
T
S
に
関
す
る
分
野
の
規
格
化
作
業
を
進

め
て
い
る
I
S
O

の
専
門
委
員
会

(
弓
の
自
己
o
巴

n
o
B
目
-二
の↓

で
一
九
九
二
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
T
C

204
に
は

｢基
本
概
念
｣
｢共
通
技
術
｣
｢個
別
サ
ー
ビ
ス
｣

｢
通
信
技
術
｣
の
四
分
類
の
下
に

一
六
の
W
G

(考
R
対日
m
Q
5
g
)
が
あ
り
、
討
議
が
進
行
中
で
す
。
例

え
ば
、
個
別
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
検
討
す
る
W
G
5

(料

金
収
受
分
科
会
)
で
は
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム

(E

T
C
)
の
デ
ー
タ
コ
ン
テ
ン
ツ
、
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
と
シ

ス
テ
ム
の
品
質
･
信
頼
性
に
関
し
て
、
通
信
技
術
に
つ
い

て
検
討
す
る
W
G
B

(狭
域
通
信
分
科
会
)
で
は
車
々
間

等
の
狭
域
無
線
通
信

(D
S
R
C
)
方
式
の
標
準
化
に
関

し
て
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
W
G
で
活
発
に
議
論
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
図
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
議
論

す
る
W
G
3
、
車
両
を
中
心
と
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
を
議
論
す
る
W
G
M
の
両
W
G
は
我

が
国
が
幹
事
国
と
な
っ
て
主
導
的
に
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。

･

日
本
国
内
で
は
T
c
204
に
対
応
す
る
標
準
化
体
制
と
し

て
、
一
九
九
三
年
に
国
内
対
策
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
T

C
204
の
各
W
G
に
対
応
す
る
国
内
分
科
会
、
小
委
員
会
を

設
置
し
て
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
政
策
的

方
向
付
け
を
行
う
I
T
S
標
準
化
委
員
会
と
技
術
課
題
の

整
理
検
討
を
行
う
技
術
委
員
会
に
改
組
さ
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ー
ム
や
リ
エ
ゾ
ン
パ
ー
ソ
ン
な
ど
目
的
や
戦
略
性
を
持

っ
た
活
動
を
担
う
仕
組
み
を
導
入
し
ま
し
た
。
現
在
は
、

技
術
委
員
会
下
で
各
分
科
会
が
標
準
化
作
業
を
担
当
し
て

お
り
、
我
が
国
提
案
に
よ
る
国
際
標
準
案
の
規
格
化
に
向

け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

四

政
府
間
の
国
際
交
流
活
動

1

P
I
A
R
C

世
界
の
道
路
行
政
担
当
者
･
技
術
者
が
集
ま
り
、
議
論

を
行
う
唯
一
の
機
関
で
あ
る
P
I
A
R
C

(世
界
道
路
協

会
)
は
道
路
及
び
道
路
交
通
分
野
に
お
い
て
最
も
歴
史
と

権
威
の
あ
る
国
際
機
関
で
す
。
P
I
A
R
C
で
は
各
分
科

会
に
分
か
れ
て
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
世

界
道
路
会
議
と
国
際
冬
期
道
路
会
議
が
そ
れ
ぞ
れ
四
年
ご

と
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

I
T
S
に
関
す
る
議
論
や
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
P

I
A
R
C

C
16
分
科
会
で
は
一
九
九
九
年
、
そ
の
活
動

成
果
と
し
て

｢n
の
工
営
Qg
oズ
8
oe

を
刊
行
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
世
界
の
I
T
S
に
つ
い
て
全
体
的
に
概
観
し
、

数
多
く
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
か
ら
得
ら
れ
た
実
用
的
な
デ

ー
タ
や
各
国
の
交
通
事
情
に
関
す
る
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど

を
整
理
し
た
、
ま
さ
に
世
界
の
I
T
S
事
例
集
と
も
呼
ぶ

べ
き
も
の
で
す
。
我
が
国
は
本
書
の
執
筆
、
編
纂
作
業
を

通
じ
て
多
大
な
貢
献
を
行
う
と
と
も
に
、
現
在
は
実
務
面

か
ら
の
取
組
み
に
重
点
を
お
い
た

｢
0
:
窓
口
o
b

囚
胃
号
oo片
(仮
)｣
の
作
成
に
幹
事
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。

冬
期
国
際
道
路
会
議
は
冬
期
道
路
管
理
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
る
世
界
最
大
規
模
の
会
議
で
す
。
積
雪
期
の
道
路
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維
持
管
理
や
道
路
交
通
の
安
全
を
テ
ー
マ
と
し
た
論
文
発

表
や
討
論
、
I
T
S
な
ど
最
新
技
術
情
報
の
交
換
等
を
行

う
ほ
か
、
除
雪
機
械
な
ど
雪
氷
対
策
に
関
す
る
最
新
技
術

の
展
示
会
も
併
設
さ
れ
ま
す
。
二
〇
〇
二
年

一
月
に
は
、

冬
期
大
会
と
し
て
ア
ジ
ア
で
初
め
て
と
な
る
第
一
一
回
国

際
冬
期
道
路
会
議
札
幌
大
会

(P
I
A
R
C
2
0
0
2
札

幌
大
会
)
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

写真3 第1 1回国際冬期道路会議札幌大会

2

0
E
C
D

O
E
C
D
は
先
進
工
業
国
を
中
心
と
す
る
経
済
に
関
す

る
国
際
協
力
機
関
で
す
。
R
T
R

(男
opo
炉
営
考
oコ
営
Q

甘
言
[日
6
會
討
に
臭
瀦
窃
ヵ
霧
の穹
昌

野
o四
D日
B
也

は
O
E

C
D
が
進
め
る
道
路
交
通
等
に
関
す
る
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
一
九
六
七
年
の
設
立
以
来
、
三
ヵ
年
毎
の
活
動
計
画

に
従
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
第
一
二
次
三

箇
年
計
画

(二
〇
〇
一
年
~
二
〇
〇
三
年
)
で
は
安
全
を

含
む
持
続
可
能
な
交
通
開
発
等
が
重
点
分
野
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
、
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て

｢道
路
技
術
安
全

性
改
善
の
た
め
の
技
術
利
用
W
G
｣
(通
称
の
この[巴
□
怨
-の

炉
g
g
oユ
N

S
T
2
)
の
発
足
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

S
T
2
で
は
道
路
交
通
の
安
全
性
を
高
め
る
技
術
と
そ

の
役
割
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ

の
技
術
を
用
い
た
道
路
事
故
に
よ
る
死
傷
者
減
少
を
成
果

と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
I
T
S
に
代
表

さ
れ
る
現
在
発
展
中
の
革
新
的
安
全
技
術
の
有
効
性
を
明

確
化
し
た
上
で
評
価
し
、
そ
の
導
入
に
お
け
る
技
術
的
、

政
治
的
問
題
と
影
響
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
こ
れ
ら
研
究

の
成
果
は
最
終
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
移
動
ニ
ー
ズ
を
充
足
す
る
た
め
、
自

動
車
を
運
転
す
る
上
で
の
安
全
性
向
上
や
交
通
技
術
の
最

適
な
活
用
を
図
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た

｢高
齢
利
用
者
の

た
め
の
交
通
技
術
に
お
け
る
人
的
要
素
W
G
｣
(S
T
4
)

で
は
、
高
齢
者
向
け
交
通
技
術
の
普
及
推
進
に
必
要
と
な

る
、
高
齢
者
の
運
転
技
術
の
評
価
や
交
通
技
術
の
利
用
方

法
を
習
得
す
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
に
つ
い
て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

3

A
P
E
C

A
P
E
C
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
政
府
間
経

済
協
力
の
場
と
し
て
一
九
八
九
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

I
T
S
の
分
野
で
は
各
国
の
I
T
S
エ
キ
ス
パ
ー
ト
か
ら

な
る
I
T
S
専
門
家
会
議

(I
T
S
-E
G
)
に
よ
り
、

運
輸
W
G
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

｢I
T
S
標
準
化

の
た
め
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
開
発
｣
が
進
め
ら
れ
、
そ
の

調
査
レ
ポ
ー
ト
が
A
P
E
C
運
輸
大
臣
会
合
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
ア
ジ
ア
地
域
の
特
性
に

に
あ
っ
た
I
T
S
の
標
準
化
に
向
け
て
A
P
E
C
が
積
極

的
に
関
与
す
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、
I
S
O
等
の

国
際
標
準
化
機
関
と
協
力
し
て
作
業
を
進
め
る
こ
と
や
I

T
S
関
連
技
術
の
研
究
開
発
と
技
術
移
転
の
促
進
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
I
T
S
-E
G
で
は
こ

の
レ
ポ
ー
ト
の
考
え
方
に
そ
っ
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

に
と
っ
て
望
ま
し
い
I
T
S
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
標
準

化
を
目
指
し
た
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

五

各
国
と
の
交
流
･
連
携
活
動

1

ー
T
S
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

現
在
、
米
国
、
英
国
、
仏
国
、
伊
国
、
韓
国
、
中
国
の

六
ヵ
国
と
我
が
国
の
間
で
は
、
道
路
分
野
に
お
い
て
両
国

に
共
通
す
る
課
題
解
決
を
目
的
と
し
た

｢科
学
技
術
協
力

協
定
に
基
づ
く
実
施
取
り
決
め
｣
が
締
結
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
も
と
で
様
々
な
国
際
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

取
り
決
め
に
基
づ
き
、
技
術
情
報
の
交
換
や
共
同
研
究
、
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
専
門
家
の
派
遣
な
ど
様
々
な

取
組
み
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
I
T

S
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

日
米
I
T
S
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
両
国
で
共
通
の

テ
ー
マ
を
検
討
し
て
い
く
月
の
-o
B
[
男
のお
智
目

ャ
5
四
賀
一

を
開
始
し
、
よ
り
緊
密
な
協
調
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
走

行
支
援
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
共
同
研
究
開
発
な
ど
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
合
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ラ

ン
ス
国
立
交
通
･
安
全
研
究
所

(I
N
R
E
T
S
)
と
の

間
で
日
仏
両
国
の
I
T
S
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
進
め

て
い
く
こ
と
や
、
イ
ギ
リ
ス
道
路
庁
と
の
間
で
ス
マ
ー
ト

ウ
ェ
イ
に
関
す
る
情
報
や
意
見
の
交
換
を
行
う
こ
と
な
ど

を
合
意
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
目
的
と
し
た
I
T
S
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
日
仏
･
日
英
で
行
っ
て
い
ま
す
。
類
似

の
取
組
み
と
し
て
、
韓
国
と
の
間
で
は
同
協
定
に
基
い
て

道
路
交
流
会
議
を
毎
年
開
催
す
る
な
ど
、
I
T
S
分
野
に

お
け
る
国
際
連
携

･
協
調
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。

写真4 スマートクルーズ2 1

な
ど
、
I
T
S
へ
の
高
い
関
心
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

六

ま
と
め

渋
滞
問
題
や
環
境
汚
染
、
交
通
事
故
な
ど
、
世
界
の

国
々
が
直
面
し
て
い
る
道
路
交
通
に
起
因
す
る
様
々
な
重

要
課
題
の
解
決
の
た
め
に
I
T
S
に
対
す
る
期
待
は
日
々

増
大
し
て
お
り
、
国
際
的
な
連
携
を
図
り
つ
つ
I
T
S
を

推
進
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

I
T
S
は
先
進
国
を
中
心
に
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

今
後
は
発
展
途
上
国
も
含
め
た
裾
野
の
広
い
国
際
的
な
取

組
み
や
協
力
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
我
が
国
と
し
て
も
ア
ジ
ア
地
域
は
も
と
よ

り
世
界
に
お
け
る
I
T
S
先
進
国
し
て
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
、
国
際
的
な
枠
組
み
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

@

ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
四

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ
る
建
設

省
土
木
研
究
所

(現
国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研

究
所
)
の
テ
ス
ト
コ
ー
ス
に
て
、
建
設
省
と
運
輸
省

(現

国
土
交
通
省
)
が
共
同
で
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実

験

｢
ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
雄
｣
を
行
い
ま
し
た
。

A
H
S

(走
行
支
援
道
路
シ
ス
テ
ム
)
の
実
証
実
験
へ

の
参
加
者
を
国
内
外
か
ら
広
く
公
募
し
た
結
果
、
海
外
か

ら
は
ダ
イ
ム
ラ
ー
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
や
ヒ
ュ
ン
ダ
イ
と
い
っ

た
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ

イ
校
等
の
研
究
機
関
な
ど
が
実
証
実
験
に
参
加
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
三

月
に
は
、
ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー

ズ
匁
の
成
果
の
公
開
実
証
実
験

｢□
①日
O
B
oe

を
開
催

し
、
A
H
S
が
提
供
す
る
七
つ
の
走
行
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
□
のB
O
B
O
O

に
は
国
内
外
よ
り
二
、
四
〇
〇
人
が
参
加
し
、
う
ち
海
外

か
ら
の
参
加
者
は
一
八
ヵ
国
か
ら
約
二
〇
〇
人
に
の
ぼ
る

34 道行セ 2002.3



三
一三
一--三
一三
一一三
一三
一一三
三
一=
三
三
一三
一一三
--三
一一三
三
一--三
一三
一三
一一三
三
一三
一三
一三
一三
一三
一--三
三
三
一三
一三
一三
一三
一三
一三
一三
一三
一三
一三
一三
一--一三
三
一三
一三
一--一三

字
戯
一
三
年
魔
圓
丑
楚
邇
鞠
書
に
つ
い
て

道
路
局
総
務
課

=
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一一三
三
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一一三
--------三
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三
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一三
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--三
三
三
=
三
三
三
一--一三

は
じ
め
に

国
土
交
通
省
が
誕
生
し
て
約
一
年
が
経
過
し
、
こ
の
間

の
国
土
交
通
行
政
の
歩
み
を
国
土
交
通
白
書
と
し
て
初
め

て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
国
土
交
通
白
書
は
、
国
土
交
通

省
の
所
管
事
務
を
網
羅
す
る
年
次
報
告
と
し
て
、
建
設
白

書
、
運
輸
白
書
に
代
わ
り
、
新
た
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で

す
。今

回
の
白
書
の
大
き
な
特
徴
は
、
国
民
に
よ
り
わ
か
り

や
す
い
白
書
と
な
る
よ
う
、
従
来
か
ら
の
行
政
組
織
ご
と

の
縦
割
り
の
記
述
を
改
め
、政
策
課
題
ご
と
に
分
析
し
て
、

国
土
交
通
省
と
し
て
の
対
応
を
記
述
し
て
い
る
点
で
す
。

構
成
は
、
第
I
部

｢
21
世
紀
初
頭
に
お
け
る
国
土
交
通
行

政
の
課
題
と
方
向
性
｣
、
第
n
部

｢国
土
交
通
分
野
を
め

ぐ
る
政
策
課
題
へ
の
取
組
み
｣
の
三
部
構
成
と
な
っ
て
い

ま
す
。

第
I
部
で
は
、
国
土
交
通
省
誕
生
の
経
緯
や
そ
の
成
果

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
国
土
交
通
行
政
が
こ
れ
ま
で
果

た
し
て
き
た
役
割
、現
在
直
面
し
て
い
る
課
題
を
分
析
し
、

二
一
世
紀
に
お
け
る
国
土
交
通
省
の
使
命
を
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
国
土
交
通
行
政
の
改
革
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
取
組
み
例
を
紹
介
し
つ
つ
、
具
体
的
な
方
向
性
を

示
し
て
い
ま
す
。
第
n
部
で
は
、
｢都
市
再
生
の
推
進
｣

や

｢広
域
的
･
国
際
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と

観
光
交
流
の
促
進
｣
、
｢個
性
あ
る
美
し
い
地
域

･
国
土
の

形
成
｣
な
ど
、
国
土
交
通
省
が
対
応
す
べ
き
政
策
課
題
ご

と
に
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
記
述
し
て
い
ま
す
。

以
下
、
本
年
度
の
国
土
交
通
白
書
の
う
ち
、
第
I
部

｢
21
世
紀
初
頭
に
お
け
る
国
土
交
通
行
政
の
課
題
と
方
向

性
｣
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

第
I
部

割
世
紀
初
頭
に
お
け
る

国
土
交
通
行
政
の
課
題
と
方
向
性

第
…1
章

国
土
一交
通
省
の
誕
生

[国
土
交
通
省
の
誕
生
]

平
成
一
三
年
一
月
六
日
、
北
海
道
開
発
庁
、
国
土
庁
、

運
輸
省
、
建
設
省
の
旧
四
省
庁
は
統
合
し
、
国
土
交
通
省

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
国
土
交
通
省
の
任
務
を
全
う
す
る

た
め
に
は
、
省
全
体
が
共
通
の
認
識
の
下
に
総
合
的
で
整

合
性
の
と
れ
た
政
策
展
開
を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
統

合
に
先
駆
け
、
広
く
国
民
の
意
見
も
聴
き
な
が
ら
、
｢国

土
交
通
省
の
使
命
、
目
標
、
仕
事
の
進
め
方
｣
の
策
定
作

業
を
進
め
、
一
月
三
〇
日
に
公
表
し
た
。

道イテセ 2002.3



[統
合
の
成
果
]

国
土
交
通
省
は
、
旧
四
省
庁
が
そ
れ
ぞ
れ
蓄
積
し
て
き

た
経
験
や
実
績
を
持
ち
寄
り
、
融
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
果
的
な
政
策
展
開
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

○

｢
21
世
紀
国
土
交
通
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

(案
)｣

の
策
定

｢国
土
交
通
の
将
来
像
｣
と

｢ビ
ジ
ュ
ア
ル
マ
ッ
プ
｣

か
ら
構
成
さ
れ
る

｢
21
世
紀
国
土
交
通
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
(案
)｣
を
作
成
し
、
平
成
一
三
年
六
月
に
公
表

し
た
。こ
れ
は
、旧
四
省
庁
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、

創
造
的
で
活
力
の
あ
る
二
一
世
紀
の
国
土
の
具
体
的
な

姿
を
国
民
に
示
す
こ
と
や
、
よ
り
透
明
で
重
点
的
･
効

率
的
な
所
管
事
業
の
計
画
･実
施
に
向
け
た
公
共
事
業

の
不
断
の
改
革
に
取
り
組
む
た
め
の
国
民
的
な
議
論
を

す
る
、
と
の
観
点
か
ら
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

○
融
合
･
連
携
施
策
の
推
進

旧
四
省
庁
の
縦
割
り
を
廃
し
、
他
省
庁
と
の
連
携
･

調
整
を
含
め
た
総
合
性
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
質

の
高
い
施
策
を
無
駄
な
く
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
展
開
す
る

た
め
、
融
合
･
連
携
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

第
2
章

国
土
交
通
行
政
の
課
題

第
1
節

戦
後
の
我
が
国
経
済
社
会
の
発
展
と
国
土
交
通

行
政
の
貢
献

[戦
後
の
国
土
基
盤
の
形
成
と
成
果
]

戦
後
、
我
が
国
の
国
土
基
盤
整
備
の
動
向
を
概
観
す
る

ば＼ ;実質G D P

　　　　　　

と
、
時
代
ご
と
の
政
策
課
題
に
応
じ
て
、
そ
の
重
点
を
、

国
土
保
全
基
盤
か
ら
産
業
基
盤
、
そ
し
て
生
活
関
連
基
盤

へ
と
移
し
つ
つ
、
経
済
の
成
長
と
と
も
に
着
実
に
進
展
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
我
が
国
の
国
土
基
盤
は
着
実
に
整

備
さ
れ
、
安
全
、
交
通
、
生
活
関
連
と
い
っ
た
各
分
野
で

成
果
を
あ
げ
て
き
た

(図
1
･
2
)。

　
　

稲
注

昭

図 1 実質G D P と公的総固定資本形成 (実質値) の推移
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図2 道路延長と道路交通量の推移
(昭和4 0年度を10 0とする)

長、 道路交通量は一般国道、 主要地
一般都道府県道の合計。

　

　

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　

　
　
　
　

道
よ
路
道

｢
に
道
方

ま
た
、
日
本
経
済
全
体
に
対
し
て
も
、
社
会
資
本
ス
ト

ッ
ク
の
充
実
が
経
済
成
長
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
す

｢社

会
資
本
の
生
産
力
効
果
｣
が
機
能
し
て
き
た
。
国
際
的
に

見
る
と
、
歴
史
的
背
景
や
社
会
経
済
情
勢
、
地
勢
的
、
自

然
的
差
異
の
あ
る
諸
外
国
と
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
も
の
の
、
未
だ
整
備
水
準
が
低
い
分
野
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
分
野
で
は
、
今
後
と
も
更
な
る
整
備
を
推
進

(国
土
交
通
省
の
任
務
)

｢国
土
の
総
合
的
か
つ
体
系
的
な
利
用
、
開
発
及
び
保

全
、
そ
の
た
め
の
社
会
資
本
の
整
合
的
な
整
備
、
交
通
政

策
の
推
進
、
気
象
業
務
の
健
全
な
発
達
並
び
に
海
上
の
安

全
及
び
治
安
の
確
保
を
図
る
こ
と
｣
(国
土
交
通
省
設
置
法

第
三
条
)



分野
日本 諸外国の現状

指標 現在水準 イギリス ドイツ フランス アメリカ

下水道 処理人口普及率 62%
(00年度末)

96%
(96年)

92%
(95年)

79% 、
(95年)

71%
(92年)

都市公園 計画対象人口
1人当たりの
公園面積

全国8.1m
2

東京23区3,om 2
(00年度末)

26.9門ゞ
ロンドン
(97年)

274 m 2
ベルリン
(95年)

= .8m 2
バリ
(94年)

293 m 2

ニューヨーク
(97年)

住宅 1人当たり
床面積

33m ?

(98年度)
43m 2

(96年)
42m 2

(98年)
39m 2

(96年)
58m :
(99年)

道路 高規格幹線道路
延長

7,843km
(01年度)

3,358km
(99年)

= -515km
(99年)

11,oookfn
(99年)

88ゞ 727km
(97年)

治水 氾濫防御率 52%
(96年度末)

1回′1000年親
4実の高潮による
氾濫被害の防止

テームズ川
完成
(83年)

1回/500年規模
の洪水による氾
濫被害の防止

ライン川下流
完成
(93年)

l回ハ00年規模
の洪水による氾
濫被害の防止

セーヌ川
完成
(88年)

1回/500年規模
の洪水による氾
濫被害の防止

ミシシッピー川
79%
(93年)

鉄道 混雑率
-76%
東京

(00年度)

149%
ロンドン
(91年)

也52%
バリ
(91年)

71%
ニューヨーク

(酬年)

航空

世界主要都市圏
における空港整
備の状況 (滑走

路数)

東 京
成田 1
羽田 3
計 4

ロンドン
′ ヒースロー 3

ガドウィック 2
スタンステツド 1

ルートン l
シティ 1

計 8

ベルリン

も毒殺委
計6

バリ

鍔為
計 6

ニューヨーク

ば難
計 9

港湾
外航船舶の寄港
数に対する係留

施設延長

63
(99年)

92
(99年)

154
(99年)

104
(99年)

90
(99年)

注 :アメリカの住宅床面積は、 戸建て及びモービルホームを対象とした値。

図3 住宅 ･社会資本の整備水準 ･国際比較

(% )
foo
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(年度)

注 :国土交通省資料により作成。

図 4 国内旅客輸送の機関分担率の推移 (人キロ)

[交
通
体
系
の
形
成
と
成
果
]

戦
後
の
国
土
交
通
行
政
で
は
、
経
済
･
社
会
発
展
の
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
の
輸
送
力
拡
大
が
最

優
先
の
課
題
で
あ
り
、
様
々
な
施
策
に
よ
り
交
通
体
系
の

形
成
、
輸
送
力
の
増
強
が
図
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
結
果
、
ま
ず
鉄
道
や
海
運
に
よ
る
輸
送
力
が
拡
大

し
、
そ
の
後
、
自
動
車
交
通
、
航
空
輸
送
が
従
来
の
交
通

機
関
と
競
争
を
繰
り
広
げ
な
が
ら
急
速
に
拡
大
し
た

(図

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
厳
し
い
財
政
制
約
と

投
資
余
力
の
減
少
や
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
維
持
･
更
新
コ
ス

ト
の
増
大
な
ど
の
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

4 機 し 形 優 ト
　　 　　　 　　　　 　 　
遂 そ
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昭和60年
内航と自動車が交代

始
め
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注 :国土交通省資料により作成。

図 5 国内貨物輸送の機関分担率の推移 (トンキロ)

こ
の
よ
う
な
国
内
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
の
結

果
、
日
帰
り
で
交
流
可
能
な
範
囲
が
大
幅
に
拡
大
す
る
な

ど
、
国
内
の
交
流
機
会
が
拡
大
し
て
き
た
。

国
際
輸
送
の
分
野
で
は
、
旅
客
輸
送
を
航
空
が
、
貨
物

輸
送
を
海
運
が
そ
れ
ぞ
れ
中
心
的
に
担
い
な
が
ら
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
発
達
し
つ
つ
あ
る
が
、
ハ
ー
ド
面

･
ソ
フ
ト

面
と
も
国
際
輸
送
の
基
盤
が
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
。

交
通
機
関
相
互
の
関
係
に
着
目
す
る
と
、
各
輸
送
機
関

が
そ
れ
ぞ
れ
の
輸
送
特
性
を
発
揮
し
、
互
い
に
競
争
、
補

完
し
つ
つ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
き
て
お
り
、
こ

う
し
た
分
担
関
係
は
、
新
規
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
に

よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
動
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
輸
送
機
関
毎
の
量
的
な
拡
大
に
重
き
が

置
か
れ
、
異
な
る
交
通
機
関
の
連
携
が
十
分
に
推
進
さ
れ

て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
国
際
社
会
の
中
で
日
本
が
競
争

力
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
も
、
今
後
は
、
異
な
る
交
通

機
関
の
連
携
を
推
進
し
、
国
内
･
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

ス
ム
ー
ズ
に
接
続
さ
れ
た
総
合
的
な
交
通
体
系
を
構
築
し

て
い
く
必
要
が
あ
る

(図
6
)。

第
2
節

二
〇
世
紀
の
負
の
遺
産

戦
後
の
国
土
交
通
行
政
は
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
た

本[日

高速道路インターチェンジ等から10分以内に　

　
　　

継到着可能な主要な空港 ･港湾の割合　　

　

　　
　
　
　　　　　
　　
　　

‐欧

　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　　　
　
　
　
　
　
　
　

　

港
ぎ

み
挾
要

牽
‐幅
事
菫
主
事
事
主
事
主

-フ
回
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国土交通省資料により作成。

主要な空港 ･港湾と高速道路網のアクセス

が
、
現
在
な
お
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
高
度
成

長
に
伴
っ
て
、
都
市
問
題
、
公
害

･
環
境
問
題
、
新
た
な

安
全
問
題
等
の
社
会
的
問
題
が
生
じ
た
。
こ
れ
ら
は
二
〇

世
紀
に
一
定
の
改
善
を
見
た
も
の
の
、
多
く
が
二
一
世
紀

ま
で
引
き
継
が
れ
、
国
土
交
通
省
が
解
決
す
べ
き
行
政
課

題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

[都
市
に
お
け
る
生
活
環
境
の
悪
化
と
都
市
交
通
問
題
]

高
度
経
済
成
長
期
に
、
人
口
、
産
業
等
の
都
市
へ
の
集

中
が
急
速
に
進
展
し
た
結
果
、
都
市
住
民
の
生
活
環
境
の

年

以

K

年

　　

　　　　

　

　ク時自動車走行平均速度とは、一般都道府県道以上の道路を対象に、平成6年以
朝夕のラッシュ時間帯に、平成2年以前はピーク時間帯に走行している自動車の
速度。

各都市におけるピーク時自動車走行平均速度の推移

〆

画



悪
化
や
交
通
混
雑
等
の
都
市
交
通
問
題
が
深
刻
化
し
た
。

き
事
故
の
防
止
に
万
全
を
期
す
る
必
要
が
あ
る

(図
8
)。

在
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
問
題
点
は
、
一
定
の
改
善
が
見
ら
れ
る
部
分
も

ま
た
、
高
度
成
長
期
に
新
た
に
市
街
化
さ
れ
た
地
域
を

[黄
道
、
と
に
半

あ
る
が
依
然
と
し
て
解
決
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
引
き
続
き

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る

(図
7
)。

[地
方
の
活
力
の
低
下
]

地
方
圏
で
は
、
労
働
力
人
口
の
都
市
へ
の
流
出
に
よ
る

生
産
力
の
低
下
や
高
齢
化
の
進
展
、
中
心
市
街
地
の
衰
退

な
ど
に
よ
る
活
力
の
低
下
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
所
得

格
差
な
ど
は
縮
小
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
個

性
あ
る
地
域
づ
く
り
な
ど
に
よ
る
地
方
の
活
性
化
は
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

[公
害
･
環
境
問
題
の
顕
在
化
]

高
度
成
長
期
に
は
、
自
動
車
に
よ
る
大
気
汚
染
、
航
空

機
や
新
幹
線
に
よ
る
騒
音
、
河
川
や
湖
沼
の
水
質
汚
濁
等

の
公
害
が
発
生
し
、
油
タ
ン
カ
ー
事
故
や
不
法
投
棄
に
よ

る
海
洋
汚
染
が
深
刻
化
す
る
な
ど
、
環
境
問
題
が
顕
在
化

し
て
き
た
。
積
極
的
な
取
組
み
が
な
さ
れ
た
結
果
、
一
定

の
改
善
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
大
都
市
地
域
に
お
け
る
自

動
車
に
よ
る
大
気
汚
染
や
閉
鎖
性
水
域
の
水
質
汚
濁
等
依

然
と
し
て
様
々
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

[安
全
問
題
]

道
路
交
通
の
分
野
で
は
様
々
な
対
策
に
よ
り
一
定
の
成

果
を
収
め
た
も
の
の
、
最
近
に
お
い
て
も
死
傷
者
の
絶
対

数
は
増
加
し
て
い
る
。
鉄
道

･
海
上
･
航
空
交
通
の
分
野

で
も
成
果
が
見
ら
れ
る
が
、
大
量
輸
送
機
関
の
事
故
は
一

度
発
生
す
る
と
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
の
で
、
引
き
続

ま
た
、
高
度
成
長
期
に
新
た
に
市
街
化
さ
れ
た
地
域
を

中
心
に
、
木
造
密
集
市
街
地
の
形
成
や
河
川
周
辺
低
地
へ

の
人
口
･
資
産
の
集
積
な
ど
、
都
市
防
災
面
か
ら
脆
弱
な

都
市
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
安
全
問
題
は
依
然

と
し
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

第
3
節

近
年
新
た
に
顕
在
化
し
た
課
題　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　

注1 :国土交通省資料、警察庁 ｢交通統計｣“こより作成。 究注 2 :自動車走行キロには、 昭和62年から軽自動車によるものを含む。

図 8 自動車走行キ口当たりの交通事故死傷者数の推移

(昭和4 1年を10 0とする)

世
紀
の
節
目
で
あ
る
近
年
、
新
た
に
様
々
な
課
題
が
顕

[構
造
変
化
に
伴
う
日
本
経
済
の
長
期
低
迷
と
財
政
赤
字
の
大

幅
な
拡
大
]

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
景
気
低
迷
は
日
本
経
済
の
本
質

の
変
化
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
雇
用
に
対
す
る
不
安
、
財

政
収
支
の
悪
化
な
ど
に
よ
る
国
民
の
将
来
不
安
の
高
ま
り

が
景
気
の
抑
制
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ

ル
へ
の
懸
念
を
払
拭
し
、
二
一
世
紀
に
お
け
る
新
た
な
成

長
の
展
望
を
切
り
開
く
た
め
に
も
、
日
本
型
社
会
シ
ス
テ

ム
の
変
革
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
社

会
資
本
整
備
の
重
点
化
、
効
率
化
、
民
間
投
資
の
誘
発
や
規

制
改
革
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
等
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

交
通
分
野
は
他
分
野
に
先
ん
じ
て
規
制
改
革
等
が
進
め

ら
れ
、
価
格
低
下
等
に
よ
り
利
用
者
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
今
後
、
更
な
る
規
制
改
革
と
と
も
に
、
市

場
原
理
の
み
で
は
対
応
で
き
な
い
問
題
へ
の
対
応
が
必
要

で
あ
る
。

物
流
に
つ
い
て
は
、
規
制
緩
和
を
は
じ
め
と
す
る
取
組

み
に
よ
り
、
物
流
コ
ス
ト
は
着
実
に
低
下
し
て
い
る
が
、

我
が
国
の
国
際
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
コ
ス
ト
も
含
め

て
国
際
的
に
競
争
力
の
あ
る
物
流
市
場
の
構
築
が
必
要
で

あ
る
。

ま
た
、
観
光
産
業
は
二
一
世
紀
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

の
一
つ
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
我
が
国
に
お
い

て
そ
の
規
模
は
国
際
的
に
比
較
し
て
低
い
水
準
で
あ
り
、

今
後
は
訪
日
外
客
誘
致
や
国
内
観
光
の
振
興
に
よ
り
観
光



産
業
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
に
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
以
降
、
地
価
は
下
落
が
続
い

て
い
る
が
、
そ
の
過
程
で
、
利
便
性
･
収
益
性
に
対
応
し

た
地
価
が
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
間
、
都
市
部
に

お
い
て
も
依
然
多
数
の
低

･
未
利
用
地
が
存
在
し
て
い

る
。
土
地
の
流
動
化
を
進
め
、
土
地
の
利
用
価
値
を
増
進

し
、
有
効

･
高
度
利
用
を
図
る
こ
と
も
、
国
土
交
通
行
政

の
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

[グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
]

近
年
、
人
や
モ
ノ
の
国
境
を
越
え
た
交
流
が
飛
躍
的
に

高
ま
り
、
特
に
経
済
の
分
野
で
は
、
熾
烈
な
大
競
争
時
代

の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
国
土
交
通
行
政
の
分
野
で
は
、

ま
ず
、
国
際
交
流
や
国
境
を
越
え
た
企
業
活
動
を
支
え
る

た
め
、
地
球
規
模
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ

と
が
必
須
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
国
家
の
競
争
力
を
高
め
る
た
め
の
高
度
な
国
際

交
流
物
流
基
盤
整
備
、
経
済
の
中
心
で
あ
る
大
都
市
の
国

際
競
争
力
を
高
め
る
た
め
の
総
合
的
な
都
市
再
生
策
、
産

業
の
国
際
競
争
力
を
高
め
る
た
め
の
産
業
活
性
化
策
等
が

必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
顕
在
化
し
て
き
た
地

球
規
模
の
課
題
へ
の
多
国
間
･
三
国
間
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
の
積
極
的
な
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

[地
球
規
模
で
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
]

二
〇
世
紀
の
終
盤
以
来
、
地
球
環
境
問
題
の
顕
在
化
等

に
よ
り
、
環
境
問
題
は
拡
大

･
深
化
し
て
き
た
。
国
土
交

通
省
に
お
い
て
は
、
運
輸
部
門
に
お
け
る
①
の
排
出
量
削

減
や
、
民
生
部
門
の
う
ち
大
き
な
割
合
を
占
め
る
住
宅
･

建
築
物
分
野
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
み
等
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
。

[自
然
共
生
型
国
土
の
構
築
と
市
民
参
加
の
高
ま
り
]

次
世
代
に
よ
り
良
い
環
境
を
弓
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
持

続
可
能
性
、
自
然
と
の
共
存
、
ゆ
と
り
、
生
物
の
生
息

･

生
育
空
間
の
保
全
な
ど
の
理
念
を
主
軸
に
、
環
境
へ
の
負

荷
が
小
さ
い
持
続
可
能
な
社
会
の
基
盤
と
な
る
国
土
を
形

成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

国
民
の
環
境
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、今
後
、

自
然
再
生
事
業
を
行
う
市
民
団
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
社
会
資
本
整
備
を
進
め
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

[少
子
･
高
齢
社
会
の
到
来
]

今
後
は
特
に
、
行
動
に
不
自
由
を
感
じ
る
こ
と
の
多
い

七
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
を
は
じ
め
、
高
齢
者
が
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
生
活
空
間
の
創
出
に
、
よ
り
一
層
の
貢
献
を

す
る
必
要
が
あ
る
。

【-
T
革
命
の
進
展
]

I
T
は
行
政
･
企
業
か
ら
日
常
生
活
ま
で
地
球
規
模
で

大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
。
我
が
国
は
I
T
の

活
用
が
他
の
国
々
よ
り
遅
れ
て
い
る
分
野
も
多
く
、
国
土

交
通
行
政
も
、
公
共
交
通
の
情
報
化
や
I
T
S
、
G
I
S

な
ど
、
関
連
分
野
で
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

[安
全
･
危
機
管
理
へ
の
意
識
の
高
ま
り
]

我
が
国
の

｢安
全
神
話
｣
は
二
〇
世
紀
終
盤
よ
り
揺
ら

ぎ
を
見
せ
は
じ
め
、
自
然
災
害
に
つ
い
て
も
、
近
年
の
人

知
を
上
回
る
規
模
の
災
害
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
被
っ

て
い
る
。
特
に
、
阪
神

･
淡
路
大
震
災
は
様
々
な
面
で

｢安
全
の
確
保
｣
の
重
み
を
再
認
識
さ
せ
た
。
ま
た
、
交

通
機
関
の
事
故
災
害
や
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
等
の
従
来
に

な
い
凶
悪
犯
罪
へ
の
対
策

･
体
制
強
化
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

更
に
、
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
を
踏
ま
え
、
交
通
機

関
、
重
要
施
設
に
対
す
る
テ
ロ
対
策
の
強
化

･
安
全
確
保

と
と
も
に
、
航
空
、
鉄
道
等
の
重
要
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る

電
子
的
な
攻
撃

(サ
イ
バ
ー
テ
ロ
)
等
へ
の
備
え
も
必
要

で
あ
る
。

国
際
的
に
は
、
不
審
船
事
件
等
が
発
生
し
、
我
が
国
に

直
接
的
な
脅
威
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

国
土
交
通
行
政
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
得

ら
れ
た
教
訓
を
二
一
世
紀
の
安
全
対
策
に
活
か
す
と
と
も

に
、
新
た
な
脅
威
へ
の
備
え
も
万
全
な
も
の
と
す
る
た
め

危
機
管
理
体
制
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
3
章

二
一
世
紀
型
国
土
交
通
行
政
へ
の
改
革

二
〇
世
紀
の
負
の
遺
産
の
解
消
や
、
近
年
新
た
に
顕
在

化
し
た
課
題
に
も
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
国
土
交
通
行

政
を
改
革
し
て
い
く
。



第
1
節

公
共
事
業
改
革

国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
最
近
の
公
共
事
業
批
判
に
冷

静
か
つ
謙
虚
に
耳
を
傾
け
、
客
観
的
に
検
証
し
、
改
め
る

べ
き
は
鑄
階
せ
ず
改
め
る
と
の
決
意
の
下
、
｢基
本
方
針
｣

(平
成
一
三
年
六
月
二
二
日
閣
議
決
定
)
及
び

｢改
革
と

展
望
｣
(平
成
一
四
年

一
月
二
五
日
閣
議
決
定
)
に
示
さ

れ
た
方
針
を
踏
ま
え
つ
つ
、こ
れ
ま
で
の
事
業
の
あ
り
方
、

進
め
方
等
全
般
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
、
聖
域
な
き
改

革
に
自
ら
進
ん
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

[公
共
事
業
を
め
ぐ
る
様
々
な
論
点
]

0
公
共
投
資
の
規
模

最
近
の
我
が
国
の
公
的
総
固
定
資
本
形
成
の
対
G
D

P
比
率
は
欧
米
よ
り
高
い
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
、
社
会
資
本
整
備
の
歴
史
が
浅
い
我
が
国
で
社
会
資

本
整
備
を
短
期
間
に
進
め
て
き
た
こ
と
や
、
国
土
利
用

上
の
厳
し
い
条
件
に
耐
え
る
た
め
、
社
会
資
本
整
備
の

必
要
性
や
整
備
費
用
が
相
対
的
に
高
く
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
の

財
政
収
支
の
悪
化
は
、
公
共
投
資
の
み
な
ら
ず
、
社
会

保
障
関
係
費
の
増
大
や
税
収
の
減
少
等
複
合
的
な
要
因

が
あ
い
ま
っ
て
招
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
厳
し
い
財
政

事
情
の
中
、
公
共
投
資
に
つ
い
て
も
聖
域
な
き
見
直
し

が
必
要
と
な
っ
て
い
る

(図
9
)。

公
共
投
資
の
景
気
拡
大
効
果
は
低
下
し
て
い
る
と
の

指
摘
が
あ
る
が
、
九
〇
年
代
を
通
じ
て
公
共
投
資
は
景

気
の
下
支
え
の
役
を
果
た
し
て
お
り
、
雇
用
面
で
も
建

L趨公共事業関係費姿繍絆 社会保障関係費 実
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図9 社会保障関係費と公共事業関係費の推移 (補正後)

国土交通省調べ。
平成13年度は当初予算。

設
業
は
そ
の
受
け
皿
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。
公
共
投

資
が
減
る
場
合
、
建
設
業
就
業
者
の
円
滑
な
労
働
移
動

を
促
進
す
る
一
方
で
、
建
設
企
業
の
新
分
野
等
へ
の
進

出
の
支
援
に
よ
る
雇
用
確
保

･
創
出
等
を
図
る
こ
と

が
、
地
方
圏
に
お
い
て
特
に
重
要
で
あ
る
。

○
公
共
投
資
の
配
分
、
硬
直
性

公
共
投
資
の
分
野
別
、
地
域
別
配
分
が
硬
直
的
で
ニ

ー
ズ
に
対
応
で
き
て
い
な
い
、
長
期
計
画
の
た
め
に
硬

直
化
し
て
い
る
、
等
の
指
摘
が
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う

に
、
長
期
的
に
は
公
共
投
資
の
目
的
別
シ
ェ
ア
は
大
き

く
変
動
し
て
い
る
し
、
同
じ
事
業
分
野
の
公
共
事
業
で

あ
っ
て
も
、
情
報
化
へ
の
対
応
等
、
時
々
の
新
た
な
課

題
へ
の
対
応
に
重
点
を
置
き
、
事
業
の
内
容
は
変
動
し

て
い
る
。
地
域
別
配
分
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
き
て
い
る
が
、
今
後
は

さ
ら
に
的
確
に
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

○
長
期
計
画
の
あ
り
方

社
会
資
本
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
長
期
間
を
要
す
る

も
の
が
多
く
、
計
画
的
か
つ
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
長
期
計
画
は
、
そ
の
意
味
で
は
、
一
定
の

意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
長
期
計
画
に
よ

り
、
経
済
社
会
の
変
化
等
を
迅
速
に
事
業
に
反
映
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
批
判
も
あ
り
、
そ

の
点
を
踏
ま
え
た
見
直
し
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

0
個
別
事
業
の
効
率
、
効
果
、
進
め
方

個
々
の
公
共
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
そ
の

需
要
予
測
や
効
果
、
コ
ス
ト
、
手
続
き
の
透
明
性
な
ど

に
つ
い
て
様
々
な
指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
事
業
の

必
要
性
や
効
果
を
説
明
す
る
努
力
が
不
十
分
な
面
も
あ

っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
今
後
は
、
事
業
の
必
要

性

･
効
果
の
分
か
り
や
す
い
説
明
に
努
め
る
と
と
も

に
、
事
業
の
重
点
化
を
図
る
な
ど
、
新
た
な
発
想
で
効

率
性
を
追
求
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

借
入
金
に
よ
り
整
備
を
行
い
、
利
用
者
の
負
担

(料

金
)
に
よ
り
返
済
を
行
う
方
式
に
つ
い
て
は
、
財
政
制

約
の
下
で
緊
急
に
整
備
を
進
め
る
上
で
有
効
な
手
段
で

濱行セ 20023 4 7



あ
る
が
、
需
要
予
測
が
熊
離
し
た
場
合
に
は
、
国
民
の

負
担
に
な
る
と
の
懸
念
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
た
め
、
需

要
予
測
の
精
度
向
上
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
と
も

に
、
採
算
性
の
検
証
や
情
報
開
示
を
一
層
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、我
が
国
の
国
土
構
造
等
か
ら
、

公
共
事
業
の
コ
ス
ト
を
押
上
げ
る
要
因
は
少
な
く
な
い

が
、
条
件
を
同
じ
に
し
た
上
で
米
国
と
比
較
す
る
と
、

コ
ス
ト
に
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
状
況
と
な
っ
て
き
た
。

引
き
続
き
、
公
共
事
業
の
コ
ス
ト
を
総
合
的
に
縮
減
し

て
い
く
努
力
が
重
要
で
あ
る
。

[公
共
事
業
改
革
へ
の
取
組
み

,
二
一世
紀
型
社
会
資
本
整
備
へ
の
転
換
5
]

○
改
革
に
取
り
組
む
決
意
と
基
本
理
念

上
述
の
と
お
り
、
二
一
世
紀
に
国
土
交
通
省
が
対
応

す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
の

社
会
資
本
整
備
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
投

資
余
力
の
減
少
、
財
政
制
約
の
増
大
、
維
持
更
新
需
要

の
増
大
等
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
社
会

資
本
整
備
に
大
き
な
責
任
を
負
う
国
土
交
通
省
が
そ
の

使
命
を
全
う
す
る
た
め
に
は
、
広
く
国
民
と
意
見
交
換

を
行
い
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
資
源
で
、
最
大
限
の
効
果

を
も
た
ら
す
よ
う
、
社
会
資
本
整
備
の
あ
り
方
を
抜
本

的
に
改
革
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
政
府

全
体
で
聖
域
な
き
構
造
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
公

共
事
業
に
つ
い
て
さ
ら
に
徹
底
的
な
見
直
し
を
行
い
、

改
革
へ
の
取
組
み
を
一
層
促
進
･
展
開
し
て
い
く
決
意

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
平
成
一
三
年
六
月
に
は

｢国
土

交
通
省
に
お
け
る
公
共
事
業
改
革
へ
の
取
組
｣
を
と
り

ま
と
め
た
。
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
、
二
一
世
紀
に
ふ
さ

わ
し
い
、
真
に
国
民
の
た
め
の
公
共
事
業
を
、
①
無
駄

な
く
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
、
ま
た
、
コ
ス
ト
の
縮
減
に
努

め
、
②
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
地
方
の
自
主
性
と
創

意
工
夫
を
尊
重
し
、
③
透
明
性
の
一
層
の
向
上
に
よ
り

国
民
の
信
頼
を
得
な
が
ら
、
展
開
し
て
い
る
。

0
二
一
世
紀
型
分
野
へ
の
社
会
資
本
整
備
の
重
点
化

二
一
世
紀
の
課
題
に
対
応
し
、
社
会
資
本
の
整
備
を

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
①
都
市
の
再
生
と
個
性
あ

る
地
域
･
美
し
い
国
土
の
形
成
、
②
環
境
に
や
さ
し
い

社
会
の
実
現
、
③
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、
④
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
進
展
に
対
応
し
た
人
流
･
物
流
の
実
現
、

⑤
安
全
で
災
害
に
強
い
国
づ
く
り
の
各
分
野
で
、
重
点

的
に
事
業
実
施
を
図
る
。

○
国
民
に
開
か
れ
た
透
明
な
公
共
事
業

早
い
段
階
か
ら
の
住
民
参
加
を
充
実
す
る
た
め
、
P

I
や
事
前
説
明
会
な
ど
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作

成
に
向
け
た
検
討
、
｢社
会
実
験
｣
の
実
施
な
ど
、

様
々
な
形
で
の
住
民
参
加
の
工
夫
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
国
土
交
通
省
所
管
公
共
事
業
に
共
通
の
事
業
評
価

実
施
要
領
を
策
定
し
、
公
共
事
業
の
客
観
性
、
透
明
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
併
せ
て
、
入
札
･
契
約
の
適

正
化
の
促
進
に
よ
り
、
公
共
事
業
に
対
す
る
国
民
の
信

頼
性
の
確
保
等
に
努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
一
三

年
四
月
よ
り

｢入
札
契
約
適
正
化
法
｣
が
施
行
さ
れ
、

地
方
公
共
団
体
も
含
め
た
発
注
者
全
体
を
通
じ
て
、
入

札
･
契
約
の
適
正
化
を
促
進
し
て
い
る
。

○
公
共
工
事
に
お
け
る
コ
ス
ト
改
革

平
成
一
三
年
三
月
、
コ
ス
ト
縮
減
の
た
め
の
具
体
的

施
策
を
盛
り
込
ん
だ

｢公
共
工
事
コ
ス
ト
縮
減
対
策
に

関
す
る
新
行
動
計
画
｣
を
策
定
し
、
総
合
的
な
コ
ス
ト

縮
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
コ
ス
ト
縮
減
対

策
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
平
成
一
三
年
九
月
四
日
の

｢改
革
先
取
り
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
｣
に
、
④
工
事
の
平

準
化
の
推
進
、
◎
新
技
術
活
用
の
推
進
、
@
電
子
入
札

の
前
倒
し
実
施
、
⑪
そ
の
他

(入
札
時
に
お
け
る
競
争

性
の
向
上
等
)
の
四
項
目
が
、
｢公
共
事
業
コ
ス
ト
改

革
の
推
進
｣
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
。

○
基
本
的
制
度
の
あ
り
方
等
の
検
討

分
野
別
長
期
計
画
な
ど
基
本
的
制
度
の
あ
り
方
に
つ

い
て
総
合
的
に
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
道
路

特
定
財
源
制
度
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
道
路
整
備
の
必

要
性
、
受
益
者
負
担
と
い
う
性
格
等
を
踏
ま
え
た
基
本

的
な
あ
り
方
の
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

第
2
節

一
三
世
紀
型
交
通
政
策
へ
の
転
換

【交
通
政
策
の
基
本
的
考
え
方
]

近
年
、
交
通
分
野
で
は
、
民
間
活
動
を
可
能
な
限
り
市

場
原
理
に
任
せ
、
行
政
の
関
与
を
必
要
最
小
限
と
す
る
と



の
原
則
に
立
ち
、
人
流
･
物
流
の
ほ
ぼ
全
事
業
分
野
で
需

の
三
つ
の
方
式
か
ら
な
る
政
策
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

給
調
整
規
制
が
廃
止
さ
れ
た
。
し
か
し
、
市
場
は
万
能
で

た
。
こ
れ
ま
で
に
、
平
成
一
三
年
一
月
三
〇
日
に

｢国
土

は
な
い
た
め
、
市
場
原
理
の
活
用
に
よ
る
だ
け
で
は
対
応

交
通
省
政
策
評
価
実
施
要
領
｣
が
策
定
さ
れ
、
五
月
に
は

で
き
な
い
分
野
で
は
行
政
が
一
定
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

｢平
成
一
三
年
度
政
策
評
価
運
営
方
針
｣
を
定
め
て
い
る

が
必
要
で
あ
る
。

(図
m
)。

[転
換
の
方
向
性
]

ま
た
、
平
成
一
三
年
八
月
に
は
、
概
算
要
求
等
に
関
わ

交
通
分
野
で
は
も
と
も
と
基
盤
整
備
の
み
な
ら
ず
規
制

る
三
八
の
新
規
施
策
に
つ
い
て
事
前
評
価
を
実
施
す
る
と

等
に
よ
る
ソ
フ
ト
行
政
が
こ
れ
と
適
切
に
組
み
合
わ
さ
れ

と
も
に
、
政
策
の
達
成
度
を
測
定
す
る
た
め
二
七
の
政
策

て
き
た
が
、
今
後
は
ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
の
連
携
を
よ
り
一

目
標
、
一
三
一の
業
績
指
標
を
決
定
、
公
表
し
た
。

は
な
い
た
め
、
市
場
原
理
の
活
用
に
よ
る
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
分
野
で
は
行
政
が
一
定
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

[転
換
の
方
向
性
]

交
通
分
野
で
は
も
と
も
と
基
盤
整
備
の
み
な
ら
ず
規
制

等
に
よ
る
ソ
フ
ト
行
政
が
こ
れ
と
適
切
に
組
み
合
わ
さ
れ

て
き
た
が
、
今
後
は
ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
の
連
携
を
よ
り
一

層
強
化
し
、
①
二
一
世
紀
型
交
通
政
策
の
総
合
的
展
開
、

②
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
公
共
交
通
政
策
の
展
開
、
③
二

一
世
紀
の
課
題
へ
の
総
合
的
対
応
、
④
事
後
チ
ェ
ッ
ク
型

行
政
の
確
立
、
⑤
二
一
世
紀
型
交
通
政
策
に
ふ
さ
わ
し
い

地
方
運
輸
局
の
実
現
を
進
め
る
。

第
3
節

新
た
な
流
れ
に
対
応
し
た
行
政
手
法
の
改
革

新
た
な
流
れ
を
踏
ま
え
、国
土
交
通
行
政
全
体
と
し
て
、

国
と
地
方
公
共
団
体
の
関
係
の
再
構
築
や
N
P
O
等
市
民

団
体
と
の
連
携
の
推
進
、
情
報
公
開
の
推
進
等
に
取
り
組

む
ほ
か
、
以
下
の
よ
う
な
手
法
の
見
直
し
や
改
革
を
進
め

て
い
る
。

[マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
を
指
向
し
た

本
格
的
な
政
策
評
価
の
導
入
]

｢政
策
の
企
画
立
案
↓
実
施
↓
評
価
↓
政
策
の
改
善
｣

と
い
う
政
策
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
の
確
立
に
向

け
、
｢事
前
評
価
｣
｢業
績
測
定
｣
｢プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価
｣

定
達
定

設
標
測

を
目
を

標
、腹

指
し
成艷

纖(マネジメントサイクル)

図10 国土交通省の新政策評価システム

政策目標
　

政策の企画立案

ん
/

[地
球
規
模
の
課
題
に
対
す
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
発
揮
]

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
地
球
規
模
の
課
題
が

様
々
な
領
域
で
顕
在
化
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
国
土
交
通

分
野
で
は
、
I
M
0

(国
際
海
事
機
関
)
、
I
C
A
0

(国
際
民
間
航
空
機
関
)
等
で
調
整
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、

国
土
交
通
の
視
点
を
軸
に
据
え
た
関
係
各
国
の
議
論
が
ま

す
ま
す
求
め
ら
れ
て
お
り
、
国
土
交
通
行
政
を
軸
と
し
た

政
策
形
成
の
た
め
の
新
し
い
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
構
築
に

対
し
、
日
本
が
積
極
的
に
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
し
て

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

[国
土
計
画
の
あ
り
方
の
見
直
し
]

平
成
一
三
年
一
一
月
に
国
土
審
議
会
基
本
政
策
部
会
に

よ
り
、
国
土
計
画
の
新
た
な
役
割
を

｢良
好
な
国
土
の
継

承
へ
の
総
合
的
国
土
管
理
指
針
｣
と
位
置
づ
け
た
中
間
報

告
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
今
後
は
、
同
審
議
会
で
の
検

討
を
踏
ま
え
、
二
一
世
紀
に
向
け
た
新
た
な
要
請
に
応
え

得
る
国
土
計
画
体
系
の
確
立
を
目
指
す
。

[特
殊
法
人
等
改
革
]

一
三
年
三
一月
一
八
日
に
特
殊
法
人
改
革
推
進
本
部
で

決
定
さ
れ
、
翌
一
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

｢特
殊
法
人

等
整
理
合
理
化
計
画
｣
で
は
、
一
六
三
の
特
殊
法
人
及
び

認
可
法
人
を
対
象
と
し
、
事
業
及
び
組
織
形
態
の
見
直
し

内
容
が
個
別
に
定
め
ら
れ
た
、
今
後
は
そ
の
具
体
化
に
向

け
て
積
極
的
な
取
組
み
を
講
じ
、
改
革
が
前
進
す
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

て
効
げ
善

の
下
政
見

　
　　
　

施
を
分
策



一

は
じ
め
に

J
H
で
は
、
昨
年
の
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
、
東

日
本
の
四
支
社
局

(北
海
道
支
社
･
東
北
支
社
･
北
陸
支

社

･
東
京
管
理
局
)
管
内
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

(S

A
)

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

(
P
A
)
に
お
い
て
、
S

A
･
P
A
を
ご
利
用
に
な
ら
れ
た
お
客
様
を
対
象
に
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

(以
下

｢調
査
｣
と
い
い

ま
す
。)
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
約
五
万
件
の

回
答
を
い
た
だ
き
、
七
割
を
超
え
る
お
客
様
が
s
A
･
P

A
の
サ
ー
ビ
ス
に
満
足
感
を
お
持
ち
で
あ
る
と
い
う
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
平
成
三

年
六
月
か
ら
七

月
に
か
け
て
大
都
市
圏

(東
京
一
〇
〇
加
圏
、
名
古
屋
･

大
阪
五
〇
蹴
圏
)
の
S
A
･
P
A
で
、
平
成
三

年
=

月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
西
日
本
の
五
支
社

(中
部
支

社

･
関
西
支
社

･
中
国
支
社

･
四
国
支
社

･
九
州
支
社
)

管
内
の
S
A
･
P
A
で
実
施
し
て
お
り
、
今
回
で
三
回
目

に
な
り
ま
す
が
、
三
回
と
も
七
割
前
後
の
お
客
様
が
満
足

と
い
う
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
(表
1
参
階
霧

こ
こ
で
は
、
今
回
の
調
査
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

二

調
査
の
目
的
"

高
速
道
路
、
一
般
有
料
道
路
の
s
A
･
P
A
に
設
置
さ

れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ガ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
道
路
サ
ー

ビ
ス
施
設
の
占
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
一
〇
月
の
道

表

饑 平成11年度 平成12年度 平成13年度

施
所慈調箇

首都圏･
名古屋･大阪

西日本 東日本

調査期間

鯲増H

14
ト
惣

提
出

協H 1
纖聡

回答数 約3万枚 徽約 鍬約を

の

※

感
ち
様

足
持
客

満

お

お 廳 認 眺
価
均

評合総
平 榔 鯲 親
※5段階評価で5『非常に良い｣又は4『良い』とされたお客様

路
局
長
通
達
の
改
正
で
、
そ
れ
ま
で
の
鰯
道
路
施
設
協
会

に
よ
る
独
占
占
用
が
改
め
ら
れ
、
地
方
公
共
団
体
が
出
資

す
る
公
共
的
団
体

(い
わ
ゆ
る

『第
三
セ
ク
タ
ー
』)
に

も
占
用
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
㈱

道
路
施
設
協
会
も
平
成
一
〇
年
度
に
競
争
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
㈱
道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構
と
鯖
ハ

イ
ウ
ェ
イ
交
流
セ
ン
タ
ー
に
分
割
し
ま
し
た
。

J
H
で
は
、
こ
れ
ら
占
用
主
体
の
多
様
化
に
伴
う
占
用

主
体
間
及
び
S
A
･
P
A
間
の
競
争
に
よ
り
、
お
客
様
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
企
図
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後

よ
り

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

(図
1
参
昭
霧

三

調
査
方
法
、
項
目

調
査
は
、
各
s
A
･
P
A
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
設
置

44 道々テセ 2002.3
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い
ま
し
た
。

ま
た
、
分
析
に
役
立
て
る
た
め
、
お
客
様
の
年
齢

･
性

調
査
項
目
は
s
A
･
P
A
の
総
合
評
価
の
ほ
か
に
、
各

別
、
利
用
人
数
、
高
速
道
路
の
利
用
目
的
、
当
該
S
A
･

サ
ー
ビ
ス
種
別

(清
掃

･
美
化
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

P
A
の
利
用
目
的
、
当
該
S
A
･
P
A
の
利
用
頻
度
、
高

(道
路
案
内
所
)、
休
憩
所

(給
茶
コ
ー
ナ
ー
)
、
レ
ス
ト

速
道
路
の
利
用
頻
度
に
つ
い
て
も
併
せ
て
ご
記
入
い
た
だ

し
、
ご
利
用
に
な
っ
た
お
客
様
に

評
価
に
つ
い
て
ご
記
入
い
た
だ
く

ガ ラ 企 サ い 評 し

国土交通省(本来道路管理者) 梺襄蟄霧君
　　　 　　　　　 　　　　　 　

跡道路 鰍 道路管理者) 益子簑騨 鱗
･占用者の指導･監督

壤
烹 方 S

　 　　　　　　　　　 　
　

　　　 　
　 　　　　　　　 　 　　　 　　 　 　

　 　 　　　 　 　

(鰻人) (飜 ) 鷲 翼 話梺ラ谷 為分

道路占用者
法 A

(道路サービス施設の建設.管理運営)
に ･

o財団法人道路サービス機横 0第三セクター - , A

　　　　　　 　 　　　　　 　 　　 　 　　 　 　れぞ
れ
に
つ
い
て
五
段
階
評
価
で
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま

き
ま
し
た

(表
3
参
照
)。

高
速
道
路
等
の
S
A
･
P
A
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

の こ (
利 用 、 表
用 人 分 證
目 数 析 参
的 、 に 照

営業料納入 営業委託契約

簸 鷁 (お客掾への±産畿讓者等、サービス提供)

　 　 　
　 　 　 　 　　　
　 　 　 　 　　　　

収
益
的
な
サ
ー
ビ
ス

お 客 様

図 1 調査の位置付け

表 2 アンケート調査の内容

サービス区分 アンケート項目

清掃･美化
･トイレはよく清掃されている
･エ労内(屋外、駐車場等)はよく清掃されている
･清掃美化の総合評価

インフオメーション
(道路案内所)

案内所で必要な道路交通情報の入手ができる
係員の応対(迅速きあいさつ態度甥は適切である
･インフォメーションコーナー力助かりやすいところにある
最新の地域情報が提供されている
･インフォメーション(道路案内所)の総合評価

休憩所
(絵茶コーナー)

休憩所はき親、である
休憩所(給茶コーナー)の総合議平価

レストラン

,料理の味が良い
･料理のメニューが豊富である
･料理は待たされずに出される
･価格が適正である
･店員の応対(迅速きあいさつ･態度等)は適切である
･店内はきれいである
･地域性豊かなメニューが揃っている
･レストラン(スナックコーナー)の総合評価

スナックコーナー

サービス区分 アンケート項目

ショッピングコーナー

品質の良い商品が置かれている
･必要な商品がきちんと揃っている
･価格が適正である
･店員は適切に接客(あいさつ･態度等)している
･店内まきれいである
･地域性豊かな商品が置かれている
･ショッピングコーナーの総合評価

ガスステーション
(給油所)

･店員の応対(迅速さ･あいさつ･態度等)は適切である
･ガスステーション(給油所)の総合評価

当サービスエリアの
セールスポイント

各サービスエリア榊増己入
(剛ボリューム満点の日替わりランチ

当サービスエリ7の
全体の組合評価

当該サービスエリアを全体的lこみた評価

当サービスエリアの
建物設備等

建物が新しく好感がもてる
･施設のレイアウトの使い勝手がよい
建物は十分なスペースが確保されている

お客様の属性
年齢、性別、ご同行者、高速道路のご利用目的、当該SAのご

利用目的･ご利用経験、高速道路のご利用頻度

浦々 〒セ 20023 46
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櫛

纖

　

　

　

5

｣

｣
“

△□

饑

口3 r普通｣ 口2 ｢悪い｣磨
け巨常に良も、｣圏4｢良い一

;
贓灯非常に悪い｣

グラフ I(平成13年度総合評価結果)

70% 80% 90% 100%

-
、

融5｢非常に良い｣圏4 ｢良い｣□3 ｢普通｣口2 ｢悪い｣圏 =非常に悪い｣

グラフロ(各種サービス種別ごとの評価結果)

　
　

　

　

　

4

郷
離
郷
｣斑

猟

　　

　
　
　
　　

　

　

　

　

四

調
査
結
果
概
要

1

総
合
評
価

当
該
s
A
･
P
A
の
総
合
評
価
に
つ
い
て
、
五
段
階
評

価
で
五

『非
常
に
良
い
』
又
は
四

『良
い
』
と
さ
れ
た
お

客
様
を
満
足
感
を
お
持
ち
の
お
客
様
と
し
、
そ
の
割
合
を

集
計
し
た
と
こ
ろ
全
体
の
七
三
･
0
%
で
あ
り
、
評
価
の

平
均
は
三
･
九
一
で
し
た

(グ
ラ
フ
I
参
昭
霧

昨
今
、
J
H
、
高
速
道
路
に
対
す
る
世
間
の
目
が
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
調
査
に
関
し
て
は
、
多
く

の
お
客
様
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
言
え
ま

す
。 表3 回答者属性

端
19歳以下 代幻 30‘t 40代 I 60代 I鋤歳以上
4
,
3 % 203 %

働 雑 姓
70
,
4 % 29

.
6 %

利用人数 椣 簸 クアトプ

399 % 334 % 267 %

“路
露
的
“

道
目

“速
用

高
利

徽 皹 その他
372 % 43

,
1 % 鰡

"的

PI
日H

A
用
…

S
れ利

彬 楓 鱒 物LY胃
〔 猟繃

183 % 22
,
3% 郷 鰡

.

度

S

A
鮪
“

該
P
用
…

当
-

“制
…

初めて 彰 纖 射

鸚 饑 郷 鰯
酪
三
度

蒲
梓
旗

漆
櫟
用

-向
翻利

週1回以上 月1回以上 鰤 猟23
,
7% 32

.
6 % 沸 鰡

2

各
サ
ー
ビ
ス
種
別
の
評
価

各
サ
ー
ビ
ス
種
別
評
価
は
次
の
と
お
り
で
し
た

(グ
ラ

フ
□
参
照
)。

･
清
掃

･
美
化

満
足
感
を
お
持
ち
の
お
客
様
の
割
合
は
七
六

･

九
%
、
評
価
の
平
均
は
四
･
0
四
で
あ
り
、
全
て
の
サ

ー
ビ
ス
項
目
の
中
で
最
高
の
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

･
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

(道
路
案
内
所
)

満
足
感
を
お
持
ち
の
お
客
様
の
割
合
は
七
二

･

一
%
、
評
価
の
平
均
は
三
･
九
五
で
し
た
。

評
価
の
高
い
細
項
目
は
『必
要
な
交
通
情
報
の
入
手
』

で
し
た
。

′
.

′

･
休
憩
所

(給
茶
コ
ー
ナ
ー
)

満
足
感
を
お
持
ち
の
お
客
様
の
割
合
は
七
四

･

三
%
、
評
価
の
平
均
は
四
･
0
0
で
し
た
。

,
レ
ス
ト
ラ
ン

満
足
感
を
お
持
ち
の
お
客
様
の
割
合
は
六
四

･

三
%
、
評
価
の
平
均
は
三
･
七
六
で
し
た
。

評
価
の
高
い
細
項
目
は

『店
内
の
き
れ
い
さ
』、
『店

員
の
対
応
』
で
あ
り
、
比
較
的
評
価
の
低
い
細
項
目
は
、

“

『価
格
の
適
正
さ
』
、
『料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
の
豊
富
さ
』

2

で
し
た
o

砕

,
ス
ナ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

箔

満
足
感
を
お
持
ち
の
お
客
様
の
割
合
は
六
五

･

4 6



七
%
、
評
価
の
平
均
は
三
･
八
〇
で
し
た
。

評
価
の
高
い
細
項
目
は
レ
ス
ト
ラ
ン
と
同
様
、
『店

内
の
き
れ
い
さ
』、
『店
員
の
対
応
』
で
あ
り
、
比
較
的

評
価
の
低
い
細
項
目
は

『料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
の
豊
富

さ
』、
『地
域
性
豊
か
な
メ
ニ
ュ
ー
』
で
し
た
。

･
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

満
足
感
を
お
持
ち
の
お
客
様
の
割
合
は
六
三

･

五
%
、
評
価
の
平
均
は
三
･
七
六
で
し
た
。

評
価
の
高
い
細
項
目
は

『店
内
の
き
れ
い
さ
』、
『店

員
の
対
応
』
で
あ
り
、
比
較
的
評
価
の
低
い
細
項
目
は

『価
格
の
適
正
さ
』、
『品
揃
え
』
で
し
た
。

･
ガ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(給
油
所
)

満
足
感
を
お
持
ち
の
お
客
様
の
割
合
は
六
六

･

八
%
、
評
価
の
平
均
は
三
･
八
八
で
し
た
。

全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、
清
掃

･
美
化
、
イ
ン
フ
ォ
〆

ー
シ
ョ
ン
、
休
憩
所
の
三
項
目
で
七
割
を
超
え
る
お
客
様

か
ら
満
足
で
き
る
と
い
う
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。

一
方
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ス
ナ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
、
ガ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
総
合
評

価
の
満
足
度
七
三
･
0
%
に
比
べ
て
概
ね
一
○

･
0
ポ
イ

ン
ト
ほ
ど
低
い
評
価
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
か
ら
、
お
客
様
は
、
対
価
を
伴
わ
な
い
公
益

的
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
清
掃

･
美
化
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
、
休
憩
所
に
比
べ
て
、
対
価
を
伴
う
収
益
的
な
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ス
ナ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
、
ガ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、

若
干
辛
目
の
評
価
を
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
も
の
と
言
え
ま

す
。ま

た
、
各
項
目
が
当
該
S
A
･
P
A
の
総
合
評
価
に
影

響
を
与
え
る
度
合
い
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
総
合
評
価
に

影
響
を
与
え
る
度
合
い
の
強
い
項
目
は
、
サ
ー
ビ
ス
種
別

で
は
ス
ナ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
、

さ
ら
に
そ
の
細
項
目
で
は

『店
内
の
き
れ
い
さ
』、
『店
員

の
応
対
』
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

業
の
基
本
で
あ
る
店
内
の
清
掃
、
接
客
の
重
要
性
が
s

A

･
P
A
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
が

言
え
ま
す
。

一
方
で
、
『建
物
の
新
し
さ
』、
『建
物
の
広
さ
』
が
総

合
評
価
に
影
響
を
与
え
る
度
合
は
、
他
の
項
目
に
比
べ
て

弱
い
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
調
査
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
調
査
目
的
が
S
A
･
P
A
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
票
に
は
、
S

A
･
P
A
の
立
地
環
境

宣
泉観
や
施
設
の
新
し
さ
、
広
さ
)

に
つ
い
て
は
考
慮
せ
ず
に
評
価
す
る
よ
う
記
載
し
て
い
た

の
で
す
が
、
実
際
、
お
客
様
が
純
粋
に
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
評
価
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

3

回
答
者
属
性
別
の
評
価

回
答
者
属
性
ご
と
の
総
合
評
価
の
傾
向
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

女性のお客様の評価が、男性のお客様

の評価に比べて高い傾向が見られまし

た

性別区分

年齢
五○歳以上のお客様の評価が、それ以下の年齢層のお

客様の評価に比べて高い傾向が見られました。
この種の調査では、高年齢層のお客様の評価が若年齢

層のお客様の評価に比べて高くなる傾向があるようです

が、本調査でも同様の結果となりました。

全区分平均三

年齢区分

9磁
◇ふ

も
箏
蓼

ごo
箏
ふ

も
箏ふ

も
箏る

%
墾“

で

道行セ 2002.3 4 7



ご利用人数別評価

ち
も

食

,

o

飲
し

た

的

卜

ま

　
　

　
　
　

用

自

用

的

ら

利

用

利

目

見

＼
ィ

と

利
の

用

が

当該 S A ･ P A の利用目的が飲食 ･買い物 ･給油のお

客様の評価が、利用目的がトイレ ･休憩のお客様の評価

に比べて高い傾向が見られました。

･当該S A ･ P A の利用目的

　

　
　

紛

s

該

全

該

当

当該SA ･PAの利用目的別評価

て

%

楓に

度

頻

%

分

頻
臟

弩

駆

用

利

戟

自

利
の高速道路の利用頻度に関して

は特段の傾向は見られませんで

･高速道路の利用頻度

当該SA ･PAの利用目的区分

　
　

道

の

速

段

o

高

特

た

ま

し

バを

五

お
わ
り
に

,
調
査
結
果
の
活
用

一

三
ヵ
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
合
計
約
三
一万
人
の

鰯

お
客
様
に
S
A
･
P
A
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
評
価
し
て

鎚

い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
約
七
割
の

･当該S A ･ P A の利用頻度

当該 S A ･ P A を利用される頻度の高

いお客様の評価が、利用される頻度の低

いお客様の評価に比べて高い傾向が見ら

　
　
　
　
　

該

客

客

し

一

当

お

お

ま

鞠

い

い

れ

分区全

当該S A ･PAの利用頻度別評価

当該S A ･P A の利用頻度区分

も
ち　

も

お
客
様
が
満
足
感
を
お
持
ち
で
あ
る
と
い
う
と
い
う
結
果

が
出
た
こ
と
は
、
J
H
と
し
て
は
非
常
に
高
い
評
価
を
い

た
だ
い
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
調
査
結
果
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
く

と
、
今
後
重
点
的
に
改
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

項
も
見
え
て
き
ま
す
。

例
え
ば
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
毎
の
評
価
で
は
、
対
価
を
伴

う
収
益
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
飲
食

･
買
い
物
等
に
対
す

鰍　

る
評
価
が
比
較
的
低
い
こ
と
は
先
程
ご
紹
介
し
た
と
お
り

う

で
す
が
･

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
･

お
客
様
の

斜

s
A
･
P
A
の
利
用
目
的
別
に
分
析
し
ま
す
と
、
飲
食
目

漕

的
の
お
客
様
の
レ
ス
ト
ラ
ン

･
ス
ナ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
に
対

ゑ

高速道路の利用目的別評価

金区分平均｢

高速道路の利用目的区分

高速道路のご利用目的

高速道路の利用目的が観光のお客様の評

価が、利用目的が仕事のお客様の評価に比

べて高い傾向が見られました。

ご利用人数

家族連れのお客様の評価が、 お一人、 グループのお

客様の評価に比べて高い傾向が見られました。



表 4 当該S A ･ P A の利用目的別評価

サービス種別
当該S A ･P Aの利用目的

トイレ 燻 鯰 買い物 油給 その他

総合評価 Û QUA
、
仔
き

、滋ゞ
kg
r

Û
こ
さ

^、
^̂レ函^

＼〆

〉
qy にU

清掃･美化 ワーA 11 n乙 QU 41 RU

インフオメーション 〆̂〉▲ 4マ
、

n〕 鴬 ▲13 RU
▲

休憩所 qし▲ りの Û

･

12 15▲ OO

レストラン △10 AU▲ " にU “▲ 14▲

スナックコナー ▲10 4驫▲ 磁気
0〉 15▲ OY

ショッピングコーナー ]̂〉
▲ QU▲ QJ

元
離
さ

k̂
′
′

↓̂

＼
ゞ

^

′弍

RU▲ 0〉

ガスステーション A 13 12▲ 14▲ ワー▲ れ RUA

セールスポイント QJA り"A り‘ 16 聡▲ QO

例 :当該S A ･P Aの利用目的が買い物のお客様のショッピングコーナーの評価
『19』は、全体の平均より0 . 19ポイント高く、ガスステーションの評価『A 7』は、
全体の平均より0 .07ポイント低いことをあらわす。

す
る
評
価
、
ま
た
、
買
い
物
目
的
の
お
客
様
の
シ
ョ
ッ
ピ

目
的
で
s
A
･
P
A
を
利
用
し
た
い
と
思
わ
せ
る
こ
と
、

ン
グ
コ
ー
ナ
ー
に
対
す
る
評
価
は
全
体
の
平
均
に
比
べ
て

そ
の
た
め
に
は
、
高
速
道
路
を
利
用
さ
れ
る
お
客
様
に
広

高
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
お
客
様
の
当
該
s
A
･
P

く
飲
食

･
物
販
施
設
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
重

A
に
対
す
る
総
合
評
価
も
平
均
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い

要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
す
。
(表
4
網
掛
部
参
照
)

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
貴
重
な
ご
意
見
を
お
寄

こ
の
こ
と
か
ら
、
S
A
･
P
A
の
評
価
を
高
め
る
た
め

せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
お
客
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

に
は
、
飲
食

･
物
販
施
設
の
魅
力
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら

の
ご
意
見
を
活
か
し
て
、
J
H
は
占
用
者
、
営
業
者
と
協

な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ト
イ
レ
、
休
憩
等
の
目
的

力
し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

で
s
A
･
P
A
を
利
用
さ
れ
る
お
客
様
に
飲
食
、
買
い
物

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



平成雌隼鷹 r遭職ふれあい月間｣
推進標語を募集します【

国土交通省では、 毎年 8月を ｢道路ふれあい月間｣ として、 道路の正しい利用や
道路愛護思想の普及に努めていますが、 この行事の一環として、 昨年に引き続き、
平成14年度 ｢道路ふれあい月間｣ 推進標語を広く一般から募集します。
道路は、 生活の向上と経済の発展に欠くことのできない国民共有の、 つまりあな

たの財産です。 そこで、 国民の皆さん一人一人に、 道路の役割をより一層理解して
頂くことによって、 道路を安全に維持し、 あなたの子孫に受け継いでいくことを目
的にしています。
推進標語は ｢道路は国民共有の、 つまりあなたの財産です。〈みんなが道路と親

しみ、 ふれあい、 常に広く、 美しく、 安全に、 共に楽しく利用しましょう〉｣ をテ
ーマに、 下記の募集要領により広く募集しますので、 奮ってご応募ください。

《募 集 要 領》
(1) 応募方法

官製ハガキに標語 1点と、 氏名、 住所、 電話番号、 性別、 年齢、 職業 〔一般 ･学生
(高校生以下) 別〕を記入して郵送してください。
宛先ノテ 10 2 - 0 0 8 2

東京都千代田区一番町10番6号 一番町野田ビル5階
道路広報センター
平成14年度 ｢道路ふれあい月間｣ 推進標語募集係 あて

なお、 インターネットでも募集を受け付けています。 ホームページの場所(U R L)は
h ttp :// w w w .a rc h ite c tu re jp /h y o u g o / です。

(2 ) 応募期間
平成14年3月3 1日 (日) まで (当日必着)

(3 ) 発表方法
｢道路ふれあい月間｣ 前に入賞者には直接通知するとともに機関誌等に掲載します。

(4 ) 賞
最優秀賞 (国土交通大臣賞) 1点
優 秀 賞 (国土交通省道路局長賞) 一般2点 ･学生2点
佳 作 (審査員奨励賞) 一般2点 ･学生2点

(5) 問合せ先
国土交通省道路局道路交通管理課 te l0 3一5 2 5 3 一8 1 1 1 1 (内線 :3 7 4 2 3 )

応募作品は、 プロデューサーの残間里江子さん、 元オリンピック ･バドミントン選手の
陣内貴美子さん、 放送作家 ･コラムニストの山田美保子さん、 俳優の渡辺文雄さんの審査
員によって厳正に審査されます。 その結果、 最優秀賞 1点、 優秀賞一般 2 点 ･学生 2 点、
佳作一般 2 点 ･学生 2 点が選定され、 ｢道路ふれあい月間｣ 期間中に道路情報板、 垂れ幕
等で活用させていただきます。
なお、最優秀賞 (国土交通大臣賞)、優秀賞 (国土交通省道路局長賞) 及び佳作 (審査

員奨励賞) を受賞された方には賞状と盾並びに副賞を授与します。

〈副 賞〉
* 最優秀賞 (国土交通大臣賞) D V D プレーヤー
* 優秀賞 (国土交通省道路局長賞) デジタルカメラ
* 佳作 (審査員奨励賞) カメラ

◇この機会にあらためて、道路の重要性をみんなで考えてみましょう◇



平成14年度社会実験実施地域の公募について

国土交通省道路局は、 道路に関する新しい施策について、 場所と期間を限

定して試行 (実験)し、 地域の方々に参加頂きながら、 施策を本格導入するか

杏かの判断材料を得るため、 平成14年度の社会実験実施地域を公募します。

◎実験内容の条件 :

実験内容は以下の要件を満たすことが必要です。
* 道路の整備や利用、 管理に関する施策であること

* 新規性 ･先進性が認められる施策であること
* 実験を実施する地域以外にも適用が可能で、 その効果が期待できること

* 現行の法令、 その他諸制度の範囲内で実験実施が可能なもの

⑭申請資格 :

申請に当たっては、 申請時点において国土交通省道路局とともに実施主体と

して実験を実施することが可能な以下の条件を満たす団体、 組織を対象としま

す。
地方公共団体等 (含む一部事務組合、広域連合)

施策に関連する地方公共団体とともに実験を実施することが可能な特定非営利

活動促進法 (N P O法) に基づく団体

渋滞対策協議会などの公的な任意団体 (ただし、施策に関連する地方公共団体

が構成員に含まれること)

◎申請期間 :

平成14年 4月 1曰 く月) ~ 26日 (金)

◎申請方法
所定の申請様式に記入し、 所管の地方整備局等で実験概要について説明のうえ、 提出

してください。
なお、 公募要領、 申請様式、 提出先等詳細は、 国土交通省道路局社会実験ホームペー

ジをご覧下さい。

国土交通省道路局社会実験ホームページ

h ttp :/ / w w w .m lit.g o .jp / r o a d / d e m o p r o / in d e x .h t m

問合せ先 :国土交通省道路局地方道･環境課地域道路調整室 課長補佐 奥村 康博

国土交通省道路局企画課道路経済調査室 課長補佐 多田 智

T e l:03‐5253‐8 111(内線38‐272) / 03‐5253‐8498 (直通)

道行セ 2002.3 5 Z



へ
A
係
長
と
新
人
B
係
員
の
会
話
〉

B

…係
長
、
最
近
、
私
の
友
人
が
道
路
で
事
故
を
起
こ
し

て
、
つ
い
で
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
損
傷
し
ち
ゃ
っ
て
、

道
路
管
理
者
か
ら

｢原
因
者
負
担
金
｣
の
支
払
請
求
と

い
う
の
を
受
け
た
ら
し
い
ん
で
す
。
で
も
、
本
人
は
、

｢事
故
は
自
分
の
責
任
じ
ゃ
な
い
。
前
の
車
が
急
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
た
か
ら
、
慌
て
て
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
た
ん

だ
。
そ
れ
な
の
に
、
過
失
の
認
定
も
ち
ゃ
ん
と
し
な
い

で
、
一
方
的
に

『原
因
者
負
担
金
』
な
る
も
の
を
請
求

す
る
な
ん
て
、
ち
ょ
っ
と
横
暴
だ
よ
｣
と
主
張
し
て
い

ま
す
。
た
し
か
に
、
道
路
法
の
第
五
十
八
条
に
は

｢原

因
者
負
担
金
｣
の
規
定
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
場
合

で
も
負
担
金
を
課
す
こ
と
は
適
切
な
の
で
し
ょ
う
か
。

A

…道
路
法
第
五
十
八
条
は
、
い
わ
ゆ
る

｢原
因
者
負
担

金
｣
に
関
す
る
規
定
だ
ね
。

｢原
因
者
負
担
金
｣
は
、
第
三
者
が
道
路
に
関
す
る

工
事
の
施
工
又
は
維
持
の
必
要
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に

は
、
そ
の
費
用
は
当
該
第
三
者
が
負
担
す
る
と
い
う
制

度
の
こ
と
を
い
う
ん
だ
よ
。

本
来
、
道
路
の
管
理
に
要
す
る
費
用
は
、
道
路
管
理

者
が
負
担
す
る
の
が
原
則
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
他
の

工
事
又
は
他
の
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
場

合
に
は
、
そ
の
費
用
を
当
該
工
事
又
は
行
為
を
行
っ
た

者
に
負
担
さ
せ
る
の
が
衡
平
の
観
点
か
ら
適
切
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

B

…わ
か
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
第
五
十
八
条
の

規
定
の
中
で
は
、
原
因
者
の
故
意
又
は
過
失
を
要
件
と

し
て
い
ま
せ
ん
。
僕
の
友
人
は
、
過
失
の
認
定
を
せ
ず

負
担
金
を
課
す
の
は
不
当
で
は
な
い
か
、
と
主
張
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
主
張
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す

か
。

A

"
そ
こ
が
問
題
な
の
だ
ね
。
原
因
者
負
担
金
制
度
は
衡

平
の
原
則
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
キ
ミ
が
指
摘
し
た

よ
う
に
道
路
法
第
五
十
八
条
の
規
定
中
に
は
、明
文
上
、

故
意

.
過
失
を
必
要
と
し
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、

実
務
上
、
故
意

･
過
失
の
判
断
は
極
め
て
難
し
い
こ
と

等
か
ら
、
原
則
的
に
は
原
因
者
負
担
金
制
度
は
無
過
失

責
任
の
制
度
と
さ
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。

B

…た
し
か
に
、
交
通
事
故
に
お
け
る
故
意

･
過
失
の
認

定
は
と
て
も
難
し
い
で
す
よ
ね
。
で
も
、
ど
ん
な
場
合

で
も
故
意

･
過
失
を
問
わ
ず
負
担
金
を
課
さ
れ
る
と
い

う
の
も
酷
な
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

A

"そ
う
だ
ね
。
原
因
者
負
担
金
制
度
が
｢衡
平
の
原
則
｣

に
よ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
例
え
ば
、
ト
ン
ネ
ル
内
の

火
災
な
ど
の
よ
う
に
莫
大
な
損
害
を
も
た
ら
し
、
原
因

者
に
無
過
失
責
任
を
課
す
こ
と
が
社
会
的
妥
当
性
を
欠

く
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
該
損
害
と
原
因
と
な
っ
た
行

為
と
の
相
当
因
果
関
係
を
厳
格
に
解
す
る
な
ど
に
よ

り
、
原
因
者
へ
の
負
担
金
の
金
額
が
社
会
的
に
妥
当
な

範
囲
内
で
発
せ
ら
れ
る
よ
う
に
運
用
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ

う
ね
。

B
“
そ
れ
か
ら
、
私
の
友
人
は
、
事
故
の
原
因
は
、
そ
も

そ
も
前
の
車
の
急
ブ
レ
ー
キ
に
よ
る
も
の
だ
、
と
主
張

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
ど
う
し
て
、
原
因
者
負

担
金
の
全
額
が
私
の
友
人
に
課
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

A

…
そ
れ
は
ね
、
さ
き
ほ
ど
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
道
路

管
理
者
が
事
故
の
過
失
割
合
の
認
定
を
行
う
と
い
う
の

は
非
常
に
困
難
な
こ
と
だ
よ
ね
。
だ
か
ら
、
原
因
者
負

担
金
を
課
す
に
あ
た
っ
て
は
、
基
本
的
に
は
直
接
の
損

傷
者
に
対
し
て
課
す
こ
と
と
し
、
後
は
内
部
求
償
で
処

理
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
よ
。

B

…
つ
ま
り
、
私
の
友
人
は
、
原
因
者
負
担
金
を
支
払
っ

た
上
で
、
他
の
原
因
者
に
対
し
て
過
失
の
割
合
に
応
じ

遭
朧
法
令
鬮
饌
黛
驫
A

原
因
者
負
担
金
っ
て
何
?



て
求
償
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

A

…
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ね
。
ま
た
、
実
務
上
は
、
例

え
ば
直
接
損
傷
者
が
行
方
不
明
で
あ
る
な
ど
直
接
損
傷

者
に
負
担
金
を
課
す
こ
と
が
事
実
上
困
難
で
あ
る
場
合

に
は
、
損
傷
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る

他
の
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
原
因
者
負
担
金
を
課

す
こ
と
も
あ
る
ん
だ
よ
。

B

"係
長
、
も
う
一
点
。
私
の
友
人
は
、
課
さ
れ
た
金
額

が
あ
ま
り
に
高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
主
張
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
損
傷
し
た
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
設

置
か
ら
も
う
何
十
年
も
経
っ
て
い
る
の
に
、
減
価
分
が

考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

A

…そ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
原
因
者
負
担
金
の
趣

旨
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
原
因
者
負
担
金

制
度
は
、
価
値
の
復
元
の
た
め
の
制
度
で
は
な
く
、
機

能
の
復
旧
の
た
め
の
制
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
た
と
え
老
朽
化
し
て
い
る
も
の
で
も
、
機
能
復
旧

に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
負
担
さ
せ
て
も
よ
い
と
さ

れ
て
い
る
の
だ
よ
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
当
該
金
額
が

社
会
通
念
上
妥
当
な
範
囲
で
あ
る
限
り
、
と
い
う
こ
と

だ
け
れ
ど
ね
。

B

"な
る
ほ
ど
、
原
因
者
負
担
金
制
度
は
、
通
常
の
民
事

上
の
不
法
行
為
責
任
と
は
か
な
り
異
な
る
も
の
な
ん
で

す
ね
。

A

…
そ
う
だ
ね
。
原
因
者
負
担
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
道

路
法
の
よ
う
な
公
物
管
理
法
に
特
有
の
部
分
が
あ
る
、

と
い
え
る
の
だ
ろ
う
ね
。
キ
ミ
の
友
人
に
も
よ
ろ
し
く

説
明
し
て
お
い
て
ね
。

道路法 (昭和二十七年六月十日法律第百八十号)

(原因者負担金)
第五十八条 道路管理者は、 他の工事又は他の行為により必要を生じた道路に関する工

事又は道路の維持の費用については、 その必要を生じた限度において、 他の工事又

は他の行為につき費用を負担する者にその全部又は一部を負担させるものとする。
2 前項の場合において、 他の工事が河川工事であるときは、 道路に関する工事の費用

については、 河川法第六十八条の規定は、 適用しない。
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浄
化
槽
の
占
用
許
可

宅
の
3
)

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

う
ー
ん
、
ま
あ
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
設
置
形
態
が
異

な
る
だ
ろ
う
け
ど
、
浄
化
槽
の
場
合
、
そ
の
構
造
の
す

べ
て
が
道
路
の
地
下
部
分
を
占
用
し
た
り
、
大
型
車
の

通
行
が
頻
繁
な
車
道
の
地
下
部
分
を
占
用
し
た
り
す
る

こ
と
は
あ
ま
り
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
こ
ま
で
の
強
度

を
求
め
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
と
も
思
わ
れ
る
け
ど

ね
。
確
か
、
下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
に
つ
い
て

も
、
そ
の
主
な
使
用
場
所
が
、
道
路
一
般
で
あ
る
か
歩

道
又
は
大
型
車
の
交
通
の
少
な
い
道
路
で
あ
る
か
等
に

よ
っ
て
試
験
荷
重
が
異
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
。

じ
ゃ
あ
、
次
は

｢工
事
実
施
の
方
法
｣
(第
五
号
)

だ
ね
。

坂
上
係
員

工
事
実
施
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
施
行
令
第

一
五
条
で
す
よ
ね
。

浄
化
槽
の
設
置
工
事
は
、
掘
削
工
事
を
伴
う
上
に
、

通
常
、
一
〇
日
か
ら
二
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
か
ら
、

坂
上
係
員

あ
、
課
長
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
日
、
あ
の
後
、
下
水
道
の
担
当
者
に
聞
い
た
ん
で

す
け
ど
、
下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
に
つ
い
て
は
、

道
路
上
の
空
間
に
架
け
ら
れ
た
小
さ
な
橋
と
考
え
ら
れ

(注
)

る
た
め
、
試
験
荷
重
を
道
路
構
造
令
や
道
路
橋
示
方
書

に
準
拠
し
て
設
計
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
具
体

的
に
は
、
設
計
自
動
車
荷
重
は
二
五
t
f
と
定
め
ら
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
浄
化
槽
に
つ
い
て
も
、
道
路
の
地
下

に
埋
設
す
る
以
上
、
自
動
車
等
の
荷
重
に
対
し
て
安
全

な
よ
う
に
浄
化
槽
の
強
度
を
確
保
す
る
か
、
そ
れ
相
応

の
防
護
措
置
を
講
じ
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

(注
)
道
路
構
造
令
第
三
五
条
第
二
項

渡
邊
課
長

(二
日
酔
い
で
頭
が
痛
い
の
に
、
い
き
な
り
朝
か
ら

キ
ツ
イ
な
あ
。
)

○

道
路
の
一
側
を
常
に
通
行
で
き
る
状
態
に
し
て
お

く
、こ
、と
0

0

工
事
現
場
に
は
、
さ
く
又
は
お
お
い
を
設
け
、
夜

間
は
赤
色
灯
又
は
黄
色
灯
を
つ
け
る
な
ど
交
通
の
危

険
防
止
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

が
必
要
で
す
ね
。

渡
邊
課
長

う
ん
、
そ
の
他
に
道
路
法
施
行
令
第

一
五
条
の
二

(埋
設
物
件
の
あ
る
場
所
等
に
お
け
る
占
用
工
事
の
実

施
方
法
)
や
道
路
法
施
行
規
則
第
四
条
の
四
の
四

(道

路
を
掘
削
す
る
場
合
に
お
け
る
工
事
実
施
の
方
法
)
は

忘
れ
て
な
い
か
な
。

坂
上
係
員

浄
化
槽
を
埋
設
し
よ
う
と
す
る
場
所
に
ガ
ス
管
等
が

埋
設
さ
れ
て
い
る
場
合
の
安
全
対
策
で
す
ね
。そ
れ
と
、

掘
削
面
積
は
、
当
日
中
に
復
旧
可
能
な
範
囲
と
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
よ
う
に
当
日
中
に
埋

め
戻
す
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
覆
工
を
施
す
等
の
方

法
に
よ
り
交
通
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
措
置
さ
せ
る

か
、
交
通
量
に
照
ら
し
て
支
障
な
い
場
合
は
、
常
設
作

業
帯
を
設
け
さ
せ
る
等
の
措
置
を
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
ね
。

渡
邊
課
長

｢工
事
の
時
期
｣
(第
六
号
)
に
つ
い
て
は
ど
う
か

た
ち

坂
上
係
員
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工
事
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
施
行
令
第
一
六

条
だ
か
ら
、
他
の
工
事
と
の
調
整
や
交
通
の
状
況
等
に

よ
っ
て
工
事
の
時
間
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
よ
ね
。

渡
邊
課
長

う
ん
。
そ
れ
か
ら
、
道
路
の
占
用
に
関
す
る
掘
削
等

の
工
事
の
実
施
の
方
法
や
工
事
の
時
間
に
つ
い
て
は
、

(注
こ

通
達
が
出
て
い
る
の
で
そ
れ
を
参
考
に
す
る
と
い
い
か

も
し
れ
な
い
ね
。
た
だ
、
こ
の
通
達
で

｢交
通
の
実
態

に
即
し
た
工
事
時
間
の
選
定
｣
と
言
っ
て
い
る
の
は
、

工
事
を
必
ず
夜
間
に
限
定
し
な
さ
い
と
い
う
趣
旨
で
は

な
い
こ
と
に
注
意
し
な
い
と
い
け
な
い
。
ま
あ
、
浄
化

槽
の
設
置
だ
と
住
宅
等
に
面
し
た
道
路
だ
ろ
う
か
ら
、

逆
に
夜
間
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
け
ど
ね
。

そ
れ
と
、
道
路
で
工
事
や
作
業
を
す
る
場
合
、
道
路

(注
2
)

交
通
法
に
基
づ
い
て
、
警
察
署
長
か
ら

｢道
路
使
用
許

可
｣
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
る
よ
ね
。

坂
上
係
員

は
い
。
だ
か
ら
、
道
路
法
第
三
二
条
第
五
項
で
、
道

路
占
用
許
可
に
係
る
行
為
が
道
路
交
通
法
第
七
七
条
第

一
項
の
規
定
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
警
察
署

長
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

あ
、
そ
れ
か
ら
、
道
路
占
用
許
可
と
道
路
使
用
許
可

の
両
方
が
必
要
な
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申
請
書
の
提
出

(注
)

を
ど
ち
ら
か
の
窓
口
を
経
由
し
て
行
え
る
ん
で
す
よ
ね
。

渡
邊
課
長

う
ん
。
通
常
、
警
察
で
は
、
道
路
使
用
許
可
基
準
の

中
で
作
業
帯
や
作
業
時
間
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
の

で
、
警
察
署
と
も
よ
く
協
議
し
て
決
め
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。

坂
上
係
員

分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
回
、
浄
化

槽
を
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
道
路
の
状
況
や
工
事
実

施
の
方
法
を
考
慮
し
て
決
め
る
必
要
も
あ
り
そ
う
な
の

で
、
明
日
、
△
△
警
察
署
の
交
通
課
に
よ
く
話
を
聞
い

て
み
ま
す
。

渡
邊
課
長

次
に
、
｢道
路
の
復
旧
方
法
｣
(第
七
号
)
に
つ
い
て

　　　
　

坂
上
係
員

道
路
の
復
旧
方
法
は
、
掘
削
土
砂
を
埋
め
戻
す
場
合

は
、
後
で
陥
没
等
が
生
じ
な
い
よ
う
に
確
実
に
し
め
固

め
る
こ
と
が
必
要
で
、
掘
削
土
砂
を
そ
の
ま
ま
埋
め
戻

す
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
場
合
は
、
土
砂
を
入
れ
換
え

た
り
し
て
埋
め
戻
す
必
要
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

渡
邊
課
長

そ
う
す
る
と
掘
削
土
砂
を
そ
の
ま
ま
埋
め
戻
す
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
、
い
わ
ゆ
る
発
生
土
の
利
用
の
基

準
が
あ
る
と
い
い
ね
。

坂
上
係
員

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
平
成
六
年
に
当
時
の
建
設
省
技

(注
)

術
調
査
室
か
ら
基
準
が
出
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
参
考

に
す
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
け
ど
。

渡
邊
課
長

な
る
ほ
ど
。

ま
、
政
令
等
で
定
め
ら
れ
て
い
る
許
可
基
準
適
合
性

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
内
容
に
合
う
よ
う

に
す
れ
ば
O
K
じ
ゃ
な
い
か
な
。

安
藤
係
員

あ
の
ー
、
話
の
途
中
す
み
ま
せ
ん
が
、
坂
上
さ
ん
に

浄
化
槽
の
占
用
の
こ
と
で
中
村
さ
ん
と
い
う
方
が
相
談

に
来
て
い
ま
す
け
ど
。

渡
邊
課
長

中
村
さ
ん
が
来
た
よ
う
だ
ね
。
じ
ゃ
、
今
ま
で
の
こ

と
が
分
か
れ
ば
も
う
大
丈
夫
だ
よ
。

坂
上
係
員

は
い
。
頑
張
っ
て
き
ま
す
。

(こ
の
頃
終
わ
り
)

(注
1
)
｢道
路
の
掘
り
返
し
の
規
制
に
つ
い
て
｣
(昭
和
三

五
年
五
月
二
三
日
付
け
道
発
第
二
二
0
号
)
等

(注
2
)
道
路
交
通
法
第
七
七
条
第
一
項

(注
)
道
路
法
第
三
二
条
第
四
項
、
道
路
交
通
法
第
七
八
条

第
二
項
。

上
記
法
令
の
ほ
か
、
｢道
路
占
用
許
可
申
請
が
提
出
さ

れ
た
際
の
取
扱
い
に
つ
い
て
｣
(平
成
七
年
三
月
三
〇
日

付
け
建
設
省
道
政
発
第
四
九
号
)
を
参
照
。

(注
)
｢発
生
土
利
用
利
用
基
準

(案
)
に
つ
い
て
｣
(平
成

六
年
七
月
二
〇
日
付
け
建
設
省
技
調
発
第
一
七
三
号
)



〔二
審
〕

一
審
判
決
と
同
旨

3

判
決
の
ポ
イ
ン
ト

①

被
告
群
馬
県
の
瑕
疵
の
有
無
に
つ
い
て

ア

本
件
道
路
脇
部
分
の
通
常
の
用
途
と
の
関
係

本
件
事
故
現
場
の
道
路
は
、
片
側
一
車
線
、
幅
員

各
三
メ
ー
ト
ル
の
県
道
で
交
通
量
が
多
い
こ
と
か

ら
、
自
転
車
通
行
者
が
原
告
と
同
じ
進
行
方
向
に
直

進
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
車
道
で
は
な
く
、
本

件
道
路
脇
部
分
を
通
行
す
る
場
合
が
多
い
が
、
道
路

構
造
令
上
、
本
件
道
路
脇
部
分
の
舗
装
部
分
は
専
ら

歩
行
者
の
通
行
の
用
に
供
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る

道
路

(歩
道
)
に
当
た
り
、
道
路
交
通
法
上
、
自
転

車
の
通
行
が
許
さ
れ
な
い
場
所
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
未
舗
装
部
分
に
つ
い
て
も
、
関
係
法
令

上
、
｢歩
道
｣
な
い
し

｢路
肩
｣
の
い
ず
れ
に
当
た

る
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
自
転

車
の
通
行
の
用
に
供
さ
れ
る
道
路
に
は
該
当
し
な

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
件
道
路
脇
部
分
は
、
自
転
車

で
は
な
く
歩
行
者
の
通
行
の
用
に
供
す
る
道
路
に
該

当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
件

道
路
脇
部
分
の
道
路
は
、
本
件
段
差
を
有
し
て
い
て

も
、
歩
行
者
の
通
行
の
用
に
供
す
る
道
路
と
し
て
見

る
限
り
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

っ
て
、
よ
っ
て
、
本

件
道
路
脇
部
分
に
つ
い
て
、
被
告
群
馬
県
の
道
路
設

群
馬
県
道
段
差
自
転
車
転
倒
損
害
賠
償
請
求
事
件

三
審
判
決
]
平
成
一
一
年
六
月
四
日

前
橋
地
方
裁
判
所

請
求
棄
却

[三
審
判
決
]
平
成
三

年
一
〇
月
二
七
日

東
京
高
等
裁
判
所

請
求
棄
却

(確
定
)

1

事
件
の
概
要

本
件
は
、
原
告
が
群
馬
県
道
桐
生
伊
勢
崎
線
の
車
道
外

側
部
分

(以
下

｢本
件
道
路
脇
部
分
｣
と
い
う
。)
を
自

転
車
で
走
行
中
、
舗
装
さ
れ
た
歩
道
面
と
そ
の
脇
の
未
舗

装
部
分
の
間
に
約
七
、
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
段
差
が
生

じ
た
た
め
、
前
輪
が
落
ち
て
走
行
の
自
由
を
失
い
、
車
道

上
に
投
げ
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
反
対
方
向
か
ら
走
行
し
て

き
た
自
動
車
に
轢
か
れ
て
(以
下
｢本
件
事
故
｣
と
い
う
。)

負
傷
し
、自
転
車
等
を
毀
損
し
た
と
し
て
群
馬
県
に
対
し
、

段
差
の
あ
る
道
路
部
分
を
通
行
の
用
に
供
し
た
こ
と
は
道

路
の
設
置
又
は
管
理
上
の
瑕
疵
に
あ
た
る
と
し
て
国
家
賠

償
法
第
二
条
第
一
項
に
よ
る
損
害
賠
償
を
請
求
し
、ま
た
、

自
動
車
の
運
転
手
に
対
し
て
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法

第
三
条
、
及
び
前
方
注
視
又
は
安
全
運
転
義
務
の
慨
怠
に

よ
る
過
失
に
基
づ
く
民
法
第
七
〇
九
条
の
不
法
行
為
に
よ

る
損
倍
賠
償
を
そ
れ
ぞ
れ
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

盆
覗求
額
…六
七
四
万
六
、
三
五
六
円
)

2

判
決
の
概
要

〔
一
審
〕

本
件
道
路
脇
部
分
の
う
ち
、
舗
装
部
分
は
、

道
路
構
造
令
に
定
め
る

｢歩
道
｣
に
該
当
し
、
未
舗
装
部

分
は
、
関
係
法
令
上

｢歩
道
｣
に
該
当
す
る
か

｢路
肩
｣

に
該
当
す
る
か
明
確
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
歩

行
者
の
通
行
の
用
に
供
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
本
件
道
路
脇
部
分
は
、
歩
行
者
の
通
行
の

用
に
供
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
ら
れ
る
。
歩
行
者
の
通

行
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
見
る
と
、
本
件
道

路
脇
部
分
は
、
本
件
段
差
が
あ
っ
た
と
し
て
も
通
常
有
す

べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。
よ
っ
て
、

本
件
道
路
脇
部
分
に
つ
い
て
、
被
告
群
馬
県
に
道
路
の
設

置
、
管
理
上
の
瑕
疵
は
認
め
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
被
告
運
転
手
に
つ
い
て
も
、
運
転
上
の
注
意
義

務
違
反
は
認
め
ら
れ
な
い
。

群
馬
県
道
段
差
自
転
車
転
倒

損
害
賠
償
請
求
事
件

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



置
･
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。

イ

原
告
の
通
行
方
法
に
対
す
る
予
測
可
能
性
と
の
関

係
本
件
事
故
現
場
付
近
に
お
い
て
は
、
車
道
の
交
通

状
況
、
形
状
等
か
ら
、
自
転
車
通
行
者
は
車
道
で
は

な
く
車
道
外
側
の
緑
石
で
囲
ま
れ
た
本
件
道
路
脇
部

分
の
道
路
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
件
事
故

現
場
付
近
は
原
告
の
進
行
方
向
か
ら
見
て
下
り
坂
に

位
置
す
る
た
め
、
そ
の
通
行
の
方
法
に
よ
っ
て
は
、

速
度
も
出
て
本
件
段
差
に
よ
り
転
倒
す
る
危
険
が
存

し
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
件
道
路
脇
部
分
は
、
本
来
自
転
車
通
行
の
用
に
供

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
転
車
通
行
に
は
適
さ
な

い
場
所
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
用
途
外
の
使
用

を
す
る
自
転
車
通
行
者
の
側
に
お
い
て
、
本
件
道
路

脇
部
分
の
客
観
的
形
状
、通
行
時
の
状
況
を
把
握
し
、

こ
れ
に
対
応
し
た
低
速
度
、
前
方
左
右
注
視
等
の
慎

重
か
つ
安
全
な
通
行
方
法
を
自
己
の
責
任
に
お
い
て

行
う
べ
き
で
あ
り
、そ
の
負
担
す
べ
き
相
応
の
注
意
、

安
全
通
行
の
範
囲
に
お
い
て
回
避
で
き
る
不
備
に
つ

い
て
は
、
道
路
管
理
者
は
設
置
又
は
管
理
の
責
任
を

負
わ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
道
路
管
理
者
が
、
本
件
道
路
脇
部
分
に
お
け
る

用
途
外
の
自
転
車
通
行
に
よ
る
使
用
を
認
識
し
て
い

た
と
し
て
も
、
そ
の
通
行
に
際
し
て
は
当
該
道
路
状

況
に
応
じ
た
慎
重
か
つ
安
全
な
方
法
が
と
ら
れ
る
も

の
と
予
測
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
段

差
に
よ
る
転
倒
は
、
予
測
し
て
い
た
通
行
方
法
を
逸

脱
す
る
危
険
な
態
様
の
も
と
に
起
こ
っ
た
も
の
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、道
路
管
理
者
が
設
置
、

管
理
上
の
責
任
を
負
う
も
の
で
は
な
い
。

な
お
、
法
令
上
自
転
車
通
行
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

本
件
道
路
脇
部
分
に
乗
り
入
れ
防
止
施
設
の
設
置
等

の
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
も
、
同
部

分
の
管
理
上
の
不
備
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②

被
告
運
転
手
の
過
失
の
有
無
に
つ
い
て

本
件
事
故
は
、
被
告
が
、
前
方
の
走
行
車
両
に
続
き

時
速
四
0
~
四
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
速
度

(本
件
道
路

の
指
定
速
度
は
時
速
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
)

で
、
車
間
距
離
が
大
き
く
と
も
二
三
メ
ー
ト
ル
の
状
態

で
走
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
原
告
が
自
転
車
と
し
て
は

速
い
速
度
で
走
行
し
、
前
記
の
と
お
り
転
倒
し
て
、
車

道
に
飛
び
出
し
た
際
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
被
告
の

事
故
直
前
の
走
行
速
度
で
は
、
右
車
間
距
離
内
に
飛
び

出
し
た
原
告
の
転
倒
位
置
の
直
前
で
停
止
す
る
こ
と

は
、
前
方
注
意
を
尽
く
し
て
い
て
も
不
可
能
又
は
著
し

く
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
事
故
当
時
の

道
路
状
況
及
び
原
告
の
走
行
態
様
等
に
照
ら
し
て
、
被

告
が
進
行
す
る
道
路
に
お
い
て
前
方
左
右
に
つ
い
て
な

す
べ
き
注
視
義
務
及
び
安
全
運
転
義
務
を
怠
っ
て
い
た

“

と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。



い
い
人

い
い
味

い
き
い
き
富
鬮

は
じ
め
ま
し
て
、
と
ん
び
会
副
会

長
の
富
山
県
の
溝
口
と
申
し
ま
す
。

東
京
事
務
所
二
年
目
で
す
が
、
勤
続

三
〇
年
の
最
古
参
と
ん
び
で
あ
り
ま

す
。五

〇
の
手
習
い
で
、
ま
さ
か
の
東

ノ

し

京
勤
務
も
残
り
わ
ず
か

(慣
例
で
二

年
間
)
と
な
り
、
古
巣
へ
の
巣
立
ち

準
備
を
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す

が
、
と
ん
び
と
し
て
の
こ
の
間
、
私

に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
思
い
出
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
新
し
い
千
年
紀

(ミ
レ
ニ

ア
ム
)
の
幕
開
け
と
二
〇
世
紀
の
締

め
く
く
り
の
歴
史
的
節
目
に
職
責
を

与
え
ら
れ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
着
任

早
々
、
小
渕
政
権
か
ら
森
政
権
へ
の

突
然
の
移
行
か
ら
始
ま
り
、
衆
議
院

の
解
散

･
総
選
挙
、沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
、

自
民
党
の
加
藤
政
変
、
森
政
権
か
ら

小
泉
政
権
の
行
革
断
行
内
閣
の
誕

生
、
参
議
院
選
挙
の
自
民
大
勝
、
皇

太
子
妃
雅
子
様
の
ご
出
産
等
、
身
近

で
は
公
務
員
倫
理
法
の
施
行
、
中
央

省
庁
再
編
に
よ
る
国
土
交
通
省
と
い

宮田
県
東
京
事
務
所

溝
口

敏
博

う
巨
大
な
組
織
の
誕
生
、
地
元
富
山

で
の
国
体
開
催
、
国
土
交
通
省
の
県

人
会
の
発
足
、
北
陸
新
幹
線
の
長

野
･
富
山
間
着
工
認
可
等
、
中
央
で

味
わ
え
た
こ
と
は
私
の
生
涯
の
財
産

で
あ
り
ま
す
。

と
ん
び
に
な
れ
た
こ
と
を
人
生
の

誇
り
と
し
て
、
郷
土
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
本
当
の
意
味
で
の

｢地
方
分
権
の
確
立
｣
を
目
指
し
、

先
人
に
よ
っ
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
業

績
を
受
け
継
ぐ
と
共
に
、
新
し
い
と

ん
び
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

富
山
の
P
R
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

｢水
と
緑
と
い
の
ち
が
輝
く
元
気

と
や
ま
｣
へ
よ
う
こ
そ
!

を
合
言

葉
に
、
富
山
県
で
は
今
年
度
ス
タ
ー

ト
し
た

｢富
山
県
民
新
世
紀
計
画
｣

の
も
と
人
材
、
生
活
、
環
境
、
産
業
、

国
際
の
五
つ
の
立
県
構
想
を
掲
げ
、

県
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
て
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
県
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
観
光
に
つ

い
て
は
、
｢
い
い
人

い
い
味

い

き
い
き
富
山
｣
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
、
富
山
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
回

は
と
り
わ
け
魚
の
話
題
に
つ
い
て
述

雨晴海岸から望む立山連峰

西から東から



　
　　

制
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年10月21日

ブリ網起こし

狭

ず
を

の

轄

県

富

べ
て
み
ま
す
。

富
山
県
を
訪
ね
た
人
は
異
口
同
音

に
魚
の
お
い
し
さ
を
強
調
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
県
人
が
行
先
々
で
富
山

か
ら
来
た
と
い
う
と

｢
い
い
と
こ
ろ

で
す
ね
。
魚
が
う
ま
く
て
｣
と
羨
ま

し
が
ら
れ
ま
す
。
確
か
に
富
山
湾
の

魚
は
お
い
し
く
、
種
類
も
豊
富
に
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
。
対
馬
暖
流
の
流
入

に
よ

っ
て
イ
ワ
シ
、
イ
カ
、
ブ
リ
、

ア
ジ
な
ど
の
回
遊
魚
が
、
暖
流
の
下

層
の
冷
水
域
か
ら
は
ホ
タ
ル
イ
カ
、

バ
イ
、
甘
エ
ビ
、
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

な
ど
が
獲
れ
ま
す
。

富
山
湾
は
湾
口
が
広
く
外
洋
性
で

し
か
も

｢あ
い
が
め
｣
｢ふ
け
｣
と

俗
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
一
水
深

の
あ
る
海
底
谷
が
、
陸
岸
の
す
ぐ
前

ま
で
迫
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
三
、

0
0
o
m
級
の
山
々
か
ら
流
れ
出
す

大
小
二
〇
余
り
の
河
川
が
、
魚
に
と

っ
て
の
栄
養
素
を
富
山
湾
に
豊
富
に

注
い
で
い
る
こ
と
な
ど
特
異
な
自
然

環
境
が
富
山
を
う
ま
い
魚
の
メ
ッ
カ

に
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
海
岸
線
の
長
さ
は

-湿肯づ三キレ ハハ〔(う とn

ホタルイカ

いき廳
廉

九
四
如
と
全
国
で
三
番
目
に
短
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
陸
棚
一
蝸
で
獲

れ
る
漁
獲
量
は

一
〇
0
t
に
も
及

び
、
他
県
が
四
~
五
t
と
い
う
中
で

は
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
富
山
で
は
漁
場
か
ら
漁
港

へ
、
漁
港
か
ら
都
市
部
へ
の
距
離
が

短
く
、
漁
法
も
魚
を
損
傷
し
な
い
定

置
網
な
の
で
、
鮮
度
の
よ
い
魚
が
味

わ
え
ま
す
。

そ
の
食
彩
の
中
か
ら
富
山
県
で
し

か
作
ら
れ
て
い
な
い
珍
味
｢里
が作
り
｣

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
県
外

の
人
の
中
に
は
、
見
た
目
か
ら
に
し

て
、
そ
の
食
べ
方
が
わ
か
ら
ず
、
ス

ミ
を
洗
い
落
と
し
て
食
べ
た
と
い
う

とやまの魚



エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
程
で
す
。

黒
作
り
は
、
白
作
り
、
赤
作
り
と

同
様
に
イ
カ
の
塩
辛
の
一
種
で
す

が
、
イ
カ
の
ス
ミ
を
利
用
す
る
の
は

黒
作
り
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
黒
作
り

は
生
イ
カ
を
一
0
~

一
五
%
程
度
の

食
塩
水
に
付
け
込
ん
だ
あ
と
、
胴
肉

に
イ
カ
の
肝
臓
と
同
じ
く
イ
カ
の
ス

ミ
を
加
え
、
二
週
間
樟
に
入
れ
熟
成

さ
せ
る
と
で
き
ま
す
。
加
え
る
肝
臓

は
、
日
本
近
海
で
獲
れ
る
ス
ル
メ
イ

カ
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
肝
臓
を
加

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
熟
成
の
た
め
の

発
酵
を
促
し
、
イ
カ
に
肝
臓
の
甘
味

を
吸
収
さ
せ
、
ま
た
塩
味
の
カ
ド
を

と
り
ま
ろ
や
か
さ
を
出
し
ま
す
。
肝 黒作り

臓
と
同
時
に
加
え
る
ス
ミ
は
好
み
に

よ
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、
ス
ミ
に

は
防
腐
効
果
が
認
め
ら
れ
る
と
い
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
他
の
塩
辛
類
よ
り

長
く
品
質
を
保
つ
こ
と
が
で
き
、
熟

成
さ
れ
た
ま
ま
の
味
が
楽
し
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

食
べ
方
と
し
て
は
、
そ
の
ま
ま
酒

の
肴
と
し
て
、
ま
た
、
あ
た
た
か
い

ご
飯
に
の
せ
て
も
絶
妙
の
味
と
香
り

が
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
酒
を
嗜
む
方

に
は
最
高
の
絶
品
で
珍
味
と
い
え
、

私
は
お
薦
め
し
た
い
一
品
で
あ
り
ま

す
。お

ま
け
に
も
う
一
つ
P
R
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
た
び
人
気
映
画
シ
リ
ー
ズ

｢釣
り
バ
カ
日
誌
｣
の
次
回
一
三
作

目
が
、
富
山
を
舞
台
に
撮
影
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
メ
ガ
ホ
ン

を
取
る
の
は
富
山
市
出
身
の
本
木
克

英
監
督
で
、
昨
年
第
一
回
国
土
交
通

省
富
山
県
入
会
に
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
知
事
他
皆

さ
ん
の
席
上
富
山
で
の
意
欲
を
示
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
実

現
の
運
び
と
な
り

｢富
山
の
良
さ
を

映
画
で
伝
え
た
い
｣
と
そ
の
意
気
込

み
は
充
分
で
す
。
今
年
春
よ
り
県
内

ロ
ケ
を
行
い
、
公
開
は
夏
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
富
山
の
美
し
い
海
が
ど

ん
な
ふ
う
に
描
か
れ
る
の
か
、
と
て

も
楽
し
み
で
す
。

是
非
、
多
く
の
皆
様
に

｢共
生
｣

と

｢感
動
｣
の
地
、
富
山
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
雄
大
な
自
然
の
中
で

｢
い
い
人
｣
と
ふ
れ
あ
い

｢
い
い
味
｣

を
堪
能
さ
れ
、
｢
い
き
い
き
富
山
｣

の
魅
力
を
大
い
に
実
感
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
来
県
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に
、国
土
交
通
省
の
皆
様
、

と
ん
び
の
仲
間
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

益
々
の
ご
発
展
と
ご
活
躍
を
お
祈
り

し
ま
す
。
と
ん
び
は
｢永
遠
に
不
滅
｣

で
す
。

“ハマぢやん

西
田
敏
行

三
園
蓮
太
郎



あ
る
阿
蘇
谷
で
生
ま
れ
、
よ
く
遊
び

に
行
き
ま
し
た
。
東
京
に
い
る
今
も

世
界
最
大
級
と
い
わ
れ
る
カ
ル
デ
ラ

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観
、
空
気
、

風
、
香
り
等
を
思
い
出
し
、
ふ
る
さ

と
へ
の
思
い
を
募
ら
せ
ま
す
。
な
か

で
も
阿
蘇
の
裾
野
に
は
無
数
の
温
泉

が
点
在
し
、
な
つ
か
し
く
感
じ
て
い

ま
す
。
子
供
の
頃
は
、
よ
く
内
牧
温

泉
に
つ
か
り
ま
し
た
。
熊
本
に
帰
れ

ば
、
必
ず
大
地
の
息
吹
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
感
じ
る
阿
蘇
と
温
泉
に
行
き
、

英
気
を
養
っ
て
い
ま
す
。

阿
蘇
以
外
に
も
、
菊
池
温
泉
、
山

鹿
温
泉
、
玉
名
温
泉
、
日
奈
久
温
泉
、

人
吉
温
泉
、
下
田
温
泉
等
、
昔
か
ら

の
温
泉
地
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
ん

な
温
泉
地
を
遊
湯
す
る
の
も
火
の
国

熊
本
を
旅
す
る
楽
し
み
の
ひ
と
つ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
や
全
国
区
、
黒
川
温
泉

最
近
、
密
か
に
全
国
的
に
有
名
に

な
っ
た
温
泉
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
名

を
黒
川
温
泉
と
い
い
ま
す
。
黒
川
温

泉
は
、
小
国
郷
の
南
小
国
町
に
位
置

し
、
九
州
山
麓
の
山
並
み
と
筑
後
川

酒イテセ 20023 6 2

癒
e遊
･湯

ゆ
っ
た
り
ふ
わ
ふ
わ

く
ま
も
と
日
和
-
･

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
熊
本
県
の

緒
方
と
申
し
ま
す
。
国
土
交
通
省
を

は
じ
め
と
す
る
霞
が
関
に
は
毎
日
足

を
運
ん
で
お
り
、
貴
重
な
情
報
や
資

料
を
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
の
三
月
で

東
京
に
赴
任
し
、
ま
る
三
年
を
迎
え

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
財
産
だ
と

感
じ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

雄
大
自
然
く
ま
も
と

熊
本
県
は
九
州
の
中
央
部
に
位
置

し
、
東
を
九
州
山
地
、
西
を
有
明
海
、

東
シ
ナ
海
、
八
代
海
に
囲
ま
れ
面
積

約
七
、
四
〇
二
蝸
、
人
口
約
一
人
六

万
人
の
人
々
が
生
活
を
営
ん
で
い
ま

す
。ご

存
知
の
よ
う
に
山
、
川
、
海
、

三
拍
子
揃
っ
て
お
り
、
雄
大
な
自
然

に
一
つ
の
県
内
で
ふ
れ
あ
う
こ
と
が

熊
本
県
東
京
事
務
所

緒
方

誠

で
き
る
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
と
こ
ろ

で
す
。
山
と
言
え
ば
｢阿
蘇
｣
、
火

の
国
く
ま
も
と
の
象
徴
と
し
て
有
名

で
す
。
川
は
一
級
水
系
人
水
系
が
あ

り
、
球
磨
川
で
は
川
く
だ
り
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
海
と
い
え
ば

｢天
草
｣
、
天
草
西
海
岸
で
東
シ
ナ
海

に
沈
む
夕
陽
を
是
非
拝
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

海
水
浴
場
も
各
地
で
整
備
さ
れ
、
夏

に
は
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
豊
か
な
自
然
を
誇
る
熊
本

で
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
温
泉
で

す
。熊
本
県
内
全
域
に
温
泉
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
発
揮
し
、
来
訪

す
る
人
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ビ
バ
避
湯
ー
･
火
の
国

阿
蘇
は
火
の
山
空
の
は
て

何
を
祈
っ
て
吐
く
煙

右
は
熊
本
県
民
歌
｢火
の
国
旅
情
｣

の
冒
頭
の
歌
詞
で
す
。
県
民
の
ほ
と

ん
ど
が
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
阿
蘇

は
、
今
な
お
噴
煙
を
吹
き
上
げ
る
中

岳
を
含
む
阿
蘇
五
岳
と
そ
の
周
囲
を

取
り
囲
む
よ
う
に
広
が
っ
て
い
る
外

輪
山
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

阿
蘇
は
、
大
き
く
阿
蘇
山
頂
･
阿

蘇
谷

･
小
国
郷
･
東
阿
蘇
高
原
･
南

阿
蘇
の
五
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
ち
な
み
に
私
は
母
の
里
で

西から東から



黒川温泉と入湯手形 (写真上右)

源
流
の
川
音
と
も
に
温
泉
客
を
呼
び

寄
せ
て
い
ま
す
。

現
在
、
黒
川
に
は
二
四
軒
の
温
泉

宿
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
宿
泊
す
る
温
泉
宿
以
外
に
も
露

天
風
呂
に
入
れ
る
よ
う
に
、
｢入
湯

手
形
｣
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
購
入

す
る
と
露
天
風
呂
三
カ
所
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
た
い
へ
ん

人
気
を
博
し
て
お
り
、
｢
一
粒
で
三

度
お
い
し
い
｣
絶
品
の
企
画
だ
と
思

い
ま
す
。
ち
な
み
に
こ
の

｢入
湯
手

形
｣
は
町
の
名
産
小
国
杉
で
作
ら
れ
、

三
一〇
〇
円

(六
カ
月
有
効
)
で
購

入
で
き
ま
す
。

歴
史
あ
る
温
泉
地
で
す
の
で
、
効

能
は
抜
群
で
湯
治
客
も
多
い
の
で
す

が
、
目
を
引
く
の
は
若
い
女
性
客
の

多
さ
で
す
。
浴
衣
姿
の
女
性
客
の
目

的
は
、
美
肌
を
求
め
る
温
泉
と
五
臓

六
騎
に
染
み
渡
る
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー

タ
ー
、
宿
の
食
事
。
そ
し
て
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
。私
も
職
場
の
旅
行
で
、

黒
川
温
泉
に
行
き
、
噂
ど
お
り
の
温

泉
場
で
あ
る
こ
と
確
認
し
て
お
り
ま

す
。
秘
湯
と
い
う
こ
と
で
、
交
通
手

段
は
不
便
で
熊
本
空
港
か
ら
車
で
一

時
間
三
〇
分
か
か
り
ま
す
。し
か
し
、

途
中
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
で
阿
蘇

全
体
を
眺
望
で
き
、
阿
蘇
の
す
ば
ら

し
さ
を
満
喫
で
き
る
の
で
、
退
屈
し

な
い
と
思
い
ま
す
。

湯
治
･
た
ぎ
る
･
地
獄
を
体
験

南
阿
蘇
方
面
で
は
、
長
陽
村
に
あ

る
垂
玉
温
泉
･
地
獄
温
泉
が
い
い
で

す
ね
。
国
道
三
二
五
号
を
南
阿
蘇
鉄

道
長
陽
駅
近
く
か
ら
阿
蘇
山
頂
方
面

に
森
の
中
を
車
で
走
る
と
、
突
然
、

ふ
い
う
ち
に
逢
っ
た
よ
う
に
温
泉
旅

館
が
現
れ
ま
す
。

こ
こ
は
、
紀
行
文

｢五
足
の
靴
｣

を
ま
と
め
た
与
謝
野
鉄
幹

･
北
原
白

秋
ら
五
人
が
訪
れ
た
と
こ
ろ
で
、
当

時
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
い
佇
ま
い

だ
そ
う
で
す
。
垂
玉
温
泉
か
ら
さ
ら

に
奥
へ
進
む
と
、
細
川
藩
由
来
の
湯

治
場
、
地
獄
温
泉
が
あ
り
ま
す
。
地

獄
温
泉
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
温

泉
の
地
面
か
ら
小
さ
な
泡
が
吹
き
出

し
、
阿
蘇
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
こ
こ
で

も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
温
泉
は
、
湯
治
客
や

修
学
旅
行
客
が
多
い
よ
う
で
す
。
私

も
小
学
五
年
生
の
時
に
、
垂
玉
温
泉

に
林
間
学
校
で
宿
泊
し
た
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。
湯
治
の
方
は
、
両
温
泉

と
も
効
能
抜
群
で
す
。
学
生
時
代
に

阿
蘇
五
岳
の
一
つ
烏
帽
子
岳
に
真
冬

に
登
り
、
帰
り
に
地
獄
温
泉
に
ゆ
っ

く
り
浸
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
か
疲

れ
は
次
の
日
ま
で
残
ら
ず
、
筋
肉
痛

な
ど
全
く
な
か
っ
た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
ま
す
。
近
く
に
は
、
間
歇
泉
が

あ
り
、
地
獄
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
、

熊
本
弁
で
言
う

｢た
ぎ
る

(も
の
す

ご
く
熱
い
)｣
と
い
う
の
が
実
感
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

｢肥
後
は
湯
の
里
よ
、
た
ぎ
る
国
｣

坂
本
冬
美
の

｢火
の
国
の
女
｣
の

歌
詞
に
も
出
て
き
ま
す
。

主
な
観
光
地
を
短
時
間
で

阿
蘇
以
外
の
と
こ
ろ
で
も
魅
力
い

っ
ぱ
い
で
す
。
最
近
で
は
、
九
州
縦

貫
道
路
の
四
車
線
化
に
よ
り
、
人
吉

球
磨
も
近
く
な
り
、
急
流
下
り
で
有

名
な
球
磨
川
下
り
も
身
近
に
な
り
ま

し
た
。
天
草
は
、
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン

を
利
用
す
る
と
東
京
か
ら
の
日
帰
り

も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
熊
本
か

ら
わ
ず
か
二
〇
分
、
福
岡
か
ら
三
五

分
で
す
。
天
草
の
海
産
物
と
藍
よ
り

青
い
海
と
ふ
れ
あ
っ
て
見
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
誌
面
で
す
べ
て
の
ス
ポ
ッ

ト
が
紹
介
で
き
な
い
の
が
残
念
で

す
。
最
後
に
熊
本
弁
で
、

｢よ
か
と
こ
が
熊
本
に
は
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
け
ん
、
い
っ
ぺ
ん
来
て
は

い
よ
止

讓　　　



.

“
月
･日

世

界

の
動

き

○
東
京
で
開
催
さ
れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
支
援
会
議
が
閉

幕
。
各
国
が
表
明
し
た
支
援
額
は
初
年
度
の
〇
三
年
末
ま
で
に
一

八
億
ド
ル
以
上
。
総
額
で
は
四
五
億
ド
ル
以
上
に
な
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。
ま
た
、
議
長
最
終
文
書
に
は
ア
フ
ガ
ン
暫
定
政
権
が

優
先
的
に
取
り
組
む
課
題
と
し
て
女
子
の
教
育
な
ど
六
項
目
が
盛

り
込
ま
れ
た
。

○
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
は
米
議
会
上
下
両
院
合
同
会
議
で
の
一
般

教
書
演
説
で
、
今
後
の
米
国
の
目
標
と
し
て
①
対
テ
ロ
戦
の
勝
利

②
本
土
防
衛
の
強
化
③
景
気
回
復
を
挙
げ
た
。
こ
の
中
で
核
兵
器

ま
た
は
生
物

･
化
学
兵
器
開
発
の
疑
惑
の
あ
る
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国

(北
朝
鮮
)、
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
の
三
か
国
を

｢悪
の

枢
軸
｣
と
し
て
対
テ
ロ
戦
争
の
対
象
と
し
て
視
野
に
入
れ
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

○
米
商
務
省
に
よ
る
と
昨
年

一
0
i
一
二
月
期
の
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
の
実
質
成
長
率

(速
報
値
)
は
、
年
率
換
算
で
0
･

二
%
増
と
プ
ラ
ス
成
長
に
転
じ
た
。
米
国
の
景
気
後
退
が
底
を
打

っ
た
可
能
性
が
強
ま
っ
た
。

0
米
労
働
省
に
よ
る
と
、
一
月
の
失
業
率
は
五
･
六
%
で
前
月
よ

り
0
･
二
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。
失
業
率
の
改
善
は
0
一
年
五
月

以
来
。

○
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
が
0
三
会
計
年
度

(0
二
年

一
〇
月
-
0

三
年
九
月
)
の
予
算
教
書
を
発
表
。
歳
出
規
模
は
約
二
兆
一
、
二

八
〇
億
ド
ル
で
、予
算
教
書
段
階
で
初
め
て
二
兆
ド
ル
を
超
え
た
。

○
第
一
九
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
大
会
が
開

幕
。
過
去
最
多
の
七
七
の
国
･
地
域
が
参
加
。

○
カ
ナ
ダ
･
オ
タ
ワ
で
の
G
7

(主
要
七
か
国
財
務
相

･
中
央
銀

行
総
裁
会
議
)
が
閉
幕
。
共
同
声
明
の
中
で
、
｢経
済
が
再
び
拡

大
す
る
見
通
し
が
強
ま
っ
た
｣
と
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。

事

項

2 1

榔
月
･日

国
内

の
動

き

○
総
務
省
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
昨
年
三
一月
の
完
全
失
業

率

(季
節
調
整
値
)
は
五
･
六
%
で
、
四
カ
月
連
続
で
過
去
最
悪

を
更
新
し
た
。

○
小
泉
純
一
郎
首
相
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
支
援
国
際
会
議
へ

の
N
G
0

(非
政
府
組
織
)
排
除
問
題
を
め
ぐ
る
国
会
の
混
乱
を

受
け
て
、
田
中
真
紀
子
外
相
と
野
上
義
二
外
務
事
務
次
官
の
更
迭

を
決
め
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
鈴
木
宗
男
衆
議
浣
義
亮
菫
営
委
員

長
も
辞
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

○
小
泉
首
相
は
田
中
前
外
相
の
後
任
に
川
口
順
子
環
境
相
の
起
用

を
決
め
た
。環
境
相
に
は
大
木
浩

･
元
環
境
庁
長
官
が
就
任
す
る
。

○
雪
印
食
品

(本
社
･東
京
)
に
よ
る
偽
装
牛
肉
事
件
で
、
警
視

庁
、
兵
庫
県
警
な
ど
の
合
同
捜
査
本
部
が
、
同
本
社
を
は
じ
め
、

全
国
十
数
か
所
で
家
宅
捜
査
し
た
。
約
一
億
九
、
六
〇
〇
万
円
の

詐
欺
の
疑
い
。

○
東
京
地
検
特
捜
部
が
茨
城
県
下
妻
市
長
の
山
中
博
容
疑
者

(六

一
)
ら
六
人
を
競
売
入
札
妨
害
容
疑
で
逮
捕
。
同
市
発
注
の
図
書

館
建
設
の
入
札
予
定
価
格
が
、
事
前
に
漏
れ
て
い
た
疑
い
が
持
た

れ
て
い
る
。

○
小
泉
純
一
郎
首
相
と
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
が
、
前
日
の
会
談
を

受
け
て
共
同
記
者
会
見
。
首
相
は

｢構
造
改
革
の
加
速
化
｣
を
表

明
、
大
統
領
は
そ
の
改
革
路
線
を
支
持
す
る
と
と
も
に

｢悪
の
枢

軸
｣
と
名
指
し
し
た
イ
ラ
ク
な
ど
三
か
国
に
つ
い
て

｢す
べ
て
の

選
択
肢
を
排
除
し
な
い
が
、
平
和
的
に
解
決
し
た
い
｣
と
述
べ
た
。

事

項

覇
月
･日

道
路
行
政
の
動
き

○
タ
ク
シ
ー
と
乗
合
バ
ス
事
業
の
規
制
を
緩
和
す
る
改
正
道
路
運

送
法
が
施
行
さ
れ
る
。

○
悪
質
、
危
険
な
違
反
行
為
の
点
数
引
き
上
げ
や
、
酒
気
帯
び
運

転
の
罰
則
対
象
範
囲
の
拡
大
を
盛
り
込
ん
だ
、
道
路
交
通
法
施
行

令
の
改
正
案
を
閣
議
決
定
。
六
日
に
公
布
、
六
月
一
日
施
行
。

○
道
路
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
テ
ー
マ
に

｢北

陸
,
雪
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣
が
新
潟
県
湯
沢
町
で
開
催
さ
れ
る
。

○
東
京
都
は
日
本
自
動
車
工
業
会
加
盟
の
幹
部
と
自
動
車
公
害
対

策
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
し
た
。

事

項
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平
成
十
三
年
度
の
最
終
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

今
年
の
東
京
に
お
け
る
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
の
気

温
は
史
上
二
番
目
に
あ
た
る
ほ
ど
の
暖
か
さ
で
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
が
、
本
格
的
な
春
の
到
来
も
例
年
に
な

く
早
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、今
年
度
は
国
内
国
外
と
も
に
同
時
多
発
テ
ロ
、

経
済
不
況
等
々
何
か
と
暗
い
話
題
の
多
い
一
年
で
し
た

が
、
道
路
関
係
に
つ
い
て
も
小
泉
総
理
の
進
め
る
構
造

改
革
の
一
環
と
し
て
道
路
関
係
公
団
の
民
営
化
、
道
路

特
定
財
源
の
見
直
し
等
道
路
政
策
の
根
幹
に
か
か
わ
る

問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
十

四
年
度
は
新
た
な
長
期
計
画
の
策
定
に
向
け
、
見
直
し

が
進
め
ら
れ
る
等
道
路
行
政
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な

年
度
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
道
路
広
報
の
一
層
の

充
実
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

話
は
全
く
変
わ
り
ま
す
が
、
休
日
の
ゴ
ロ
寝
族
に
と

っ
て
冬
は
テ
レ
ビ
の
ス
ポ
ー
ツ
番
組
が
少
い
た
め
、
退

屈
な
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
今
冬
は
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
連
日
放
映
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
日
本
勢
が
不
振
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
今
ま
で
に
な
く
判
定
を
め
ぐ
り
、

不
平
不
満
が
続
出
し
今
一
つ
盛
り
上
が
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
数
字
と
し
て
記
録
さ
れ
る
も
の
は
問
題
が
な
い
と

し
て
も
、
人
の
目
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
も
の
は
誰
に

で
も
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
信
頼
を
得
る
こ
と
は
難
し

く
そ
れ
が
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
も
の
だ
と
割
り
切
る
ほ
か

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
な
か
に
あ
っ
て
、
冬

に
よ
く
行
わ
れ
る
も
の
の
一
つ
に
マ
ラ
ソ
ン
が
あ
り
ま

す
。
マ
ラ
ソ
ン
は
高
橋
選
手
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
優
勝
な

ど
も
あ
っ
て
最
近
盛
り
上
が
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す

が
、
競
技
そ
の
も
の
も
四
二
･
一
九
五
蹴
を
全
力
で
走

り
ぬ
く
あ
の
人
間
の
限
界
に
も
挑
ん
で
い
る
よ
う
な
迫

力
は
胸
を
う
つ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で

仕
事
柄
そ
の
舞
台
と
な
る
道
路
に
も
自
然
に
目
が
向
き

ま
す
。
も
し
、
マ
ラ
ソ
ン
が
競
技
場
の
中
だ
け
を
二
時

間
余
り
か
け
て
走
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
ら
テ
レ
ビ
の

前
で
最
後
ま
で
見
て
い
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

ふ
だ
ん
は
何
げ
な
く
通
る
道
路
で
あ
っ
て
も
、
マ
ラ
ソ

ン
で
映
し
出
さ
れ
る
沿
道
の
街
並
み
、
公
園
の
緑
、
±F

援
を
送
る
人
々
等
は
ま
た
別
の
道
路
の
美
し
さ
、
存
在

感
と
い
っ
た
も
の
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

十
四
年
度
も
道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
を
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(U
)

4月号の特集テーマは ｢道路における緑化 ･自然環境対策と廃棄物対策の推進｣ の予定です。

本誌は、執筆者が個人の責任において自由に書く建前をとっております。 したがって意
見にわたる部分は個人の見解です。また肩書は原稿執筆及び座談会実施時のものです。
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｢道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
｣
二
〇
〇
一年
度
既
刊
号
目
次

(肩
書
は
執
筆
時
の
も
の
で
す
。)

0
年
頭
の
挨
拶

局

長

大
石

久
和

14
年
1
月
号
(第
靴
号
)
1
頁

高
橋
デ
ザ
イ
ン
室

高
橋

美
江

福
島
県
三
春
町
長

伊
藤

寛

日
本
キ
ャ
リ
エ
ー
ル
㈱

社
員
教
育
講
師

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
･

エ
ッ
セ
イ
ス
ト

道

路

局

次

長

評

論

家

東
京
工
業
大
学

大

学

院

教

授

駐
横
浜
大
韓
民
国

総

領

事

助
地
域
開
発
研
究
所

理

事

長

㈱
博
報
堂
ソ
ー
シ
ャ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部

㈱
生
活
構
造
研
究
所

代

表

取

締

役

都
倉

良
子

残
間
里
江
子

峰
久

幸
義

岡

並
木

齋
藤

湖

徐

賢

攣

山
本

重
三

梅
本

嗣

松
川

淳
子

13
年
4
月
号
(第
鵡
号
)
1
頁

は
年
5
月
号
(第
134
号
)
1
頁

13
年
6
月
号
(第
箙
号
)
1
頁

13
年
7
月
号
(第
鮖
号
)
1
頁

13
年
8
月
号
(第
拗
号
)
1
頁

13
年
9
月
号
(第
138
号
)
1
頁

日
年
ゅ
月
号
(第
139
号
)
1
頁

13
年
=
月
号
(第
即
号
)
1
頁

脇
年
惚
月
号
(第
岨
号
)
1
頁

料
年
2
月
号
(第
籍
号
)
1
頁

14
年
3
月
号
(第
爛
号
)
1
頁

13
年
9
月
号
(第
螂
号
)
5
頁

13
年
9
月
号
(第
瑯
号
)
9
頁

偽
年
9
月
号
(第
138
号
)
野
頁

鴬
年
9
月
号
(第
廓
号
)
“
頁

膠
年
9
月
号
(第
廓
号
)
“
頁

0
I
T
S
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
･
展
開
に
つ
い
て

可
成
一
四
年
度
道
路
関
係
予
算
一

①
概
算
要
求

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
I
T
S
推
進
室

13
年
9
月
号
(第
螂
号
)
“
頁

道
路
局
有
料
道
路
課

道
路
局
高
速
国
道
課

道
路
局
地
方
道
･環
境
課

道
路
局
地
方
道
･環
境
課
地
域
道
路
調
整
室

道
路
局
総
務
課

道
路
局
国
道
課

道
路
局
高
速
国
道
課

道
路
局
有
料
道
路
課

道
路
局
地
方
道
･環
境
課

道
路
局
地
方
道
･環
境
課
地
域
道
路
調
整
室

東
京
大
学
名
誉
教
授

岡
野

行
秀

道
路
局
総
務
課
道
路
資
金
企
画
室

道
路
局
有
料
道
路
課

大
阪
府
土
木
部
交
通
道
路
室
道
路
整
備
課

13
年
9
月
号
(第
鰓
号
)
柾
頁

13
年
10
月
号
(第
139
号
)
5
頁

日
年
ゅ
月
号
(第
139
号
)
"
頁

13
年
10
月
号
(第
朗
号
)
“
頁

13
年
ゆ
月
号
(第
的
号
)
芻
頁

14
年
1
月
号
(第
屹
号
)
鉛
頁

国
年
2
月
号
(第
143
号
)
4
頁

国
年
2
月
号
(第
蜷
号
)
幻
頁

14
年
2
月
号
(第
143
号
)
“
頁

幹
年
2
月
号
(第
解
号
)
幻
頁

14
年
2
月
号
(第
143
号
)
36
頁

13
年
4
月
号
(第
解
号
)
7
頁

13
年
4
月
号
(第
鯰
号
)
鱒
頁

13
年
4
月
号
(第
133
号
)
胚
頁

鴬
年
4
月
号
(第
館
号
)
“
頁

13
年
5
月
号
(第
開
号
)
5
頁

○

『人
十
道
=
物
語
り
』
実
録
三
題

○
道
づ
く
り
に
お
け
る

｢美
し
い
空
間
と
時
間
｣

○
マ
ナ
ー
は
心
と
心
を
つ
な
ぐ
道

○
道
路
標
語
に
新
し
い
息
吹

○
植
物
の
名
前
、
人
の
名
前

○
暮
ら
し
の
中
の
移
動
の
知
恵

○
街
路
に
つ
い
て
思
う

○
あ
る
外
交
官
の
“
道
"
の
思
い
出

○
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
街
造
り
の
た
め
に

○
道
路
を
め
ぐ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
･
イ
ン
タ
レ
ス
ト
考

○
道
の
四
季

-平
成
両

年
度
道
路
関
係
重
占
施
策
-

○

｢国
土
交
通
省
重
点
施
策
｣
に
つ
い
て

○
都
市
の
再
生

○
個
性
豊
か
な
地
域
の
創
造

○
沿
道
環
境
の
改
善
と
地
球
環
境
の
保
全

○
少
子

･
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
生
活
空
間
の
形
成

道
路
局
総
務
課
企
画
係

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

道
路
局
地
方
道
･環
境
課
地
域
道
路
調
整
室

道
路
局
地
方
道
･環
境
課
地
域
道
路
調
整
室

道
路
局
地
方
道
･環
境
課

○
平
成
一
四
年
度
道
路
関
係
予
算
概
算
要
求
の
概
要

(速
報
版
)

○
平
成
一
四
年
度
道
路
関
係
予
算
概
算
要
求
の
概
要

道
路
局
総
務
課

○

一般
国
道
関
係
予
算
の
概
要

道
路
局
国
道
課

○
有
料
道
路
関
係
予
算
の
概
要

道
路
局
有
料
道
路
課

道
路
局
高
速
国
道
課

○
地
方
道
関
係
予
算
の
概
要

道
路
局
地
方
道
･環
境
-

道
路
局
地
方
道
･環
境
-

②
予
算

○
平
成
一
四
年
度
道
路
関
係
予
算
の
概
要
(速
報
版
)

0
平
成
一
四
年
度
道
路
関
係
予
算
の
概
要

道
路
局
総
務
課

○
一般
国
道
関
係
予
算
の
概
要

道
路
局
国
道
課

○
高
速
自
動
車
国
道
関
係
予
算
の
概
要

道
路
局
高
速
国
道
課

○
有
料
道
路
関
係
予
算
の
概
要

道
路
局
有
料
道
路
課

○
地
方
道
関
係
予
算
の
概
要

道
路
局
地
方
道
･環
境
-

0
道
路
特
定
財
源
制
度
の
役
割

0
道
路
特
定
財
源
制
度
に
つ
い
て

○
有
料
道
路
事
業
の
財
源

○
大
阪
府
の
道
路
財
源

一各
種
道
路
事
業
一

〇
各
種
道
路
事
業
の
概
要

○
農
道
整
備
事
業
の
概
要

○
新
た
な
林
道
路
網
整
備
の
考
え
方

-
逆
転
の
発
想
?
-

○
漁
港
漁
村
に
係
る
道
路
の
概
要

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
整
備
部
農
地
整
備
課
13
年
5
月
号
(第
觴
号
)
7
頁

林
野
庁
森
林
整
備
部
整
備
謀

13
年
5
月
号
(第
解
号
)
進
貢

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計
画
課

13
年
5
月
号
(第
鱒
号
)
騰
貴



○
自
然
歩
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
つ
い
て

○
一般
自
動
車
道
の
概
要

○
港
湾
機
能
の
発
揮
に
不
可
欠
な
臨
港
道
路

す
T
C
運
用
開
始
と
ム後
の
展
開
一

0
E
T
C
の
一
般
運
用
開
始
と
今
後
の
展
開

O
E
T
C
の
運
用
状
況
と
今
後
の
展
開

O
E
T
C
の
一
般
運
用
開
始
に
つ
い
て

○
E
T
C
車
載
器
と
今
後
の
動
向

O
E
T
C
カ
ー
ド
の
普
及
動
向

O
E
T
C
の
普
及
促
進
に
向
け
た
O
R
S
E
の
活
動

○
E
T
C
の
地
下
式
駐
車
場
へ
の
応
用
に
つ
い
て

O
E
T
C
の
サ
ー
ビ
ス
拡
大
に
つ
い
て

東
京
都
市
圏
の
道
路
交
通
整
備
へ
の
検
討

○
｢東
京
都
市
圏
の
望
ま
し
い
総
合
都
市
交
通
体
系

の
あ
り
方
｣
に
つ
い
て

○
東
京
都
心
に
お
け
る
首
都
高
速
道
路
の
あ
り
方

委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

○
東
京
外
か
く
環
状
道
路

(関
越
道
~
東
名
高
速
間
)

計
画
の
た
た
き
台
公
表
に
つ
い
て

○

｢東
京
構
想
2
0
0
0
｣
に
お
け
る
道
路
整
備
方
針

に
つ
い
て

○
効
果
満
点
道
路
事
業
に
つ
い
て

T
T
s
推
進
へ
の
最
近
の
取
組
み
一

〇
I
T
S
の
現
況
と
取
組
み
に
つ
い
て

○
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
(A
H
S
)
の
取
組
み
に
つ
い
て

○
長
距
離
バ
ス
連
行
情
報
の
提
供
と
道
路
管
理
の
高

度
化

○
高
速
路
面
点
検
車
の
開
発
と
現
状
に
つ
い
て

環
境
省
自
然
環
境
局
自
然
環
境
整
備
課

13
年
5
月
号
(第
開
号
)
斜
頁

自
動
車
交
通
局
企
画
室

13
年
5
月
号
(第
朋
号
)
“
頁

港
湾
局
計
画
課

13
年
5
月
号
(第
糾
号
)
斜
頁

道
路
局
有
料
道
路
課

13
年
6
月
号
(第
箙
号
)

日
本
道
路
公
団
保
全
交
通
部

脇
年
6
月
号
(第
競
号
)

首
都
高
速
道
路
公
団
管
理
部
営
業
課

脇
年
6
月
号
(第
節
号
)

㈱
デ
ン
ソ
ー
I
T
S
技
術
一
部

は
年
6
月
号
(第
節
号
)

㈱
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部

脇
年
6
月
号
(第
節
号
)

薊
道
路
シ
ス
テ
ム
高
度
化
推
進
機
構
総
務
課

は
年
6
月
号
(第
肪
号
)

近
畿
地
方
整
備
局
道
路
部
交
通
対
策
課

13
年
6
月
号
(第
節
号
)

道
路
局
有
料
道
路
課

13
年
鮑
月
号
(第
鱒
号
)

4
頁

8
頁

M
頁

　
　

斜
頁

33
頁

40
頁

“
頁

藤
鰐
議
題

三
浦
良
平
雄
7尋

菊
鬱

4頁

鰭
晩
稲
種損
川
瀧

弘
之

脇
年
7
月
号
(第
竪

)
M
頁

　　
　
　　
　
　
　
　
　

街
路
計
画
課
長

　　　
　
　
　
　
　

　

関
東
地
方
整
備
局
道
路
部
計
画
調
整
課

脇
年
7
月
号
(第
飾
号
)
幻
頁

関
東
地
方
整
備
局
道
路
部
計
画
調
整
課

脇
年
7
月
号
(第
飾
号
)
幻
頁

東
京
都
知
事
本
部
企
画
調
整
部
企
画
調
整
課

鴬
年
7
月
号
(第
筋
号
)
“
頁

東
京
都
建
設
局
総
務
部
企
画
調
整
課

14
年
2
月
号
(第
鱒
号
)
匁
頁

道
路
局
交
通
管
理
課
I
T
S
推
進
室

13
年
8
月
号
(第
朋
号
)

国
土
技
術
総
合
研
究
所

13
年
8
月
号
(第
拗
号
)

中
国
地
方
整
備
局
広
島
国
道
工
事
事
務
所

13
年
8
月
号
(第
拗
号
)

阪
神
高
速
道
路
公
団
保
全
施
設
部
保
全
技
術
課
13
年
8
月
号
(第
爾
号
)

4
頁

8
頁

胚
頁

即
頁

○
宮
城
I
T
S
シ
ョ
i
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

東
北
地
方
整
備
局
道
路
部

13
年
8
月
号
(第
朋
号
)
斜
頁

○
地
下
街
に
お
け
る
歩
行
者
支
援
実
験
に
つ
い
て

近
畿
地
方
整
備
局
道
路
部
交
通
対
策
課

13
年
8
月
号
(第
節
号
)
31
頁

平
成
三
一年
度
社
会
実
験
結
果
取
り
ま
と
め

○
社
会
実
験
の
最
近
の
動
き
に
つ
い
て

道
路
局
地
方
道
･環
境
課
地
域
道
路
調
整
室

お
年
n
月
号
(第
140
号
)
4
頁

○
社
会
実
験
の
最
近
の
動
き
に
つ
い
て

道
路
局
地
方
道
･環
境
課
地
域
道
路
調
整
室

お
年
n
月
号
(第
140
号
)
4
頁

o
循
環
観
光
パ
ス
利
用
促
進
に
よ
る
交
通
円
滑
化
実

函
館
市
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

b
年
=
月
号
(第
副
号
)
8
頁

験
に
つ
い
て

○
渋
谷
地
区
端
末
物
流
対
策
&
駐
車
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

関
東
地
方
整
備
局
臺
尿
国
道
工
事
事
務
所

13
年
11
月
号
(第
140
号
)
=
頁

複
合
的
実
験

○
バ
ス
と
自
転
車
の
連
携
に
よ
る
交
通
円
滑
化
実
験

中
国
地
方
整
備
局
広
島
国
道
工
事
事
務
所

13
年
=
月
号
(第
即
号
)
“
頁

四
国
地
方
整
備
局
香
川
工

13
年
u
月
号
(第
140
号
)
盤
頁

事
事
務
所
道
路
調
査
課

九
州
地
方
整
備
局
熊
本
工

13
年
n
月
号
(第
閲
号
)
笠
頁

事
事
務
所
調
査
第
二
課

道
路
局
地
方
道
,環
境
課
地
域
道
路
調
整
室

14
年
3
月
号
(第
144
号
)
乳
頁

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
整
室

○
高
松
市
に
お
け
る
自
転
車
利
用
環
境
整
備
実
験

○
熊
本
都
市
圏
に
お
け
る
社
会
実
験

へ
J
R

豊
肥
本
線
を
利
用
し
た
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
〉

○
平
成
一
四
年
度
社
会
実
験
実
施
地
域
の
公
募
に
つ

い
て

路
面
電
車
1
活
性
化
へ
の
取
組
み
ー

○
路
面
電
車
の
現
況
と
今
後
の
役
割

○
路
面
電
車
に
対
す
る
支
援
制
度

○
ク
ル
マ
に
頼
ら
な
い
都
市
ヘ

ー
第
5
回
路
面
電
車
サ
ミ
ッ
ト
I
N
熊
本
I

0
路
面
電
車
の
延
伸
を
想
定
し
た
交
通
社
会
実
験

○
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

モ
ー
ル
等
社
会
実
験

○
21
世
紀
の
街
に
明
治
の
汽
車
が
走
る
街

松
山
市
･伊
予
鉄
道

更
新
時
代
に
お
け
る
道
路
管
理

○
更
新
時
代
に
お
け
る
道
路
管
理
に
つ
い
て

○
本
尊
岩
･
谷
花
地
区
落
石
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ

い
て

○
更
新
時
代
に
お
け
る
橋
梁
点
検
技
術
に
つ
い
て

○
首
都
高
速
の
若
返
り
作
戦

○
携
帯
電
話
を
活
用
し
た
道
路
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取

組
み
に
つ
い
て

○

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
ク
リ
ー
ン
作
戦

(千
葉

国
道
)
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

13
年
12
月
号
(第
閥
号
)
3
頁

都
市
･地
域
整
備
局
街
路
課

13
年
物
月
号
(第
蛆
号
)
7
頁

特
定
都
市
交
通
施
設
整
備
室

都
市
交
通
会
議
事
務
局

本
多

孝

13
年
12
月
号
(第
剛
号
)
ゆ
頁

岡
山
市
都
市
整
備
局
都
市
開
発
部
交
通
政
策
課

膠
年
12
月
号
(第
岬
号
)
“
頁

福
井
市
都
市
政
策
部
都
市
整
備
推
進
室

野
年
物
月
号
(第
巖
号
)
“
買

伊
予
鉄
道
㈱
施
設
課

13
年
12
月
号
(第
141
号
)
31
頁

道
路
局
国
道
課

料
年
1
月
号
(第
齢
号
)
3
頁

北
陸
地
方
整
備
局
新
潟
国
道
事
務
所

14
年
1
月
号
(第
蝮
号
)
7
頁

道
路
局
国
道
課

関
東
地
方
整
備
局
東
京
国
道
工
事
事
務
所

料
年
1
月
号
(第
142
号
)
=
買

首
都
高
速
道
路
公
団
保
全
企
画
課

凶
年
1
月
号
(第
駝
号
)
蜷
頁

東
北
地
方
整
備
局
道
路
部
道
路
計
画
第
二
課

14
年
1
月
号
(第
142
号
)
“
頁

道
路
局
国
道
課

料
年
1
月
号
(第
靴
号
)
26
頁

関
東
地
方
整
備
局
千
葉
国
道
工
事
事
務
所

料
年
1
月
号
(第
靴
号
)
“
頁



-道
路
行
政
に
お
け
る
国
際
協
力
の
推
進
【

○
道
路
行
政
に
お
け
る
国
際
交
流
活
動
に
つ
い
て

○
開
発
途
上
国
に
対
す
る
道
路
分
野
の
国
際
協
力
に

つ
い
て

○
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
海
外
支
援
の
現
状

○
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
東
西
回
廊
の
実
現
に
向
け
て

0
国
際
機
関
、
二
国
間
協
力
に
お
け
る
活
動

○
冬
期
道
路
サ
ー
ビ
ス
へ
の
新
た
な
変
革
の
始
ま
り

~
第
=
回
国
際
冬
期
道
路
会
議
を
終
え
て
ー

0
I
T
S
に
お
け
る
国
際
的
な
取
組
み
に
つ
い
て

○
踏
切
道
改
良
促
進
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
道
路
構
造
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
に
つ
い
て

○
大
深
度
地
下
の
公
共
的
使
用
に
関
す
る
特
別
措
置

法
の
施
行
に
つ
い
て

○
大
型
貨
物
自
動
車
へ
の
速
度
抑
制
装
置
の
義
務
付

け
に
つ
い
て

○
国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
21
世
紀
型
公
共
事
業
の
実

現
に
寄
与
す
る
土
地
収
用
制
度

-道
路
占
用
関
係
｢

○
道
路
占
用
許
可
電
子
申
請
の
運
用
開
始
に
つ
い
て

○
自
治
体
版
道
路
占
用
許
可
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の

実
証
実
験
に
つ
い
て

○
線
路
敷
設
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て

①

道
路
占
用
許
可
手
続
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

②

道
路
舗
装
工
事
完
了
後
の
掘
削
抑
制
情
報
の

公
表

○
｢平
成
13
年
度
東
京
都
区
部
路
上
工
事
縮
減
計

画
｣
の
策
定
に
つ
い
て

一道
路
環
境
対
策
等
一

〇
名
古
屋
南
部
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
環
境
対
策

の
推
進
に
つ
い
て

1
当
面
の
取
組
み
-

○
大
和
町
交
差
点
に
お
け
る
大
気
浄
化
実
験
施
設
が

完
成

○
東
京
都
に
お
け
る
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
検
討

状
況
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課

総
合
政
策
局
国
際
建
設
課

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

J
I
C
A
専
門
家

タ

イ

王

国

J
I
C
A
専
門
家

新

一
真

曽
根

真
理

閏
年
3
月
号
(第
贈
号
)
4
頁

14
年
3
月
号
(第
爛
号
)
6
頁

14
年
3
月
号
(第
開
号
)
粉
頁

14
年
3
月
号
(第
閣
号
)
幹
頁

14
年
3
月
号
(第
爛
号
)
膠
頁

14
年
3
月
号
(第
爛
号
)
“
頁

14
年
3
月
号
(第
爛
号
)
幻
頁

13
年
5
月
号
(第
麒
号
)
"
頁

13
年
6
月
号
(第
節
号
)
"
頁

13
年
6
月
号
(第
萠
号
)
“
頁

於
年
7
月
号
(第
協
号
)
54
頁

脇
年
8
月
号
(第
廚
号
)
“
頁

13
年
4
月
号
(第
133
号
)
笠
頁

日
年
7
月
号
(第
136
号
)
咀
頁

日
年
10
月
号
(第
139
号
)
粥
頁

日
年
u
月
号
(第
140
号
)
"
頁

13
年
乾
月
号
(第
硼
号
)
“
頁

13
年
4
月
号
(第
郎
号
)
糾
頁

13
年
7
月
号
(第
136
号
)
51
頁

日
年
9
月
号
(第
鯰
号
)
事
頁

○
名
古
屋
南
部
公
害
訴
訟
の
和
解
に
つ
い
て

○
首
都
高
速
道
路
･阪
神
高
速
道
路
に
お
け
る
環
境

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
試
行

道
路
の
行
事
等

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

首
都
高
速
道
路
公
団
計
画
部
環
境
技
術
課

阪
神
高
速
道
路
公
団
計
画
部
調
査
課

お
年
10
月
号
(第
鱒
号
)
引
頁

14
年
1
月
号
(第
酸
号
)
鋼
頁

旧
年
7
月
号
(第
鯲
号
)
お
頁

脇
年
7
月
号
(第
136
号
)
38
真

野
年
9
月
号
(第
鯛
号
)
口
絵

13
年
9
月
号
(第
138
号
)
“
頁

B
年
9
月
号
(第
瑯
号
)
鉈
頁

13
年
9
月
号
(第
邸
号
)
“
頁

脇
年
10
月
号
(第
139
号
)
引
頁

料
年
3
月
号
(第
爛
号
)
"
頁

13
年
吻
月
号
(第
爛
号
)
範
頁

14
年
2
月
号
(第
蛎
号
)
蓼
頁

13
年
4
月
号
(第
鱒
号
)
“
頁

国
年
1
月
号
(第
靴
号
)
"
頁

脇
年
5
月
号
(第
餓
号
)
“
頁

13
年
6
月
号
(第
節
号
)
狸
頁

13
年
7
月
号
(第
邸
号
)
“
貫

13
年
8
月
号
(第
拗
号
)
%
頁

14
年
1
月
号
(第
乾
号
)
"
頁

13
年
12
月
号
(第
剥
号
)
鋼
頁

13
年
8
月
号
(第
拗
号
)
“
頁

14
年
2
月
号
(第
143
号
)
“
頁

国
年
3
月
号
(第
爛
号
)
範
頁

道
路
局
企
画
課

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
整
室

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
I
T
S
推
進
室

道
路
局
酪
政
課

道
路
局
路
政
課

都
市
･地
域
整
備
局
企
画
課

大
深
度
地
下
利
用
企
画
室

自
動
車
交
通
局
技
術
安
全
部
技
術
企
画
課

総
合
政
策
局
総
務
課
土
地
収
用
管
理
室

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

関
東
地
方
整
備
局
東
京
国
道
工
事
事
務
所

道
路
局
地
方
道
･環
境
課
道
路
環
境
調
査
室

道
路
局
地
方
道
･環
境
課
道
路
環
境
調
査
室

講
ぜt鰐
褻
綿
東
郷

展

○

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

○

｢道
の
日
｣
(8
月
10
日
)
に
つ
い
て

道
路
局
総
務
課

○

｢道
の
日
｣
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
1

0
平
成
一
三
年
度
｢道
の
日
｣
中
央
行
事
報
告

道
路
局
総
務
課

○
平
成
一
三
年
度

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
行
事
報
告

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

○
地
方
行
事
報
告

(東
日
本
)

○
地
方
行
事
報
告

(西
日
本
)

○
平
成
一
四
年
度

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

語
を
募
集
し
ま
す
!

　
　

○
米
国
に
お
け
る
道
路
占
用
制
度
及
び
線
路
敷
設
権

に
関
す
る
実
態
調
査

○
欧
州
四
ヵ
国
の
道
路
事
情
調
査
に
参
加
し
て

道
路
局
国
道
課

○
規
制
改
革
推
進
三
か
年
計
画
の
閣
議
決
定
に
つ
い
て
道
路
局
路
政
課

○

｢特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
｣
と

｢道
路
関

道
路
局
路
政
課

係
四
公
団
の
改
革
の
方
向
性
｣
に
つ
い
て

0
｢道
路
に
関
す
る
世
論
調
査
｣
(内
閻
府
")
に
つ
い
て
縦
鱗
賜
鍋
朧

○
新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て

○

『参
加
型
交
差
点
緊
急
改
良
』
の
推
進
に
つ
い
て

○
平
成
三

年
度
道
路
交
通
管
理
統
計
の
概
要

○
道
路
計
画
合
意
形
成
研
究
会
の
提
言
に
つ
い
て

○
道
路
I
R
サ
イ
ト
の
開
設
に
つ
い
て

○
福
岡
県
福
間
町
に
お
け
る
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

に
基
づ
く
基
本
構
想

○

｢道
路
の
移
動
円
滑
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(基
礎

編
)｣
の
策
定
に
つ
い
て

○
平
成
一
三
年
度
国
土
交
通
白
書
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

道
路
局
国
道
課

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

福
岡
県
福
間
町
建
設
部
都
市
計
画
課

道
路
局
企
画
課

道
路
局
総
務
課

道
路
局
国
道
課

豊
田

欝



○
日
本
道
路
公
団
創
立
四
五
周
年
を
迎
え
て

○
東
海
道
、
新
た
な
出
会
い

○
札
幌
市
の

｢都
市
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
｣

ー
札
幌
市
か
ら
市
民
へ
の
提
案
~

○
高
速
道
路
等
の
s
A
･
P
A
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て

○
道
路
法

短
見

｢道
路
の
整
備
に
関
す
る
ブ
口
グ
ラ
ム
.

日
本
道
路
公
団
総
裁

藤
井

治
芳

鰺
海
道
4
0
0
年
祭
･

m
み
え
実
行
委
員
会
事
務
局

札
幌
市
企
画
調
整
局

都
心
交
通
担
当
課
長

筑
田

清
貴

は
年
6
月
号
(第
135
号
)
“
頁

13
年
9
月
号
(第
鱒
号
)
"
頁

日
年
n
月
号
(第
140
号
)
“
頁

留
年
3
月
号
(第
贈
号
)
“
頁

13
年
5
月
号
(第
解
号
)
那
頁

13
年
4
月
号
(第
節
号
)
乾
頁

13
年
5
月
号
(第
餓
号
)
匁
頁

13
年
7
月
号
(第
136
号
)
“
頁

日
年
8
月
号
(第
137
号
)
“
頁

鴬
年
4
月
号
(第
朋
号
)
“
頁

13
年
u
月
号
(第
閲
号
)
“
頁

13
年
4
月
号
(第
閉
号
)
発
頁

13
年
5
月
号
(第
鮒
号
)
①
頁

鴬
年
7
月
号
(第
筋
号
)
“
頁

13
年
ゆ
月
号
(第
箙
号
)
“
頁

13
年
度
月
号
(第
鮒
号
)
“
頁

14
年
2
月
号
(第
籍
号
)
"
頁

14
年
3
月
号
(第
爛
号
)
“
頁

13
年
8
月
号
(第
拗
号
)
$
頁

13
年
9
月
号
(第
篤
号
)
艶
頁

13
年
10
月
号
(第
鞘
号
)
"
頁

○
道
路
法
第
四
条
に
お
け
る
地
上
権
の
扱
い

○
地
方
分
権
に
伴
う
通
達
の
取
扱
い

○
市
町
村
合
併
と
道
路
法

○
平
成
一
三
年
度
第
二
次
補
正
予
算
に
係
る
道
路
事

業
関
係
の
法
改
正
に
つ
い
て

0
原
因
者
負
担
金
っ
て
何
?

一道
路
占
用
Q
&
A
-

○
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
道
路
占
用

(そ
の
1
)

○
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
道
路
占
用

(そ
の
2
)

○
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
道
路
占
用

(そ
の
3
)

○
看
板
類
の
撤
去
と
道
路
占
用

(そ
の
1
)

○
看
板
類
の
撤
去
と
道
路
占
用

(そ
の
2
)

○
浄
化
槽
の
占
用
許
可

(そ
の
1
)

○
浄
化
槽
の
占
用
許
可

(そ
の
2
)

○
浄
化
槽
の
占
用
許
可

(そ
の
3
)

爾
訟
事
例
紹
介
-

○
神
戸
市
道
凍
結
防
止
剤
原
付
転
倒
事
件

○
札
榑
道
エ
ゾ
シ
カ
衝
突
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件

○
京
都
市
道
工
事
中
埋
め
戻
し
不
全
事
件

○
広
島
県
道
ト
ラ
ッ
ク
転
落
損
害
賠
償
請
求
事
件

○
兵
庫
県
町
道
自
転
車
転
落
損
害
賠
償
請
求
事
件

○
長
野
県
道
上
建
物
倒
壊
自
動
車
損
傷
事
故
損
害
賠

償
請
求
事
件

○
岡
山
市
道
･
ス
ロ
ー
プ
連
結
部
段
差
転
倒
事
故
損

害
賠
償
請
求
事
故

,

○
群
馬
県
道
段
差
自
転
車
転
倒
損
害
賠
償
請
求
事
件

-と
ん
び
の
広
場
一

0

『こ
ん
に
ち
は
、
と
ん
び
会
で
す
』

道
路
局
路
政
課

道
路
局
路
放
課

道
路
局
路
政
課

道
路
局
路
政
課

道
路
局
路
政
課

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

13
年
11
月
号
(第
閲
号
)
"
貢

13
年
12
月
号
(第
嬢
号
)
匁
質

14
年
1
月
号
(第
乾
号
)
"
頁

14
年
2
月
号
(第
粥
号
)
幻
質

14
年
3
月
号
(第
閲
号
)
笠
頁

13
年
8
月
号
(第
廚
号
)
郭
頁

13
年
9
月
号
(第
廓
号
)
①
頁

13
年
10
月
号
(第
139
号
)
"
頁

鴬
年
=
月
号
(第
鱒
号
)
髭
頁

13
年
陰
月
号
(第
剥
号
)
気
頁

国
年
1
月
号
(第
靴
号
)
鶏
頁

国
年
2
月
号
(第
143
号
)
①
頁

国
年
3
月
号
(第
閲
号
)
笋
頁

13
年
8
月
号
(第
胴
号
)
①
頁

13
年
9
月
号
(第
鯛
号
)
“
貢

13
年
ゅ
月
号
(第
鮒
号
)
鋭
頁

13
年
u
月
号
(第
拗
号
)
気
頁

13
年
12
月
号
(第
岨
号
)
筧
頁

14
年
1
月
号
(第
142
号
)
$
頁

国
年
2
月
号
(第
鷆
号
)
“
頁

14
年
3
月
号
(第
爛
号
)
$
頁

日
本
道
路
公
団
用
地
･管
理
部
関
連
事
業
課

○
静
岡
県
の

｢道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
静
岡
県
土
木
部
道
路
企
画
室

○
滋
賀
県
の

｢道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
滋
賀
県
土
木
交
通
部
道
路
課

○
島
根
の
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム

島
根
県
土
木
部
道
路
建
設
課

○
宮
崎
県
の

｢道
路
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣

宮
崎
県
土
木
部
道
路
建
設
課

-ラ
ク
ダ
に
よ
る
西
城
南
道
紀
行
一

〇
米
蘭
で
移
り
変
わ
っ
た
七
つ
の
ミ
ー
ラ
ン
遺
跡
を

知
り
、
玄
奬
三
蔵
の
足
跡
に
思
い
を
は
せ
る
⑨

○
米
蘭
を
出
発
、
砂
漠
を
西
へ
進
む
⑩

軌
道
の
風
景

0
に
い
が
た
廃
線
紀
行

(前
編
)

0
に
い
が
た
廃
線
紀
行

(後
編
)

○
下
北
交
通
･
海
峡
ラ
イ
ン
の
終
焉

○

｢シ
ベ
リ
ア
｣
行
き
鉄
道
の
最
期

○
サ
ッ
ポ
ロ
路
面
電
車
･
夏
紀
行

(前
編
)

○
サ
ッ
ポ
ロ
路
面
電
車

･
夏
紀
行

(後
編
)

○
み
ど
り
の
丘
の
ス
カ
イ
レ
ー
ル

言
路
法
令
関
係
Q
&
A
-

○
法
定
外
公
共
物
を
市
町
村
道
と
す
る
場
合
の
手
続

○
不
用
物
件
の
管
理
期
間

○
国
有
財
産
が
地
方
公
共
団
体
に
譲
与
さ
れ
た
後
は

鞠
球桃
耕
す
詮
長
澤

法
隆

長
澤

法
隆

葉
田
龍
太
郎

桑
田
龍
太
郎

桑
田
龍
太
郎

桑
田
龍
太
郎

桑
田
龍
太
郎

桑
田
龍
太
郎

道
路
局
路
政
課

道
路
局
路
政
課

道
路
局
路
政
課

鳥
取
県
東
京
事
務
所

高
浜
耕
之
輔

13
年
8
月
号
(第
拗
号
)
“
頁



○

『
ロ
ボ
フ
ェ
ス
タ
神
奈
川
2
0
0
1
』
開
催
中

○
街
道
の
曙
き

○
飛
騨
へ
来
て
く
れ
ん
さ
い

0
蘇
れ
!

シ
ー
ガ
イ
ア

○
と
ん
び
一
年
生
は
、
今
日
も
額
に
汗
し
て

○
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
･
パ
ン
ダ
･
神
戸
ワ
イ
ン

○
ス
マ
イ
ル

あ
っ
た
か

宮
城

o
“
川
崎
は
爆
発
だ
!

“
体
感
、
岡
本
太
郎
美
術
館

○
フ
ユ
の
ア
オ
モ
リ
も
ド
ウ
デ
ス
カ

0
あ
な
た
は

｢や
ま
ぐ
ち
｣
を
知
っ
て
い
ま
す
か
?

○
日
本
一
の
琵
琶
湖

環
境
こ
だ
わ
り
県

滋
賀

○
あ
る
一
面
の
ご
紹
介

○
い
い
人

い
い
味

い
き
い
き
富
山

○
癒
･
遊

･
湯

ゆ
っ
た
り
･
ふ
わ
ふ
わ

く
ま
も

と
日
和
!

｢シ
リ
ー
ズ
護
の
駅
二

〇
地
域
の
資
源
に
新
た
な
視
点
で
活
力
を
(山
梨
県
)

○
秘
境
の
里

祖
谷

(徳
島
県
)

○
田
万
川
町
活
性
化
の
原
動
力

(山
口
県
)

0
農
家
の
市
場
｢四
季
菜
館
｣
好
評
で
す
長
野
県
)

○
新
潟
を
ま
る
ご
と
キ
ャ
ッ
チ

(新
潟
県
)

0
レ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
あ
わ
く
ら
ん
ど

(岡
山
県
)

0
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
散
居
の
ま
ち

砺
波
富
山
県
)

○
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点

(島
根
県
)

○
飛
騨
高
山
に
育
つ
、
憩
い
の
駅

(岐
阜
県
)

神
奈
川
県
臺
京事
務
所

遠
藤

創

13
年
9
月
号
(第
觴
号
〕
“
頁

長
崎
県
東
京
事
務
所

前
田

佳
朗

13
年
9
月
号
(第
廓
号
)
“
頁

岐
阜
県
東
京
事
務
所

船
坂

徳
彦

13
年
10
月
号
(第
鯲
号
)
“
頁

宮
崎
県
東
京
事
務
所

森
山

福
一

13
年
m
目
方
(第
139
号
)
“
頁

京
都
府
東
京
事
務
所

関
西

浩
二

お
年
=
月
号
(第
拗
号
)
範
頁

神
戸
市
東
京
事
務
所

福
水

一
郎

13
年
u
月
号
(第
拗
号
)
"
頁

宮
城
県
東
京
事
務
所

布
田

清

B
年
腹
月
号
(第
罐
号
)
難
頁

川
崎
市
東
京
事
務
所

西
野

幸
一

13
年
12
月
号
(第
剛
号
)
“
頁

青
森
県
東
京
事
務
所

舘
山

治
彦

14
年
1
月
号
(第
蝮
号
)
"
頁

山
口
県
東
京
事
務
所

廣
川

隆

14
年
1
月
号
(第
糀
号
)
"
貫

滋
賀
県
東
京
事
務
所

鍔
田

勝
廣

14
年
2
月
号
(第
鱒
号
)
“
貫

高
知
県
東
京
事
務
所

片
岡

格
明

14
年
2
月
号
(第
鵺
号
)
“
貫

富
山
県
東
京
事
務
所

溝
口

敏
博

M
年
3
月
号
(第
爛
号
)
$
頁

熊
本
県
東
京
事
務
所

緒
方

誠

14
年
3
月
号
(第
爛
号
)
創
頁

群
学
ぼ
詳
長
渡
辺

利
徳

鴬
年
4
月
号
(第
等
)
寶

｢に
し
い
や
｣
'西
祖
谷
山
村
観
光
課

13
年
4
月
号
(第
133
号
)
"
頁

場
啼
坪
駿
罷
波
田

治
巳

雄
5
月
号
盆

曇
“頁

｢信
州
新
町
｣
駅
長

玉
井

仁

膠
年
6
月
号
(第
135
号
)
“
買

場
潟
ふ
る
さ
と
禮

本
間
栄
三
郎

膠
年
7
月
号
(第
雙
)
贅

西
粟
倉
村
産
業
建
設
課

井
上

大
輔

13
年
8
月
号
(第
筋
号
)
"
頁

｢
砺
波
｣

駅
長

桂

政
樹

13
年
10
月
号
(第
助
号
)
“
頁

瑕
鹿
な
ぎ
さ
公
連

杉
浦

正
敬

鯰
年
u
月
号
(第
穿

)
“
頁

噸
矧
端
近
岩
本

隆

肇
自
号
第
璧

寶




